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　東の果て、三国の境に面したとある土地に、医の道を志す者たち専門の学び舎がある。その広大な敷地内の一角、多種多様な薬草が植えられた田畑で、今日も少なくない学徒が実習に勤しんでいた。

　水の張られた田園では、植えられたばかりの稲の苗が爽風にしなり、葉の緑が燦さん々さんと輝いている。

　空は澄み渡って青い。その雲ひとつない蒼天に、一羽の鳥が大きく翼を広げ、刷いた墨のような影を落としていた。

「鳶とびじゃな」

　空を見上げるこちらを訝いぶかしんだのか。傍らで薬草を採集していた友人が、屈めていた腰を伸ばし、視線の先を揃えて尋ねてくる。

「珍しいか？」

「ううん。……なんだか、懐かしかっただけ」

　自分が故郷を出た日も、こんな風に晴れていた。

　そうして旅立ちを導くように、大きな鳥が飛んでいた。

　回顧に目を眇めて西を見る。

　遠き地。

　海に隔てられた祖国を思うとき、懐かしむことはあれども、戻りたいとは思わない。あのころ、自分は人形だった。人になりたいと願った人形は、すべてを失ってから舞台を降りることを余儀なくされた。

　自分はその結末を憎まない。

　いまはただ、自分が二度と踏み入ることのない土地で生きる人々の、幸せを願うばかりだ。
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　──ダイがアリシュエル主催の夜会で社交界入りを果たしてから、ふた月が経った。







　調整日、というものがある。

　次の女王を定める《女王選出の儀》──通称、女王選の真っただ中にあるデルリゲイリアの王都では、玉座を争う五人の女王候補を中心とした宴が、昼夜を問わずに繰り広げられる。調整日は月に一度か二度、その社交の催しがすべて止められる日だった。紳士は酒と砂糖と油のたっぷり染みた胃を休め、貴婦人は白粉に疲れた肌を磨かせて過ごす、ゆったりとした一日だ。

　女王選も終盤に入ろうかという頃に設けられたその日、マリアージュも例に漏れず、朝からくつろいで過ごしていた。

　頭痛など覚えるべくもない日のはずだった。身体を香油で揉みほぐされ、顔に加えて踵かかとや爪も磨かれて。頭皮の手入れと洗髪をし、休日に相応しい、締め付けのない衣装に身を包んで、これから化粧を施されるはずだったのだ。

　なのにマリアージュはいまツキツキ痛む頭を抱え、優雅な朝には不似合いの、大仰なため息を吐いている。

　理由は明快。マリアージュの従者ふたりが、大討論会を目の前で繰り広げているからだった。

「で、す、か、ら」

　と、明らかな苛立ちを滲ませて、青年が眉間にしわを寄せた。金蜜色の髪に澄んだ蒼の目、彫刻のように端正な顔立ちがいまの雰囲気と相まって、ことさら怜れい悧りな印象を醸し出す。家政に明るくないマリアージュに代わってその一切を取り仕切り、貴族の社交界を渡り歩いて、女王選に絡む家同士の交渉までこなす、ミズウィーリ家の当主代行、ヒース・リヴォートである。

　彼は語気を強めて言った。

「《職人》の貸し出しはままあることです。しかも今回の依頼は上級貴族十三家第一位、ガートルード家アリシュエル様のお達し。彼女の依頼を断れば、確実に今後に響きます」

「確かにミズウィーリは十三家最下位。長いものには巻かれろと言いますから、いつもならリヴォート様のおっしゃる通り、この招きには応じたほうがよろしいのでしょう」

　鋭利な弁舌を揮ふるう当主代行と正面きって向き合い、彼をじろりと睨み上げて応じる相手がひとり。

　緑の黒髪に月色の瞳。年のわりに幼い顔立ちは、青年とまた違ったかたちで整っている。見目は美少年なので誤解されるが、実のところ十五歳の少女である。呼称をダイ。滅多に使わない正式な名を、ディアナ・セトラ。元は花はな街まちという、マリアージュに馴染みのない夜の街から、ヒースに引き抜かれてやってきた、マリアージュ専属の化粧師だった。

　彼女はヒースに負けじと声を張った。

「で、す、け、ど。女王候補に優劣はないはずです」

　アリシュエル・ガートルードは女王候補の筆頭である。便宜上、家の格から彼女はそのように呼ばれている。だが女王選の儀典書には、女王候補は同列に扱うべし、と明記されている。

「わたしがアリシュエル様のところへ行って、マリアージュ様のお役に立つことがあるならいいですよ。でも今回はあちらの一方的な要請でしょう？　なにより、マリアージュ様が嫌だとおっしゃっている。わたしはアリシュエル様に化粧をいたしません」

「利ならあります」

　きっぱりと告げるダイに、ヒースが反はん駁ばくした。

「皆、支持する女王候補が良いと述べたものに価値を見出す。それが対立する女王候補のもの、《職人》ともなればなおのこと。つまりアリシュエル様の下もとへあなたを派遣することは、ガートルード家を支持する方々の中で、マリアージュ様の存在感を高めることにもつながる」

　デルリゲイリアの女王は画家や楽師といった《職人》を傍に置くことが習いである。女王候補も同様で、ダイはマリアージュにとっての《職人》だった。

　女王選では自らの《職人》が注目を浴びれば加点になる。ヒースが述べる『マリアージュの存在感の高まり』とは、つまりそういうことである。

「ダイ、あなたがアリシュエル様の下へ赴けば、必ずガートルードの内々で話題になる。興味本位で招いてみたいと、マリアージュ様に声掛けする方もお出いでになるでしょう。そうなれば取り付く島もない彼らにも手を伸ばせます」

　元々ミズウィーリ家は支持者の数が圧倒的に少ない。マリアージュが女王選で不利となっている理由のひとつである。それをひっくり返すには他の家から支持者を奪うしかないが、どの家も他の派閥の者をおいそれと招きはしないものだ。

　そこでヒースはダイをアリシュエルの下へ遣わし、ガートルード派の牙城を崩す足掛かりとしたいらしい。

　ダイとヒース。両者、一歩も引く姿勢を見せない。睨み合って火花を散らしている。

　マリアージュの傍らに控える侍女、ティティアンナも困り顔である。

「ど、どうなさいますか、マリアージュ様……？」

「あー……もー……」

　マリアージュは頭を抱えたまま円卓に突っ伏した。

　ヒースとダイはかれこれ四半刻、マリアージュの前で言い合いをしている。

『ダイをアリシュエル様にお貸しください』

　すべてはヒースのこのひと言から始まった。

　その言い方が、『してほしい』『していただけませんか』と、下した手てではないところに腹が立つ。しかも具体的な説明はまったくない。この男、なぜ主人にはお得意の根回しが皆無なのか。

　ヒースの要請に納得しかねるとき、マリアージュ自身がそれを突っぱね、癇かん癪しゃくを起こすまでが少し前までのお決まりの流れだった。ところが近頃はその動きに変化が起きた。ダイがマリアージュの側に立って、ヒースと討論するようになったのだ。

　ヒースもダイも物言いに遠慮がない性質だ。その上、以前はなんだかんだと流されていたダイも、貴族社会について学んだ昨今はヒースへ食らいつくようになって、なかなか話に収拾がつかなくなっている。

「ともかく、今回の件は引き受けていただかなくては困ります」

「マリアージュ様の意思に背いてアリシュエル様のところへは行けません」

「埒らちが明あかない」

「リヴォート様こそ、引き下がってくださいよ！」

「ダイ、いい加減に……！」

「わかった……わかったわよ！　ダイをアリシュエルに貸せばいいんでしょ！」

　マリアージュは円卓をばんと叩いて立ち上がった。再びふたりに目の前で口論をされたら頭痛がする。本当は逃げ出したかったが、それはならない、という点はヒースとダイ、共通の意見である。これ以上、この場で大騒ぎされたくない。せっかく社交に出歩かなくてもよい調整日なのだ。

　ダイとヒースがマリアージュを一いち瞥べつし、互いに顔を見合わせる。

　まずヒースがダイに尋ねた。

「と、おっしゃっています」

　よろしいですか、と、念押す声は実にやさしい。

「はい。マリアージュ様がおっしゃるなら」

　対するダイもにこやかだ。

「いつガートルードへお邪魔すればいいんですか？」

「日程は承諾する旨を先方に伝えてからですね。調整します」

「なるほど。ちなみに事前にしておくべきことは？」

「そうですね……」

「あ、ん、た、た、ち」

　バンバンバンバン。先ほどまでの剣幕はどこへやら。何事もなかったかのように、さくさく話を進めていくふたりに向け、マリアージュは円卓の天板を手のひらで連打した。

「「どうなさいましたか、マリアージュ様？」」

　ふたりの声がきれいに重なる。

　マリアージュは椅子の背に当てていた綿詰めを鷲わし摑づかむ。

　そうしてそれを、揃って首をかしげるふたりに向かってぶん投げた。

「許可だけとってわたしを無視するんじゃないっ！」

　ティティアンナが口元に手を当てて、マリアージュの傍らでぷふっと笑った。







「まーったく、あんたもよくやるわよ」

　化粧中のマリアージュはあまり口を開かない。ところが今回はせっかくの休日の始まりが台無しになったことに、どうしても物申したかったらしい。ヒースを私室から追い出し、いざ化粧を、という段になって、彼女はヒースとダイの討論について、文句をぶつくさと並べ始めた。

「睨にらみ合あってぎゃーぎゃー言い合いなんて。あいつの冷ややかな目ったら、人を射殺しそうじゃない」

「おぉ、マリアージュ様に褒められた」

「だーれが褒めてるのよ。呆れているのよ、わたしは」

　耳、腐ってるんじゃないの、と、マリアージュがげんなりとした顔をダイに向ける。ダイは肩をすくめて、お口が悪いですよ、と、言い返した。

「乱暴な言葉を使わないようにって、言われていたじゃないですか。またリヴォート様にお小言を言われますよ。それから、動かさないでください」

「うぐっ」

　ダイはマリアージュの後ろから、彼女の顎と頭に指を添えて、顔の位置を強制的に正面へ向けた。下地を塗っている最中だったのだ。

　日々の手入れの甲斐あって、マリアージュの悩みだったそばかすもずいぶんと目立ちにくくなった。元々、淡い黄おう褐かっ色しょくだった肌に透明感と血色が加わって、絹地のような艶つやが生まれている。

　その肌色をさらに均一に見せるため、ダイは黄みを帯びた下地を主人の顔全体にしっかりと馴染ませた。頬を楕円の海綿で押さえつつ、当主代行を思って独りごちる。

「リヴォート様、そんなに冷たい目、しますかね……」

　マリアージュを、そしてミズウィーリ家を、内に外にと支えるかの白はく皙せきの青年は、確かに冷えた目をすることがある。かといっていつもそうかと問われれば否である。

　マリアージュがどこか呆れた目でダイを見る。

「えーえぇええ、あんたにはそうでしょうよ、そうでしょうとも」

「マリアージュ様が喧嘩腰な態度をやめられたら、リヴォート様ももう少しやさしくなると思います」

「わたしに喧嘩腰なのはあいつなの！　なに、あんた昼からも仕事したいの!?」

「あーっ、すみません！　化粧します！」

　マリアージュに鏡越しに睨まれて、ダイは仕事に専念することにした。あんまり主人を怒らせて、半休を取り下げられてはことである。これからダイは久方ぶりに裏町まで赴く予定なのだ。

　安息日は休日として定められてはいるものの、好き勝手にだらだらできる日ではない。朝は主神へ祈りを捧げるべく、礼拝堂へ足を運ばなければならず、女王候補であるマリアージュは、王城の礼拝堂まで呼び出されることもしばしばだ。当然、その準備にダイも駆り出されるし、付き人になることもあった。

　一方の調整日は何もない日である。ミズウィーリに来たばかりの頃は色々あって潰れていたが、昨今は時間をとれるようになった。女王選も終盤に差し掛かったため、また忙しさを増すのだと聞いて、ダイは思い切って休みを申請したのだ。道具類の調達が主な用事だが、友人たちと会うので楽しみにしていた。

　マリアージュもダイの化粧が終わると用事は何もない。いつもなら調整日は昼まで寝て、残りの半日で身体を磨くなりなんなりして過ごすところ、今日はダイが半休をとるため、早朝から起き出してくれたのである。あふ、と、軽くあくびをする主人は眠たそうだった。

　うららかな日和ひより。部屋は窓から差し込む金色の陽光に満ちて、窓を開けていてすら暖かく微睡まどろみを誘う。

「薄い化粧にしましょうね」

　肌に負担が少なく、それでいて、崩れても目立たない。そのような化粧にする。眠りこけてもよいように。

　ダイがそう囁くと、マリアージュが首を捻った。

「いいけど、あんた何か色を試すって言ってなかった？」

「んー、そう思っていたんですが、今日はもういいかなって思いまして」

　近々、マリアージュはミズウィーリ家で大きな夜会を開かねばならないのだという。そのときのための色を仮決めするつもりでいたが、何も今日せずともよいだろうと思い直したのだ。せっかくのくつろいだ気分が台無しになる。

　練粉は軽い付け心地のものを選び、海綿で塗布。白粉は薄紫がかったものを選んだ。大振りの筆でさっとひと撫でするだけで、透明感が出る。色粉を重ねずとも肌の補正が叶う一品だ。

　鏡を覗き込んでマリアージュが言った。

「明るくなったわね。いいんじゃないの？」

「新作なんです。粉を叩くだけで明るくなるので簡単ですし、お化粧を直したくなったらシシィに頼んでもらえれば大丈夫ですよ」

「ふぅん。……ねぇ、ダイ」

「はい」

「何か面白いことして」

「……ハイ？」

　ダイは色板から顔を上げた。唐突に何を言い出すのか、この主人。

　マリアージュが椅子の縁に乗り出し、にやにや笑ってダイに言い募る。

「色を決めなくていいんでしょ。じゃあ、いつもと違うのがいいわ。何かないの？　休みにしかできなさそうな、面白いの」

「えぇ……？」

　マリアージュの声色が、いたずらか何かを思い付いたときのそれである。こういうときの主人を知っている。つまり、退屈なのだ。

　やれやれ、と、ダイは肩をすくめた。

　化粧に面白さを求めないでほしい。いや、そういった化粧もあるにはあるが、ダイは専門外なのである。ただ、ここでできないと訴えることは躊躇ためらわれる。簡単に引き下がっては職人の名折れであるからして。

「じゃあ、こういうのはどうですか？」

　ダイは卓から取り上げた小瓶の蓋をポンと抜いた。中に細筆を入れて色を採り、瓶の縁で液量を適度に調節。マリアージュの眉を左手の中指で引き上げて固定し、あらわになった瞼の縁にさっとひと刷け。線は細く、目尻を跳ね上げ気味に。

　がばっと身を起こして、マリアージュが鏡に顔を寄せた。

「えっ!?　色、濃くない!?」

「濃いですねぇ……。劇場用のですし」

　ダイは色液の小瓶をマリアージュの顔の前にかざして見せた。

　貴族街で仕入れた色粉の一種。液状で、絵の具のように鮮やかな発色だ。その彩度はダイが日ごろ化粧に用いる色粉とは雲うん泥でいの差がある。

「実は強調したいところにちょっと使うとすごくかわいいんじゃないかなって、最近、自分で試してたんです」

　貴族街で流通する劇場仕様のものは色味が濃い。普段使いには向かないと一度は判じたものの、傲ごう慢まんな考えだったと思い直して、その使い方を模索していたのだ。

「わたしのいたところだと、目周りに絵を描いたりして目立たせる人もいるんですけど」

「絵まで描くの……？」

「はい。花とか鳥とかを。宝石や羽根でその絵を飾ることもありますし……。さすがにここではしませんけどね。でもこれ、液がいいんですよ。手鏡こっちに傾けて見てください。……きらきらしてよくないですか？」

「……確かに」

　液自体に金属か何かの箔が入っているに違いない。ダイが主人の瞼の際きわに引いた線は、陽光を受けて微細に煌きらめいている。

　手鏡をううんと睨むマリアージュをダイは温かな気持ちで眺めた。なんだか、にこにこしてしまった。

　貴族街において化粧とは、白粉と口紅のみに限られる。色粉を重ねて艶やかにする者はマリアージュひとり。ダイを貸してほしいと要望してきたアリシュエルは珍しい令嬢なのだ。

　マリアージュも初めての化粧には怯えていたものだ。その彼女がいつの間にか自らを奮い立たせる鎧として化粧を常に望むようになり、いまはただの楽しむものとして所望してくれている。

「ねぇ、ダイ。これ、いいんだけど、ほかの色はないの？」

「ありますが……水色はだめでしたか？」

「だめって言うか、あんた前に似合わないってわたしに言ったじゃない。何で使ったのよ？」

「いけるかと思いまして……」

　マリアージュの色彩は赤みがかっている。猫めいた愛あい嬌きょうのある胡桃くるみ色いろの双眸に、波打つ豊かな紅茶色の髪。それらに合わせて衣装も赤と同系統の色味か、補色の緑を選ぶことが多かった。青と紫は顔色が悪く見えるのだ。

　使った色液は暖色でまとまりがちなマリアージュの服飾に、注し色として青や黄を使えないか、検討したときの副産物である。液自体は水色だが、箔は紅の偏光色だ。実際、マリアージュに似合っていると思うのだが。

　鏡と見つめ合うことをやめたマリアージュが主張する。

「やっぱり変えて」

「ううーん、寒色はお嫌いですか……？」

「っていうか、コレ、アリシュエルの色じゃない？　だからイヤ」

　ダイは呆けて、ぷっと笑った。

　最も玉座に近しい女王候補、アリシュエル・ガートルードはマリアージュにとって目の上の瘤こぶだった。マリアージュは彼女に対抗心を抱いて意識し続けている。

　ただアリシュエルはマリアージュを大いに好いているからややこしい。

「はー、なんであの子、わたしにかまうのかしら。挙げ句の果てにあんたを貸せとか。あ、思い出したらむかむかしてきた」

「マリアージュ様！　何色に変えた方がいいですか!?　何色でもありますよ！　赤でも黒でも銀でも金でも！」

　ダイは慌てて早口で告げた。マリアージュがへそを曲げて、やはりアリシュエルにダイを貸し出したくないと言い出したら、それこそヒースに冷えた目で見られる。

　結局、わーわー騒ぎつつ、手持ちの色をすべて試し、なんなら口紅まで変えてふたりで遊んだ。

　化粧を終えたころには、すっかり昼も間近になっていた。










「ダイ、マリアージュ様の化粧は終わったの？」

「終わりました。いまはメイベルが一緒にいます」

「ありがと」

「あー、ダイ。馬車が出るまでもう一刻もねぇのにどこ行くんだよ。準備おわってんのか？」

「厨房です。すぐ出かけられるようにしていますよ」

「遅れんなよ」

「ちゃんと時間までには馬車回しへ行きます！」

　声を掛けてくる同僚たちに応じながら、ダイは足早に廊下を歩いた。

　ミズウィーリに来た当初こそ色々あったが、半年近くなったいまはこの家にかなり馴染んだように思う。もちろん、すべての使用人と近しい関係を築いたわけではない。それでもダイに気安くする者は増えたし、仕事に支障が出ることはなくなった。

　衝突したことのある者とも、ぎこちなさは払拭されつつある。

「──昼食を中庭で？」

「はい。なので急ですけど、盛り付け方を変えてほしいそうです」

　厨房に立ち寄ったダイの依頼を受けて、厨房長グレインが思案に腕を組んだ。

　化粧を終えて気分が上がったらしい。マリアージュが外で食事を取りたいと言い出したため、ダイは部屋付きの侍女から伝言を言付かったのだ。

　ダイがミズウィーリを辞めるか否かの騒動の発端となったグレインは、いまだにダイに対して身構えているひとりである。が、ダイが女だったと知らされて毒気を抜かれたのか、以前のような苛立ちを滲ませることはなくなっていた。

「あー、まぁ、問題ない。ただ、四半刻ほど時間はずれる」

「伝えておきます」

「あぁ、それはいい。こっちで遣いを出す。お前、今日は昼から外に行くって聞いているぞ。部屋に帰るなら、マリアージュ様の私室に寄ると遠回りになるだろ」

「え、大丈夫ですよ。準備も着替えるぐらいですし……」

「いや、その代わり、リヴォート様んとこ寄ってほしい」

「……リヴォート様の、執務室、ですか？」

　グレインが首肯して、ダイの背後を顎で示す。その先には軽食と果実水の瓶が盆に載せられた状態で長卓に並んでいた。

「寮に戻りがてら、そいつを持って行ってやってくれ。そうでもしてやんねぇと、あんまり食べねぇみたいだからな」

　ダイに対してだけではない。

　ミズウィーリの人々は少しずつ、ヒースへの配慮も見せるようになった。

　使用人たちは気持ちに余裕を持ちはじめ、ヒースの尋常ではない仕事量にも目を向けるようになった。先回りしてヒースの仕事を手伝ったり、人員に余裕をもたせておいたりと、それとなく気を遣っている。元より同情的だったらしい執事長キリムはもちろん、ヒースと関わりの薄いグレインですらこの通り。

　当主代行の執務室へと歩きながら、ダイは提げ持った盆を一瞥する。銀盆の上に行儀よく収まる軽食は、以前にはなかった、厨房長から当主代行への労いなのだ。

　目的地へはすぐに着いた。

　開放された扉は在室の証だ。ただ待合いに用いる手前の部屋は無人だった。書斎である奥の部屋へ続く扉が中途半端に開いている。

　その扉の前に背筋を正して立って、ダイは部屋の主に声を掛けた。

「リヴォート様、昼食をお持ちしました」

　返事がない。

　ダイは首をかしげて、肩で扉を押し開けた。

「リヴォート様？」

　再び呼びかける。しかし返ってくるものは沈黙のみだ。部屋の手前に設えられた応接席にも、正面奥を占める執務の席にも、ダイが求める人物の姿はない。

　ダイは視線を一巡させながら奥まで歩き、片付いた執務机の上に盆を置いた。そして机に向かって右側の壁にある一枚の扉に目を留める。

　天井を見上げて逡しゅん巡じゅんし、ダイは扉に手を掛けた。

「失礼します、リヴォート様──ヒース？」

　声を掛けながら、ゆっくり扉を開く。

　薄暗い空間に光が差した。

　待合室や書斎の二部屋と比べてはるかに狭い部屋である。壁と書架が垂直に並び、窓は遮光幕が揺れるそれのひとつきり。その傍に置かれた長椅子の上で、影がのそりと身じろいだ。

　長い脚を床に投げ出して横になった人物が、腕を目の前にかざして眩しげに目を細めてダイを見る。

「……ダイ？」

「お疲れ様です、ヒース」

　ダイはにこりと笑って部屋の主に挨拶した。

　朝方に主人の私室で顔を合わせたときの彼は、隙のない当主代行然とした姿だった。いまの彼はぼんやりとしている。上着は長椅子の背に。襟元はきちんとしているが、金髪が寝乱れてくしゃっとしたままだ。慌てて身を取り繕わない分だけ、近しい距離を許されている気がして、ダイはさらに笑いながら言った。

「寝るなら私室に戻ったほうがいいと思いますよ。いくら暖かくても、さすがに風邪を引きます」

「寝るつもりはありませんでした。少し横になっていただけです」

　隠れて菓子を摘まむところを見つかった子どものような顔をしてヒースが起き上がる。

「あなたこそ、どうしましたか？」

「グレインさんに言われて、ヒースに食事を。持ってきましょうか？　外へ出ます？」

「出ます……」

　ヒースは上着を持って外へ出ると、のろのろと応接席に着いた。まだ少し頭が回っていないらしい。髪を掻き上げる彼の前に料理を運び、ダイも対面の椅子に着席する。

　皿の上の料理をぼんやりとした顔で見つめてヒースが呟いた。

「……いい匂いですね」

「ですよね。今日のお肉、濃い目に味付けてあるそうですよ。好きなんでしょう？」

「はい？　言いましたか？」

「グレインさんが」

『──そういうものを出したときのほうが、よく食べる』

　ヒースは自発的に食事を取りたがらない。

　食が細い、とは、少し違う。会食で目の前に出された料理を変に残すこともない。ただ、食事を煩わずらわしいと思っている節があって、忙しさにかまけてたびたび抜くのだ。しかも使用人と食事するときには、さりげなく量を減らしている。

　初めてそのことを知ったとき、ダイは思わず呆れ返った。偏食の子どもか。

　以後、ダイは努めてヒースにものを食べさせることにしている。グレインも当主代行の食に億おっ劫くうな点を問題視していたらしい。どうにかすべく試行錯誤した結果が、今日の昼食というわけである。

　慣れない他人からの気づかいに、居心地の悪さでも覚えたのか。ヒースが渋い顔をして皿の上の料理を見つめる。林檎と葉野菜。干し葡萄ぶどうと砕いた胡桃を、潰した芋と和えたもの。主役は薄切りにして牛酪バターを塗り、黄金色に焼け目を付けた麺麭パンである。香辛料を多めに振って焼いた肉と玉ねぎを挟んだ一品だ。すでに小さく切り分けられているところが心にくい。こぼれ出た肉汁から漂う胡こ椒しょうの薫りが、これまたダイの食欲を刺激する。ついでに言えば、腹がぐぅと鳴った。

　ヒースの目が胡う乱ろんに細められる。

「……昼、食べていないんですか？」

「えーっと、えぇ、まぁ。まだ食べていません」

　裏町で食べる予定にしていたので。

　ダイの回答にヒースがため息を吐く。彼は無言のまま匙で麺麭をひと突きし、それをダイの口元に突き出した。

「口を開けなさい」

「えっ、いえ」

「いいから」

「えっ、待ってくださ、ふぐっ」

　容赦なく口の中に麺麭を突っ込まれた。

　そこまで腹を空かせていたように見えたのか。ダイは額にしわを刻みながら、口の中のものをもぐもぐと咀そ嚼しゃくした。そしてすぐ、舌にじゅわっと広がる肉と玉ねぎのうまみのとりこになった。鼻先に抜ける小麦の香りがなおよろしい。

　ヒースが肘置きに頬杖を突いてダイに尋ねる。

「おいしい？」

「はい！」

「力強い回答ですね……どんなふうに？」

「えーっと、……そうですね」

　ダイはごくんとすべて飲み下し、いま食べたものについて考えた。近ごろ、たまに説明を要求される。社交では料理の感想を求められることもあるので、その練習を兼ねているらしい。

「これ、たぶん昨日の晩餐に出たお肉の残りだと思います。柔らかくて、脂っぽくない。お肉と玉ねぎが香辛料とよく絡んで……。あと、檸檬れもんの皮が少し入っています。だから後味がさっぱりして、何口でも食べられそうです」

　つたない解説だが、伝わるだろうか。

　なるほど、と、ヒースは頷いた。納得したらしい。

「いただきましょう。毒見をありがとうございます」

「どくみ……」

　ヒースがくつくつと笑って、料理に手を付け始める。

　ダイは渋面になりながら丸椅子に腰を落とし、彼が昼食を片付けていく様を見つめた。

　彼は実にきれいにものを食べた。食べる速度は速いのに、肉汁一滴、野菜のくずひとつ零さない。

　彼の所作を目にするたびに、いつも思う。

（きれいだな）

　そして、どれだけ眺めていても飽きない。

　社交界を泳ぐ様、きびきびと人に指示する様、マリアージュ相手に踊る様。彼の洗練された動きを観察することが、近ごろのダイのちょっとした流行だった。

「そういえば、朝はありがとうございました」

　ヒースがふっとダイと目を合わせる。

　ダイは慌てて居住まいを正した。

「朝？　あぁ、マリアージュ様のことですか？」

「えぇ、あなたが挑発にのってくださって助かりました」

　アリシュエルの依頼に応じるべきか否かを討論した今朝の件だ。

　傍目にどう映るかはともかく、あれは喧嘩ではない。

　マリアージュがヒースと衝突することを避け、決裁に集中できるように行っている。どちらかといえば、ダイはヒースの案件の利点を際立たせるために口を挟んだ、いわば彼の共犯者だった。

「今回は説得に時間が掛かると思っていましたので」

「まぁ、アリシュエル様からの依頼ですしね……」

「まったく、アリシュエル様が絡むだけで、どうして色々と面倒くさくなるんだ」

　ヒースの愚痴にダイはくすくす笑った。そのダイにヒースが渋面を作る。

「笑いごとじゃあないんですよ。毎回、案件を持ち込むたびに嫌だとごねられる、こちらの身にもなってください。……ですが、今日は本当によかった。もっと暴れられてもおかしくないと思っていましたから」

「どうしてですか？」

「《職人》の貸し出しは、そのまま引き抜きにつながることがあるからです」

　意外な言葉にダイは目を剝むいた。

「えっと、つまり、わたしが、ガートルードに、ですか？」

「その通りです」

　ヒースが水を飲みながら首肯する。

「上位の家が下位の家から、話題の職人やよい使用人を引き抜くことはままあります。派閥が異なればその頻度も減りますが、ないわけではありません。女王候補の《職人》への接触も禁止されてはいない。《職人》にとっても悪い話ではなく、上位の家に付けば給金も名声も上がる」

「そういうことがあるのはわかりますけれど、わたしを？　貴族街の出じゃないのに？」

「わたしも外から来た人間ですが、話を持ちかけられることはよくあります」

　たとえば、宴の席で。商談に出かけた先で。

　ミズウィーリ家は落ち目の家だ。直系はマリアージュひとり。あるのは遺産ではなく莫大な借金。そのようなところから出たくはないか。金を積んでそう甘言を囁く貴族の数は少なくない。

「ヒースは……」

「もちろん、断りますよ」

　暗い顔をしないでください、と、笑ったあと、ヒースは表情を改めた。

「マリアージュ様も、決して鈍くはありません。わたしに対する引き抜きの話もお気づきだ。今回の件も、あなたの貸し出しが本当にそれだけで終わるのか、不安に思われたからすぐに承服されなかった。……ですが、かの家の依頼は受けておきたかった」

「ガートルード家との今後の関係に響くから？」

「あなたの化粧の価値を認めさせる一助となるからですよ」

　その蒼の双眸にダイを真正面から捉えてヒースが答える。

　ダイは思わず息を止めた。

　女王候補の筆頭の招待を受ける。それはひとつの価値になる。さらに彼女を満足させることができれば、貴族社会で軽んじられやすい化粧を認めさせるための布石となるのだ。

（本当に、このひと）

　自分の化粧に価値を見出しているのだな。それがわかって、ダイは思わず口元を綻ばせる。

「アリシュエル様を唸うならせる化粧をしなければなりませんね」

　いまは化粧自体が、というより、化粧されて女王選に前向きに取り組み始めたマリアージュの姿勢が、皆に受け入れられつつあるにすぎない。化粧師を侍はべらせる彼女を奇異の目で見る者はまだ多い。だが女王候補の筆頭がそれに異を唱えてくれれば、貴族たちのマリアージュを見る目ももっと好意的に変わるはずだ。

「いつも通りの仕事でかまいません。ガートルード家が本気であなたを引き抜きにきたら、それはそれで面倒なので」

「安心してください。わたしは、この家から出ませんよ」

「えぇ……そうしてください」

　ヒースはダイに深く頷いた。

　空になった皿を重ねた彼は、急に焦った表情を浮かべた。案じるようにダイの顔を覗き込む。

「そういえばあなた、ここで油を売っていていいんですか？　昼から街へ降りるのでしょう？」

「そうです。あぁ、そろそろ行かなきゃいけませんね」

　ヒースといるとあっという間に時間が過ぎてしまっていけない。

　ダイは時を計って椅子から立ち上がった。着替えるためにはやや急いだほうがいい。

「──ディアナ」

　ヒースがダイを呼び止める。

　ダイは立ち止まって言葉の続きを待った。

　だがヒースは何も言わなかった。視線を彷徨さまよわせながら、言うべき次を探している。

　ダイはヒースに微笑んだ。

「何ですか、ヒース」

「いえ……」

　彼は眩しいものを見るように目を細めると、やさしく笑って言った。

「気をつけて、楽しんで」

「はい。──行ってきます」










「うふふふふふふふっ……」

　対面の席で頬杖を突いていたアルヴィナが、ダイの近況を聞き終えるなり、奇妙な笑い声を上げた。

　アルヴィナは昨今では珍しい野良の魔術師であり、ダイが使用する化粧品の製作者である。ダイがミズウィーリを発って真っ直ぐ向かった先が、裏町の一角にある彼女の自宅だった。ここで昼食をごちそうになる約束をしていたのだ。

　料理を突っつく手を止めて、ダイは躊躇いがちに問いかけた。

「……あのー……どうしました？」

「なぁんでもないよ。……上手く回っているんだなぁって思ったの」

　よかったねぇ、ダイ、と、アルヴィナは嬉しそうに微笑んだ。

　ダイがマリアージュと衝突して立場を失くしかけていたころ、アルヴィナはダイを助けるべく、ミズウィーリにわざわざ短期で雇われてくれていたのだ。雇用期間を終えてミズウィーリを去ったあとも、彼女はずっとダイを心配してくれていたのだろう。

「アルヴィーのおかげです。本当にありがとうございました」

「お礼は必要ないよ」

　と、アルヴィナは言った。

「基本はダイのがんばりでしょ。むしろあのときはわたしの不注意なひと言で騒ぎになっちゃったから……でも、楽しそうでなによりだわ」

　アルヴィナが茶器を乾杯するように掲げる。彼女がそうやってダイのいまを心から喜んでくれているさまがひどくうれしかった。

「でもあの厨房長くんは意外だね。ほら、女の子に威圧的に出そうな感じじゃない？　ダイが女の子だってわかったら、もっと嚙みつくのかなと思ったのに」

「わたしも、心配していたんですけどね。でも、グレインさんだけじゃなくて、そこはそうなんだ、ぐらいであっさりしていました」

「ダイも変わらないしねぇ」

「わたし、本当のところ、男のふりをしているっていう感覚はなかったんです。最初から男に生まれていれば、花街の皆に迷惑を掛けることもなかったのになって、思うことはよくありましたけど。でも、ありのままを受け止めてもらえるのは、やっぱり楽ですね」

　性別はもちろん、マリアージュに花街の出自を受け入れられたことが何より喜ばしい。自身の素性を卑ひ下げしたことは一度もないが、一般的な貴族の反応といえば、初対面のときのヒースのようであって当然なのだから。

「そういえば、どうしてアルヴィーはわたしが男だって勘違いしなかったんですか？」

　アルヴィナへは短期雇用が終わったあとに再び顔を合わせた際、性別を打ち明けてある。ただ彼女は元よりダイが女だとわかっていたらしい。思い返せば確かにダイの性別を示し唆さするような呼称を、彼女は決して使っていなかった。

　人差し指を唇に当てて、アルヴィナが天井を仰ぐ。

「うーん。そうねぇ、理由を内緒にしてくれるなら、教えてあげてもいいわよ？」

「……あんまり、言いたくない理由なんですか？」

「ううん。わたしにとっては、どうってことのない技を使ったからなんだけど。でも使える人が少なくなっちゃってるみたいなのよねぇ。……あと、ダイ自身がいい気分じゃないかも。どうする？　聞く？」

「んー……」

　技はともかく、気分を害する、と、注意されている点が気になる。だが伏せた性別を簡単に見抜く方法があるのなら知っておきたい。社交界では今後もしばらく性別を伏せる予定なのだ。

「大丈夫です。教えてください」

「ん、わかった」

　アルヴィナが承諾に頷く。

「ダイの内在魔力を、視みたの」

　と、彼女は告げた。

　ダイは眉根を寄せて尋ねた。

「どういう、意味ですか？」

　内在魔力は人や動植物の姿かたちを構成する魔力だ。世界を循環し、事象を成す外在魔力の対となるものである。それを視た、とは。

「ダイは時間、わかるのよね？」

「魔から読み取ることができるかっていうことですか？　できますけど……」

「それと一緒。外在、内在。あらゆる魔力は、色んな情報を抱えている。性別もそのひとつなの。男女で色が違うって言えばいいのかしら。それを視たの」

「はぁ……」

　想像の斜め上をいく回答にダイは呻うめくことしかできなかった。

「魔力って……そんなに色々わかるものなんですか？」

「うん。大雑把なら出身地もわかるし、親子で本当に血がつながっているのか、とか。ほかには……そうだね。たとえば、ダイの身体の成長が止まっている、とかね」

　ダイは息を止めた。自身の発育不良のことを彼女に話したことはなかったはずだ。

　アルヴィナが苦笑する。

「ね、あんまり気分がよくないでしょ」

「……何でも、筒抜けになっちゃうんですね」

「普段はそこまで視てないよ。ちゃんと《眼》を閉じているから安心して。……っていってもねぇ、不安になるよねぇ」

「……魔術師の皆さん、アルヴィーと同じように、色々見えるものなんですか？」

「どうでしょう。ご同業と会わないから。でも、わからないんじゃないかな。ちょっと前に会ったことのある子たちもわからないみたいだったし」

「そうですか……」

「ごめんね」

　アルヴィナが眉尻を下げる。ダイは首を横に振った。

「大丈夫です。わたしが知りたいって言ったんですから。ありがとうございます」

「よかった」

　アルヴィナがほっとした様子で微笑んだ。

「あの、もしわかれば、教えてもらいたいんですが。……この身体ってその、魔力的に、おかしい、んでしょうか……？」

　十を過ぎたあたりから、ダイの身体は成長していない。いくら食べても肉がつかず、背も伸びない。月の障り──月経も来ていない。その女のにおいの乏しさが様々な局面で助けとなってはいたが、このまま成長しなかったらしないで不安はある。

　その原因は医者でも看破できなかった。

　魔力的な視点で何かがわかれば──……。

「別におかしくなんてないよ」

　駄目元で尋ねたわけだが、アルヴィナの回答は実にあっさりしたものだった。

「身体を成長させる魔力が働いてないだけ」

「……それって、まずいことなんですよね？」

「そうねぇ。健康的ではないかもね。でも、ダイがそれを強く望んだんじゃないかな」

「……わたしが？」

「うん」

　アルヴィナが首肯して茹でた温野菜を口に放り込む。それを咀嚼してから、彼女は説明を続けた。

「内在魔力は宿主の意思を反映する。外在魔力が魔術師の指示に従うようにね。ただ内在魔力は自身の器……この場合、身体のことだけど、それを維持することに力を使っているから、ちょっとやそっとの意思じゃ動かない。でも、ダイはきれいだね。瞳の色も珍しいし、誰が見ても、内在魔力が高いってわかる。それだけ器が強固で安定している。つまり、成長したくないなぁって思ったダイの意思を反映できるだけの余力が魔力にあって、それが表に出てるの。……魔力が高い子に、たまにあるよ」

　魔力が高い魔術師になると、意図的に年を止める術者もいるらしい。

　ダイは椅子の上で脱力した。なんだか、気が抜けてしまった。

「そう、なんですか……」

「特に身体の成長はねぇ。きれいなころのまま止まってくれたら、魔力的にもありがたいから、従いたくなるんじゃないかな」

「……魔力が、喜ぶんですか？　若いころのままでいたほうが？」

「うん。どう言えばいいかなぁ……。魔力は安定したものを好むの。左右対称、黄金比、円、球体。そんなものを。若い頃の身体って変な癖くせがついてないから、カタチも安定しているでしょ。だから魔力もそれを維持したいってこと」

「はぁ……」

「まぁ、ダイのそれは病気じゃないってことだね」

　あっけらかんと言って、アルヴィナは説明を打ち切った。

「魔力がダイの意思をちょっと過大解釈して従った結果っていう、それだけのハナシ。……ダイは成長したいの？」

「そう、ですね。……いえ、不便はそんなに感じてないんです。でも、非力ですし、気を遣われるので」

「ティティとかに？」

「はい。それから、ヒース……リヴォート様にも」

　ダイの性別が明らかになってからのヒースは、以前にもまして何くれとなくダイを気にかけてくれている。

　アルヴィナがぱちぱちと瞬いた。

「ダイは普段、あの子をヒースって呼んでるの？　仲がいいんだ？」

「えーっと……」

　仲がよいと言ってしまうには照れくささが勝つが。

　ダイは面おもはゆさに肩をすくめた。

「色々と抱え込みやすい人ですからね。そうならないように見ているんです。わたしもいっぱい助けられていますし。持ちつ持たれつって言ったら何ですが、一緒に食事して、愚ぐ痴ちを聞いたりして……。あ、今日もここに来る前に、ちゃんとお昼を食べるか、見張ってから来たんです」

　ダイは身振りを交えて昼のときのことを語った。

　アルヴィナが興味深そうに目を細める。

「ふぅん。……今度はヒースも一緒に、また食事したいねぇ。難しそう？」

「多忙も多忙って感じですからね。……でも」

　楽しんで、と、自分を送り出してくれたときの彼を思い出し、ダイは微笑んだ。

「ヒースも、アルヴィーがそう言ってくれたら、喜ぶと思いますよ」

　女王選が終われば彼の肩の荷も少しは下りるだろう。そのときにはまた三人で食卓を囲みたいものだ。

　すぐに同意が返ってくるものと思いきや、アルヴィナはきょとんとして黙り込んでいる。ダイは首をかしげて彼女を見つめ返した。

「アルヴィー……？　どうしました？」

「……ううん」

　首を横に振った彼女は、ふふっと、と意味ありげに笑った。

「なぁんでもない。うん。いいなぁ。こういうことにしばらく関わってなかったから、おねーさんは俄然、楽しくなっちゃうなぁ」

「……な、なんなんですか……？」

　ふふふふ、と、不気味に笑い出したアルヴィナから、ダイはさりげなく距離を取った。

　なんだか、ちょっと関わりたくない。人をおもちゃにするときの芸妓あねたちに似ている。

「やぁねぇ、ダイ。何でもないよ。ヒースはね、ダイにやさしかったねって思って」

「はぁ」

「──さっきの身体のことなんだけどね」

　アルヴィナが話題をひとつ前のものに引き戻す。

　やさしく笑って、彼女は言った。

「大丈夫……。あなたが望めば、きっとすぐに、手足がのびて、きれいになるわ」

　会話の繫つながりが、さっぱり見えない。成長することときれいになることは、別の問題だと思うのだが。

　ひとまず心配無用ということなのだろう。身体の話をそこまでとし、ダイたちは短期雇いの報酬や化粧品の製作についてなど、仕事の話をしながら昼食を済ませた。

　アルヴィナの家で諸々の用事を終えた次はミゲルの店だ。ダイは発注していた補充道具の引き取り。アルヴィナも製作物の納品があるという。

　その道中にアルヴィナがダイに尋ねた。

「──そーだ。新しく作った白粉、どうだった？」

「よかったですよ。下地で色を仕込むのとは別の明るさがあって。マリアージュ様にも好評でした」

　ダイは傍らを歩くアルヴィナを見上げて答えた。

　今朝がたマリアージュに用いた薄紫の白粉のことだ。

「そっかぁ。次は何色で作ろうかしら」

「製作意欲が旺盛ですねぇ」

「楽しくってね」

　アルヴィナが抱いた麻袋を一瞥する。袋の口から覗くちいさな箱や布にくるまれた小瓶は、これからミゲルに納品する商品であり、ほとんどが新作の化粧品だった。

「好き勝手に色を作っていただけだったけれど、ミズウィーリで実際に使っているところを見せてもらったし、体験もさせてもらったじゃない？　だからこれを作りたいっていうのが、次々と湧いてくるのよねぇ。……正直なところ、わたし、お化粧ってまったくしたことがなかったし。色をのせる、だけじゃなくて、あぁいう風に色々な色を重ねて質感を出すんだぁって、この年まで生きてなかなか新しい発見だったっていうか」

　興奮に目を輝かせて、アルヴィナが早口で語る。

「アルヴィナは充分に若いと思いますが……。化粧をしたことがないっていうのは、白粉と口紅もですか？」

　祭りどきに集会所へ行って銅貨一枚を払えば、詰めている顔師に紅と白粉ぐらいはしてもらえる。食うに困っていないなら、未経験の娘は少ないだろうに。

「そう。……色を変えたかったら、魔術でどうにかしちゃうの。こんな風に」

　アルヴィナが肩口で揺れる自身の三つ編みを摘まみ上げる。刹せつ那な、ぱちっと燐りん光こうが舞って、銅あかがね色いろだったはずの毛先が、見事な金色に変わっていた。

「えっ、えぇ？　何したんですか？」

「色を上塗りしたの。ほら、魔力があると染めたりできないでしょ。だから、魔力で上塗りするのよ」

「べ、便利ですねぇ……」

「うん。でも、ダイのお化粧の方が楽しいな。──色んな発見があるからね。だから、もうちょっと付き合ってね」

　アルヴィナが毛先を手放す。髪は元の色を取り戻し、彼女の肩の上で跳ねた。

　ダイは笑った。

「もうちょっとだなんて。こちらこそ、ずっとお付き合いしてくださいよ」

　アルヴィナはうれしいな、と、言って、少し寂しげに微笑んだ。

「……アルヴィー？」

「あれ、ねぇ、ダイ」

　アルヴィナがダイの腕を軽く叩いて正面を見るように示唆する。

　彼女の視線の先は目的地──ミゲルの店だ。

　常とは異なって開放された扉の中が妙に騒がしい。

「なんだか、揉めてない？」

「オイ、コラ！　どこへ行くんだ！」

　怒声に追い立てられて男が店から飛び出す。

　彼と目が合い、ダイは瞬いた。

　黒髪黒目の若い東方人。ダイとも知ち己きの、花街の医者だ。

「ロウエン！」

　思わず名を叫んだダイをロウエンもまた認識したようだ。しかし彼は立ち止まることなく、ダイたちと反対方向へ逃れていった。

「待て！　待ちやがれ！」

　ミゲルの店から飛び出した男が、人込みをかき分けながらロウエンを追う。

「何なのかしらねぇ……」

「わかりません……」

　ダイはアルヴィナと顔を見合わせ、ミゲルの店に足を踏み入れた。

　細長い店内の奥、受付の長卓に頬杖を突いて、ミゲルは見かけない顔の少年と話し込んでいる。彼はダイたちの入店に気づくと、ずいぶんと疲れた顔をして、指輪のはまった手を挨拶にひらめかせた。

「あぁ、ダイ。アルヴィナも」

「こんにちは、ミゲル。なんだか、盛況ですね……？」

　ミゲルに応じながら、珍しいな、とダイは思った。

　ミゲルの店は基本的に夜間営業だ。今日はダイが訪ねる旨を事前に伝えていたから、この時間に店を開けていること自体はおかしくないが、こうも人の出入りがあることは稀まれである。

　ミゲルの前にいた少年がダイたちに会釈する。

　黒髪黒目。幼い面差し。どことなく育ちがよさそうだ。

　そして、ロウエンに似ている。

「あぁ、駄目だ。撒かれた。……と、客か」

　聞き慣れない男の声が聞こえたと同時に、ぎっ、と、背後の扉が軋んだ音を立てる。

　頭上に影が差してダイが振り返った。これまた知らぬ顔の男が店の敷居を跨いでいた。

「わりぃな、坊主」

　押しのけかけたダイに気づいて男が謝罪する。

　大柄な男である。

　見たところ年は三十前後。赤褐色の肌や彫りのはっきりした風貌、そしてくたびれた旅装から、異邦人であることが窺うかがえる。無精ひげの生えた顎を撫でながら灰色の目を細めるその男の顔に、ダイも見覚えがあった。

（さっきの人だ）

　先ほどの──ロウエンを、追いかけた男。

「おかえり、ダダン」

　彼にミゲルが声を掛ける。

「案外すぐに諦めたね？」

「地理に詳しくねぇからな。しょっぱなで捕まえられなかったら、やみくもに追いかけたって無駄っつうもんだろ」

「あの、ロウエン、何かしたんですか？」

　ダダンと呼ばれた男に、ダイは恐る恐る尋ねた。何だか、ただごとではない様子だった。

　ダダンが否定に首を振り、頭を搔きながら答える。

「いや……。何かしたっつうわけじゃあない」

「だったら、どうして」

「あなたは、兄の知り合いなのか？」

　ダダンとの会話に少年が割り込む。

　歩み寄ってくる彼をダイは思わず見返した。

「あに……？」

「ロウエンだよ」

　ミゲルが渋い顔でダイに答える。

　少年がダイの前に立って名乗った。

「僕はカイト。東大陸から来た」

　ダイを真っ直ぐ見据えて彼は言った。

「兄を迎えに来た──ロウエンの弟だ」







「──改めて紹介するわ」

　ミゲルが頬杖を突いたまま、集まった四人を雑に紹介する。

「赤髪の方がアルヴィナ。そっちの黒髪がダイ。ふたりとも、うちの客。ダイはロウエンの友人なんだわ。アルヴィナ、ダイ。そっちの大柄な男がダダン。で、自分でも名乗ってたけど、ちいさい方がカイト。ロウエンの弟」

「ちいさいって言うな」

　カイトがむっと口先を尖らせて言い返す。

　彼を見つめて、ダイは呟いた。

「わたし、ロウエンに弟さんがいることを初めて知りました……」

　ダイはロウエンと知り合って長くなるが、これまで家族の話を耳にしたことがなかった。

　ミゲルが苦笑してダイに同意する。

「お互い、身辺のことは訊かない約束だしねぇ。こっちもカイトが訪ねてきて、初めて知ったんだわ」

「ダダンさんも……ロウエンの……えっと？」

「ダダンでいい」

　気にするな、と、ダダンは呼称を訂正した。

「俺は単なる案内人だ。護衛も兼ねてる。西の道がわかるっつうことで、こいつらの親父さんたちに雇われた」

「東大陸から……わざわざ？」

「何かおかしいのか？」

　カイトが険のある目をダイに向ける。

　ダイがたじろぐと、ダダンがカイトの頭をがしっと摑んだ。

「オイこら、あちこちに喧嘩を売るんじゃねぇよ。坊ちゃんがそんな感情的だから、ロウエンが逃げるんだろ」

「坊ちゃんって呼ぶな！」

「もしかして、カイト君。ロウエン君もだけれど、いいところの子なの？」

　アルヴィナの指摘にカイトがぴたりと動きを止める。

「だって、東大陸から同じ案内人をずーっと雇うなんて、なかなかの額のはずだもの」

「そうだな……」

「まぁ、ダイたちならいいでしょ」

　受付に立つミゲルが疲れた顔で説明する。

「お貴族様なんだって。ロウエン」

「き、きぞく……？　ロウエンがですか？」

「こっちも驚いたんだわさ」

　はぁ、と、息を吐いてミゲルは呻いた。

「ホント、知り合いの素性なんか聞きたかぁないさね。あの人の善さ、育ちから来てたんだわ」

「そこまでたいそうな位じゃない」

　カイトが渋面で抗弁した。

　それでも堂々と名乗れる確かな出自があることには違いない。

　驚きから抜け出せずにいるダイの隣で、アルヴィナが焦れた顔で首をかしげた。

「それで、どうしてロウエン君を連れ戻そうとしてるの？　家出でもしていたの？」

「違う！　兄は──」

「あー、待て待てカイト。だから感情的になるな。俺が話す」

「うぐっ」

　カイトの頭を押さえつけ、やや強引に黙らせて、ダダンは話を切り出した。

「さて……あんたら、水の帝国って知ってるか？　よく《裏切りの帝国》って呼ばれてる国だ」

「あぁ……聞いたことはあります」

　滅びの魔女と同様、戯曲の題材としてたまに目にする。世界で最も古い国の名だ。なんでも王族が繰り返し裏切りに遭う呪いにかかっているのだとか。

　ダイの回答にダダンは満足げに頷いた。

「そこが、ロウエンとカイトの国だ。東大陸にある。最近はけっこう栄えているが、少し前までかなり荒れていてな。いつ斃たおれてもおかしくないってことでも、有名な国だった」

「たおれる……？」

「滅ぶ。なくなるっつうことだな」

　ダイの鸚鵡おうむ返がえしに、ダダンが言葉を言い換える。

「それぐらいヤバイころ、ロウエンのやつはひとりで国を出た。状況を苦にしてっつうより、家を助けるためだったらしい。知り合った他国の医者に師事して、国の外で学びながら金を稼いで、家に仕送りしてたんだと。……だからって、こんな遠方でなくてもいいだろとは思ったが。なかなか疲れたぞ、こいつ連れてここまで来んの」

「あの……どうしてカイトさんはここまでロウエンを迎えに？」

　ダイは疑問を素直に口にした。

　ダイは地理に明るくない。それでもロウエンの故郷が途方もなく遠方だということはわかる。

「案内の人を立てて大陸を渡ってって、よっぽどですよね……？」

「手紙じゃ、帰ってきてくれなかった」

　カイトが拳を握りしめて呻いた。

「国も落ち着いたし、外つ国で働く必要はもうないんだ。父も母もずっとずっと、兄が帰ってくるのを待っている。だから、迎えにきた。……そんなにおかしなことか？」

「……いえ」

「だいたい、何でよりによって西なんだよ。遠いし、危ないって言われてるのに……」

「え？」

「おい、コラ、カイト」

　ダイが訊き返す前にダダンがカイトの頭を軽く叩いた。苦悶に顔を歪めた彼をダダンが低い声で叱咤する。

「あのな、ここにいるのは、その西の人間なんだよ。口に気をつけろ」

「カイト君の事情はわかったけど、ロウエン君は？　帰りたくない理由、何か言ってたの？」

　カイトがダダンへ口を開く前にアルヴィナが問う。ダダンは煙草たばこを燻くゆらせ、さてな、と、肩をすくめた。

「長く住んでりゃ色々あんだろ。その辺の事情を聞いときたかったのに、この短気な坊ちゃま、いきなり嚙みつくからよ」

「人を犬みたいに言うな！」

「きゃんきゃん吠えるから似たようなもんだろ！」

「僕はずっと会いたかったんだよ……。どうして拒絶されなきゃいけないんだよ！　……家族なのに！」

　カイトの叫びが店内に反響する。

　ダイは瞬いた。

（そっか……）

　ロウエンはこのような親愛を血縁から向けられて育ったのか。改めて納得した。ミゲルの言う通り、ロウエンの妙な人の善さは、この育ちから来ていたのだろう。

　ダダンが頭を乱雑に掻く。

「……ったく。……あー、坊主」

「……は、はい」

　自分のことを呼ばれたと一拍遅れで気づいて、ダイは居住まいを正した。

「ちなみにロウエンの居場所に心当たりは？」

「なくはないですが、ミゲルの方が詳しいです。あっちもわたしに気づいていたようですから、わたしが知っている場所に隠れることはないんじゃないかなぁと……」

「ま、そうだわなぁ。……でも、会うことはあるかもしれねぇか」

　ダダンは気を取り直した顔で、灰皿の縁を煙草で叩いた。

「なぁ、ロウエンにカイト抜きでいいから、腹割って話そうやって伝えてくれ」

　微かに白む視界の中で彼は苦笑して言った。

「あいつを見かけたらで、いいからよ」







　夕暮れの残照も外壁の彼方をわずかに染めるばかりとなって、明かりが煌々と焚かれた貴族街への検問前は、閉門前に《門向こう》へ渡ろうとする人々で溢れている。

「ここまでで大丈夫？」

「はい。わざわざありがとうございました」

「ん。気をつけてね」

　見送りに付いてきてくれたアルヴィナと手を振り合って別れ、ダイは検問の受付に向かって歩き始めた。

　手続きを待つ顔ぶれは様々だ。貴族の子弟、ダイのように外に出ていた使用人、出入りの商人、中には王都の外から来たと思しき旅装の者もいる。

（外、か……）

　ダイは生粋の王都の生まれだ。ミズウィーリに招かれるまでは、花街を出ることすら稀だった。これまで外を──王都、ひいてはデルリゲイリアという国の外を、強く意識したことはなかった。花街には外つ国から来た客人もいたが、裏方のダイは彼らとの接点をほぼ持たなかったし、ミゲルのように異国出身の友人知人はいても、皆ダイが幼いころからの顔見知りである。遠くから来た、という認識が薄かった。ロウエンに対しても同郷のような心地でいた。

　実際のロウエンの生まれ故郷は東大陸。ダイの立つ大地と地続きですらない。

（デルリゲイリアの外にも、誰かの親しい人が、いるんだな……）

　これまで、実感がなかった。

　思い返せばヒースもまた隣国ペルフィリアから来たと言っていたのに。

　ダイは同じ大陸のことすらよく知らない。ロウエンの故郷との間には、いくつの国が挟まっているのだろう。

　受付待ちの列まで辿り着き、ダイは足を止めて天を仰いだ。

「ほんとロウエン、どこ行ったんですかね……」

「ここにいるよ」

「そうですか……。……えっ!?」

　零したひとりごとに反応があり、声のした背後を思わず振り返る。

　一歩も踏み込めば手の届く距離。人の往来のただ中に話題の男が立っていた。

　ロウエンが吞気に挨拶を述べる。

「やぁ、ダイ。こんばんは」

「──っ、ロウエン！」

　ダイはロウエンに向き直り、勢いよく彼に詰め寄った。

「こんばんは、じゃないですよ。聞きましたよ、弟さんのこと！」

　このようなところをふらふらしてダイに話しかけるぐらいなら、真っ直ぐカイトのところに帰って話し合ってほしい。遠路はるばる訪ねた兄に拒絶されたままでは、さすがに可哀想に思える。

　ロウエンは降参とばかりに諸手を挙げた。

「ごめん。……やっぱり、聞いたんだね。僕のこと」

「……ロウエンがいい家の生まれで、帰宅の催促を無視して、それに焦れて迎えにきた弟さんを、拒んだところまでは聞きましたよ」

「ははっ。わかりやすい説明をありがとう。……いや、僕も家族……カイトには悪いと思っているんだ。来るとは聞いていたから、覚悟をしていたはずなのに、顔を見たら気持ちに整理がつかなくて……。喧嘩になって決裂したくないからね」

　頭を冷やしたくて、つい逃げてしまったのだと、ロウエンは告白した。

「……弟さんが来ること、知っていたんですか？」

「両親から先に手紙が来ていたから。……入れ違いにならないように、待っていてほしい、と」

　ダイはロウエンの発言に瞬いた。故郷に帰る心づもりがあったような言い様だったからだ。

「……カイトには帰れないと言ったんだけれど、帰るつもりがないわけじゃないんだ。いますぐ、というわけにはいかない、というだけで……」

　見守りたい患者。何年も苦楽を分かち合った仲間たち。離れがたい人がいる。帰ってこい、と言われ、すぐに発つには、ロウエンはこの国に、街に、たくさんのものがありすぎた。

「それを……カイトさんに話せばよかったのに」

「うん。話したいけど、カイトが話を受け入れられる状態じゃなくて……。なんていえばいいかな。興奮？　していたし……」

「あぁー……」

「カイトにはカイトの、僕に早く帰ってきてほしい理由がある。だから、互いに冷静にならないと、話し合いは無理でね」

「……ご両親の体調がよくない、とかですか？」

　迎えに来てまで帰郷を急かす理由がそれしか思い至らず、ダイは躊躇いがちに問いかけた。

　ロウエンは軽やかに笑った。

「あはは。違うよ。あの人たちはぴんぴんしてる……。もっとも、手紙から窺い知れる範囲で、そう思うだけだけど。……僕に仕事が来てるんだ。それを了承するかどうかの期日が迫っている」

「はぁ、お仕事……？」

「うん。陛下からの」

「……陛下……って、じょおっ……！」

　あまりのことに、女王、と叫びかけたダイは、急ぎ自らの口を塞いだ。周囲を見回し、衆しゅう目もくを集めていないか確認する。幸いにしていまは女王選のさなか。国主云うん々ぬんが市し井せいの話題となりやすい時期なだけあって、彼女たちを匂わせる単語に、周囲も反応を示さないようだった。

　安堵して口から手を離し、ダイは恐々と問いかける。

「それは……命令ですか？　要請を断ったら、まずいとか……」

　女王の号令に従わなかった貴族の末路は悲惨だ。ちなみに国主の不興を買った家の一例が、現在の借金貴族ミズウィーリである。

　ロウエンが苦笑して首を横に振る。

「いや、そんな重い話じゃないかな。陛下……ちなみにうちの国は、女王じゃなくて、皇帝陛下であらせられるんだけど」

「女王じゃなくてって？」

「国主が男の方かたなんだよ」

　デルリゲイリアでは男が国主になることはない。

　ダイが驚きに瞬く間に、ロウエンは話を続ける。

「その陛下が医療の充実を図って、医者を育てる専門の学び舎をお造りになったんだ。その教師の誘いが僕に来た」

「……国の外にいるのに、ですか？」

「診みた病の報告を送っていたからね。それが認められて……要するに、異国の病に関して、学生に説いてほしいって話になったんだ。引き受けなかったからといって、罰則があるわけじゃない。気楽な話だよ」

　だが、栄誉ある話だ。

「……僕の希望している条件が揃った仕事だ。カイトも両親も、僕が身売りのようにひとりで故郷を離れなければならなかったことをずっと悔やんでいて、だからこれ以上ない今回の話に喜んで、僕に引き受けてもらいたがっている。家族は僕に楽になって欲しいだけなんだ。でも、僕はそれなりに楽しくしていて、大事なものがここにきちんとあって、それにある程度の片をつけなければ離れられない。カイトと僕の中では物事の優先順位が違う。ただ、それだけの話なんだよ」

　巻き込んでしまって悪いね、と、ロウエンは笑った。ダイは否定に頭かぶりを振る。

「いえ、驚きましたけど、巻き込まれたっていうほどではありませんし……。むしろ、知れてよかったっていうか。今日わたしがミゲルの店に寄らなかったら、いつの間にかお別れしてたってことですよね？」

　ロウエンにはずっと世話になっていた。ダイの身体を診ていた医者は彼なのだ。性別のこと、成長しない未熟な身体のこと、花街での立場のこと。顔師として、ほかの職人との差をつけるため、肌と心身の結びつきについて教えを請うこともあった。ダイの様々な問題を共有してくれていた友人のひとりがロウエンだ。

「出立前には教えてください。必ずです」

「うん。……ありがとう」

　ロウエンは微笑んだ。

「僕も今日、君に会えてよかったな。探していたから」

「探していた？　……わたしをですか？」

「そう。上手く会えればって思っていた。……ひとつ頼みたいことがあったんだ」

「何でしょう？」

　安請け合いはできないが、できることならばしたい。そんな気軽さでダイは訊き返した。

　ほっとした、けれども緊張を滲ませる顔で、ロウエンが口を開く。

「次で本当に最後にする、と、伝えてほしいんだ」

「誰にですか？」

「アリシュエル・ガートルードに」

　ダイは凍り付いた。

　反応を取り繕うことすらできなかった。

「会えるだろう？」

　ロウエンが微笑を深める。

「さっきも言ったよ。──………巻き込んで、すまない、と」

　ロウエンが囁く間、ダイは思考を巡らせた。

　ダイが貴族街にいる。それを花街で知る人物はただひとり、娼館の女主人、ダイの後見人であるアスマだけだ。

　彼女が話したか。いや、そんなはずは。

　ロウエンが踵きびすを返して言い残す。

「頼んだよ」

「ロウエン、まっ……」

「おい」

　ダイは横から肩を叩かれて振り返った。商人らしき装いの見知らぬ男が、眉間にしわを寄せ、顎で検問の方角を示唆する。

「列、進んでるぞ」

「す、すみません」

　受付の順番を待つ列が短くなったというのに動かないダイに、後列の人々が焦れていたらしい。

　ダイは慌てて列を前に詰めた。そして足を止めたときにはもうそこに、友人の姿は見当たらなかった。

　街の輪郭はすっかり夜の群青に溶けていた。角灯を持つ人々が、下がり始めた気温に衣服の前を掻き合わせて帰途を急いでいる。

　そこに友人の姿を探しながら、ダイは固かた唾ずを飲んだ。

「どうして──……知っているんですか……？」

　自分が、アリシュエルに。

　女王候補の筆頭に、会える身分であると。

　震える唇から零れた問いに答える者はいない。

　夜の冷えた風が吹き、外套の裾を揺らした。
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　調整日から数えて五日目。ダイがアリシュエルに化粧をする日は意外にも早くやってきた。

　マリアージュは留守番だ。ダイを借りる代わりに自身の《職人》を貸し出したいとアリシュエルに申し出られたせいで、その職人をミズウィーリ家でもてなさなければならなくなったからである。ヒースはどこぞへ根回しの交渉に出掛けており、結果、ダイはひとりでガートルードへ赴く馬車に揺られていた。

　陽光が最も眩しい昼下がり、馬車が正面玄関に付けられる。

　玄関口の階段の左右にずらりと並ぶ使用人。

　そして彼らの中心には昼の陽射しに照らされて立つ美しい娘がひとり。

「ダイ、ようこそお越しくださいました！」

　癖なく背に落ちる淡い金の髪。煌きらめく紺こん碧ぺきの瞳。清せい廉れんさを感じさせる整ったかんばせに、心からのものとわかる、歓待の表情を浮かべている。

　マリアージュと玉座を争う女王候補の筆頭、アリシュエル・ガートルード、その人である。

　ダイは馬車から降り立つと、彼女に丁寧に礼をとった。

「お招きありがとうございます、アリシュエル様」

「来てくださってうれしいです。どうぞ、案内いたします」

　デルリゲイリアの貴族の中で、頂点に最も近い存在とは思えないほどの気安さだ。軽やかに衣装の裾をひるがえすアリシュエルに、ダイは再び礼を述べ、その後に続いた。

　ダイが社交界入りした夜会で訪れたときも城のようだと感じたが、日中の明るさで目にするガートルードの本邸は、虚飾のない権威を十二分に感じさせる、落ち着いた佇まいを見せていた。

　品よく飾られた花々。絵画は夜の部の折に目にしたものと違って、やわらかな色彩のそれに架け替えられている。黒こく檀たんの彫刻が空間を引き締めるように置かれ、その間を女王候補が軽やかな足取りで、存在感の光を零しながら歩いていく。

　彼女を見つめていると、ついダイの眉が自然と寄った。

『伝えてほしいんだ』

　五日前の友人の懇こん願がんが耳によみがえる。

『アリシュエル・ガートルードに』

　次で最後、と、ロウエンはダイに言付けた。

　なら、前回があった、ということだ。

（知り合い？　なんですよね。そうでないと、伝言なんて……。いや、でも、どうやって、どうして？　ロウエンが？　アリシュエル様と？）

　素性こそやんごとなき血筋だったらしいロウエンだが、デルリゲイリアでは場末の医者のひとりにすぎない。花はな街まちでは花を売る男女、それを支える裏方、具合の悪くなった客を含め、娼館の関係者を中心に診て回っている。患者に呼ばれて夜の街をぜいぜい駆け回っているような男が、壁を隔てた貴族の街で大勢の使用人に傅かしずかれる女王候補とどうして関われるのだ。

　いやしかしそこをいくと、自分も花街の顔師だったのが、いまや女王候補の《職人》なぞしているからして。知り合う機会が絶対にないとは言えない。

　では知人だとしてふたりはどのような間柄か。ロウエンの話しぶりからすると、幾度か遣やり取とりを交わしているように思える。

（やっぱりわからない……）

　アリシュエルの姿を見れば見るほど疑問が深まる。

　もしやロウエンの妄想とか。遠目にアリシュエルの姿を見て惚れ込んだとか。人は色恋に目覚めると急に妄想を爆発させる。ありうる。だが最後に会話したロウエンはまったくそんな風には見えなかった……。

「大丈夫？」

　アリシュエルから唐突に尋ねられてダイはびくりと身をすくませた。

　ダイは背に伝う冷や汗を感じながら、視界の焦点をアリシュエルに戻した。彼女は歩きながら身を捻ってダイを見て笑っていた。

「緊張していらして？　そうよね。今日はおひとりで来ていただいたのだもの……」

「す、すみません。ぼんやりしてしまって。まさかアリシュエル様にお出迎えしていただけるって、思っていなくて……」

「マリアージュに無理を言ってお借りしたのだもの。当然のことです。彼女にはよくよくお礼をお伝えしてね。わたしの《職人》がマリアージュを楽しませているとよいのだけれど」

「ははは、そうですね……」

　ダイはから笑いを浮かべてアリシュエルに同意した。とてもではないが言えない。彼女の《職人》のせいでダイに同行できなくなり、マリアージュがずっと激怒していたとは。

　加えてここ数日、彼女の機嫌は別の理由でよろしくなかった。ロウエンの件で頭がいっぱいになり、アリシュエルの話題が出るたびに狼ろう狽ばいするダイを見て、ガートルードへの移籍を考えているのではと勘ぐったのだ。今日も朝から苛々しがちな主人を宥なだめて、ダイはミズウィーリを出てきたのである。

（マリアージュ様に八つ当たりされていませんように）

　アリシュエルの《職人》の無事を、ダイは心の中でそっと祈った。

「さぁ、到着いたしました。こちらです」

　屋敷の深部、廊下の突き当たりの部屋の前で立ち止まり、アリシュエルが言った。先回りした使用人が扉を開いて、ダイたちを招き入れた。

　大きく取られた長窓が、自然光をよく取り込む、とても明るい部屋だった。部屋の中心には円卓と白い椅子。また、直射日光の当たらない壁際を選んで、書架や棚が並んでいる。

「わたしの勉強部屋なの」

　アリシュエルははにかみながら述べた。

「本当ならお客様をお通しすべき部屋ではないのだけれど、わたしが自由にできる、一番あかるい部屋なのです。そういうお部屋が、お化粧するのによいのでしょう？　お湯や手拭きはこちらです。不足があればおっしゃってくださいね」

　アリシュエルが円卓の傍に置かれた台車を指した。食事の運搬に用いるものだ。その上に化粧に必要な小道具が収まっている。台車の傍には作業用にと、長机まで設えられていた。等身大の姿見まである。

　ダイはアリシュエルに礼を述べた。

「ありがとうございます、たいへん助かりました」

　後ろを歩いていた使用人が、ダイの化粧鞄を長机に置く。続いて影のように入室した侍女たちが、円卓の上を茶器と茶菓子で満たしていった。

　アリシュエルが微笑み、円卓の席にダイを誘う。

「どうかしら、まずはお茶でも」

「いえ、先に化粧をしてもよいでしょうか？」

　一般的な貴族の化粧とは異なり、ダイのそれには時間がかかる。加えてアリシュエルは薄く化粧を施している。まずはこれを落とさねばならない。

　滞在時間は限られているのだ。先に仕事をすませてしまいたい。

　説明したダイにアリシュエルが恥じ入る顔を見せる。

「ごめんなさい。時間のことに思い至らなくて。あなたと話せることがあまりに楽しみで──さっそく、お願いしてもいいかしら」

　女王候補であることを差し引いても、アリシュエルはとてもよくできた令嬢だ。

　この姫君と花街の医者にどのような接点があるというのか。

　その疑問は、ダイが気を抜くと、頭の中をすぐに占拠する。

「もちろんです」

　ダイは了承の意を示して、心の中で安堵に吐息した。

　正直なところ、アリシュエルとふたりきりで茶を優雅に楽しむだけの余裕が、いまのダイにはなかったのだ。







　たらいに湯を注いで、長机に道具を並べる。小瓶、色板、海綿に綿布。紐を解いて筆包みを広げ、手指を清める。いつもの作業を無心にこなすうちに、雑念はダイからきれいに消えていた。

　アリシュエルの化粧を落とし、彼女の肌を整えながら、ダイは称賛の声を上げた。

「すごくおきれいな肌ですね……」

　アリシュエルのこれは、生来のものだろう。くもりひとつなく、きめ細やかで、とても滑らかだ。

　ダイを仰ぎ見て、アリシュエルが嬉しそうに笑う。

「そうですか？　うれしいです」

「明るい肌ですから、淡いものから、鮮やかなものまで、どんな色でもきれいに出ますよ。ご希望の色はありますか。アリシュエル様の望み通りにしますので」

「わたしの、望み通り……？」

「はい」

　鸚鵡おうむ返がえしに呟くアリシュエルにダイは首肯した。

　紺碧の瞳を除けば、彼女の色彩は淡い。双眸の色味に引っ張られて、青系統が似合うだろうが、暖色も合わせられるはずだ。

　アリシュエルは黙考したのち、ダイを振り仰いで尋ねた。

「生きて見えるように、できるかしら……？」

「え？」

「あ、ごめんなさい。色を選ぶのでしたね」

「いえ。そう思う理由を訊いてもいいでしょうか？」

　漠然とした意見を求めるより簡単かと思って色を尋ねたが、なりたい姿を教えてもらったほうがダイにはありがたかった。ただその背景をまず知りたい。そうでなければ希望に適った顔を作りづらいのだ。

　アリシュエルが俯いて、声量を落として答える。

「……冷たい、と、囁かれることが多いですから」

「アリシュエル様」

　咎めるような鋭い声はダイの横手から上がった。傍に控えていた侍女からのものだった。

　アリシュエルが侍女を真っ直ぐ見上げる。

「本当のことでしょう、ミーア。間違いではありません。お人形のよう。皆は正しくわたくしを言い当てています」

　ミーアと呼ばれた侍女が渋面で押し黙る。問答を制したアリシュエルは、微苦笑を浮かべて、鏡越しにダイと目を合わせた。

「……自分で選んだり、決めたりが許されないのよ。だからそれをしているマリアージュに憧れるの」

「……似たようなことを言われますね」

「似たようなこと？」

「あぁ、いえ……」

　ダイは思わず感想を零した自分の口をつぐんだ。

　マリアージュも苦しんでいる。父の遺言、ヒースに言われるままでしかない、己の無力さに。

　彼女は自由なのではない。他者から示された道に向き合うことで、少しずつ振り回されなくなってきているだけである。

　それをアリシュエルへ説明することは躊躇ためらわれた。苦しいのはあなただけではないと指摘するだけ野や暮ぼというものだ。

「赤みが欲しいですね」

　ダイは色板を取り上げて言った。

「さっきも伝えましたけれど、アリシュエル様は色彩が淡くて……。お衣装も寒色のものが多いんですよね。だから、赤みを入れたいです。そうすると、血のめぐりがよく、いきいきとして見えます。血色感って言うんですが……」

　アリシュエルに色板を見せた。彼女の瞳にぱっと興味の光が灯る。

「きれいですね。赤だけでもたくさん……。わたしもマリアージュのお化粧を見て、色を少し買い集めたのです。ですが絵の具のようで、どのように使えばいいのか、わからなくて」

「劇場で使われているものですか。よければお似合いになるような使い方をお教えしますよ」

「本当？　ぜひお願い！」

　アリシュエルはミーアを手招き、件くだんの品を運んでくるよう命じた。ミーアは扉の外まで行くと、別の侍女に指示して元の場所に戻った。

「でも今日はダイのものを使って、お化粧をしてくださる？　待っている時間が惜しいから」

「え、はい。もちろんです」

　ダイは首肯すると、アリシュエルに化粧の手順を大まかに説明し、主だった色を決めた。派手にならないのか、と、アリシュエルは言った。初めて化粧をしたときのマリアージュと反応が同じである。ダイは笑って首を横に振りながら、アリシュエルの肌を作った。

　小細工は不要。下地となる練粉は目の下に明るい肌色のものを仕込み、あとは白粉おしろいのみで仕上げる。上瞼は桃の花びらのような薄紅で彩色した。手鏡で仕上がりを確認したアリシュエルはうれしそうだった。

　ダイが彼女の眉を梳すいていると、戻った侍女がミーアを呼んだ。

「どうしたの、ミーア」

「申し訳ございません、アリシュエル様。お求めのものが、見当たらないと」

「そのようなことはないでしょう。よく探したの？」

　ダイは手を止めてふたりの会話に聞き入った。

　しかるべきところに道具がないことはありえない。ミズウィーリ家でも道具類の場所は管理され、勝手な持ち出しは厳重に注意される。

「ミーア。あなたも共に探してきてちょうだいな。最後に片付けたのはあなたではなくて？」

「では、わたしの代わりの者をここに呼んで参ります」

「そのような悠長なことを言わないで」

　これまでのアリシュエルを思えば意外なほどぴしゃりとした声だった。

「ダイがわたくしに何かするとでも？　それはマリアージュ様への侮ぶ辱じょくに当たってよ。ダイをお借りできる時間は限られているのです。……早く探してきてちょうだいな」

　アリシュエルの命令に、ミーアがダイを一いち瞥べつする。彼女は何かを堪えた顔で主人へ一礼し、足早に退室していった。

　閉じられる扉を見つめながらアリシュエルが呟く。

「ごめんなさい。大きな声を出して」

「いえ……お気になさらず」

　急に声を張ったことに対し、アリシュエルは心苦しそうだった。だがダイは少々の大きな声ぐらい何ともない。機嫌の振れ幅が大きいマリアージュで慣れている。

「アリシュエル様、顎をよろしいですか。口紅を」

「ミーアはわたしの見張りなのです」

　アリシュエルが顎を上げながら告げる。

　ダイは紅筆を取り上げる手を思わず止めた。

「すぐに代わりの誰かが来るでしょう。……あなたのこと、よく聞いていたから、ふたりでお話がしたいとずっと思っていたのに、時間はあまりなさそうね。残念」

　諦めたように笑うアリシュエルを眺めてふと、ダイは彼女と初めて会ったときを思い出した。

『本当に──聞いていた通り、とてもかわいい人』

「アリシュエル様は……誰から、わたしのことを……？」

　ダイは紅筆を握る手が震えないように堪えた。

　アリシュエルの唇を彩りながら思い返す。

『わたし、あんたにダイのこと話してないと思うけれど』

　ガートルードで開かれたあの夜会が、ダイにとって初めての社交場だった。それ以前にダイの顔を見知る貴族はいなかったはずだ。ならばダイのことを彼女は誰から聞いたのか。

　マリアージュではない。ヒースならダイの話題に化粧のことを持ち出すだろう。彼は人の美び醜しゅうを取り上げる性質ではない。

　茜色に塗られたアリシュエルの唇が弧を描く。

「マリアージュから、と、言っても信じてくれなさそうなお顔」

「ロウエン……ですか？」

　それは誰だ、と、尋ね返してほしかった。

　しかしダイの期待に反し、アリシュエルの反応は明らかだ。瞳はみるみる潤み、頰がばら色に染まっていく。

「彼と会いましたか」

「伝言を預かりました」

　ダイは震える声で、彼女に告げた。

「次で本当に最後にする、と」

　アリシュエルが目を伏せる。花が萎しおれるかのようだった。

「そうですか……」

　彼女は呟いて肩を落とし、膝の上で手を握り合わせる。

「でも、もう一度、会ってはくれるのね……」

「ロウエンは……アリシュエル様の」

「想い人です。……恋人同士です、と、言ったほうがわかりやすいでしょうか」

（こ……いびと？　……恋人!?）

　叫び出さなかった自分を、誰か褒めてほしい。

　愕然としながらダイはアリシュエルから退いた。

「ど、どうやって、知り合いに……？」

「女王選が始まったばかりのころ、女王候補のお披露目が、門の向こうであったことはご存じですか？」

「はい。……目抜き通りの行進ですよね？」

　平民街で女王選の開始を告知した行事である。女王候補を目にできる滅多にない機会として、花街でも話題になった。

「予定が立て込みすぎて、わたしはあちらで体調を崩し、動けなくなりました。その場に居合わせた医者が、ロウエンでした」

　慰問も兼ねて施療院に立ち寄ったときだという。本来ならそこで別れて終わりのはずだった。

　だがふたりは幾度かの偶然と必然を経て想いを通じ合わせた。

　ダイは頭痛を覚えてこめかみを押さえる。

『女王選の兼ね合いで色々とね……』

（って、そういう意味ですか……！）

　アルヴィナと出逢った日、ミゲルの店で会ったロウエン。日中に彼と会うなんて、おかしいと思ったのだ。

「ロウエンは外の話をたくさんしてくれました。その中に、お友達のことも。……マリアージュの《職人》が、あなたではないかと言ったのも彼です。……夜会で初めてお会いしたとき、すぐにわかりました」

「あのとき、ロウエンは夜会にいましたか？」

　アリシュエルは首肯した。

「わたしが彼と会った、最後の日です」

　ダイは思い出した。夜会の中庭で、アリシュエルが人目を盗んで会っていた男のこと。どこかで聞いたことのある声だと思ったのだ。彼がロウエンだったなら、耳に馴染みがあって当然だ。

　ダイはアリシュエルの侍女が消えた扉を横目に尋ねた。

「あの、皆さん……いえ、ご当主は、そのことを？」

「知っています」

　アリシュエルは顔を曇らせた。

「父も母も。だからこその、見張りです。──ダイ」

　アリシュエルがダイの手首を取る。

　強くはない。だが、振りほどけない力だった。

「ロウエンは、いつ、わたしに会いにきますか？」

「……わかりません」

　次が最後。ロウエンはそれだけを言い残した。

「お願い。あの人に、せめてわたしの言葉を伝えるだけでもできない……？」

「それは……！」

「アリシュエル」

　低い男の声が扉越しに響く。

　扉が開いて男が現れた。灰色の髪をした恰幅のよい壮年の男だ。侍女をひとり連れている。

　アリシュエルが立ち上がった。

「お父さま」

　彼女の呼びかけにダイは納得して喉を鳴らした。

　彼の名なら覚えている。最初の夜会へ赴く前に、必死に暗記したのだ。

　先代女王エイレーネの兄にあたる、ガートルード家の現当主。

　名を、バイラム・ガートルード。

　彼の傲ごう慢まんと卑ひ屈くつが現れた顔つきが、ダイはまず気になった。

　尊大な男だと聞いている。上級貴族であっても上位以外は同じ格の家と思っていない節があり、ミズウィーリ家など歯し牙がにもかけていない。だからかち合ったときは速やかにその場を退けと社交の場では言い含められている。

　バイラムは娘に歩み寄りながら威い嚇かくするような声で言った。

「アリシュエル。ひとりになるなとどれだけ言えばわかる」

「ひとりではありません」

　アリシュエルがきっぱりと否定する。

「お客様がいらっしゃいます」

「客……？」

　バイラムはそのとき初めてダイを認めたようだった。

　ダイとその傍にある化粧品を一瞥して彼が呟く。

「ミズウィーリの《職人》か」

「ダイと申します」

　ダイはすかさず名乗って頭を下げた。だがバイラムは煩わずらわしげに目を眇めただけだった。そのねばついた視線がダイの上を一巡する。

　そして唐突にダイの顎を摑んだ。

「っつ……！」

「お父さま!?」

「ミズウィーリは親子共々、気が触れている。アリシュエルの珍妙な格好はお前のせいか。だが──……」

　男の手にいっそう力がこもる。

　彼の爪がダイの頬に食い込んだ。

　ダイの顔を間近で観察すると、冷えた声でバイラムは言った。

「まぁ、見られる顔はしている。……ミズウィーリの倍だそう。娘の傍に置いてやる」

「お断りします」

　反射的にダイは答えていた。つるっと、口が滑ったと言ってもよい。バイラムが激高に顔色を変え、ダイの身体を払いのける。その場に踏みとどまれず、ダイは姿見を巻き込んで転倒した。

　鏡が床の上で砕けて跳ねる、派手な音が響き渡った。

「いっつ、た……！」

「なんてことを……！」

　アリシュエルがダイの傍らに膝を突き、父親を非難する。バイラムは鼻を鳴らした。

「無礼を働いたのはそれの方だ。ミズウィーリの職人ごときが、ガートルードの当主たるわたしに何という口を利くのか」

「お父様──……！」

「あなた」

　高まる緊張感にやわらかな女の声が水を差した。

　ダイは部屋の入り口を見た。開け放たれたままの扉越し、廊下に佇む貴婦人が見える。アリシュエルに似た面差しをしていた。

　ミーアを連れた彼女が、男を静かに見つめて告げる。

「商談のお時間ですよ」

　課題を放置して遊ぶ子どもを咎める声に似ている。

　男は眉間にしわを寄せ、ダイたちに背を向けた。貴婦人と連れ立って部屋を立ち去る。

　その様子をダイは茫然と見守ったのだった。







　ぐしゃりとマリアージュが手紙を握りつぶした。

　アリシュエルからの手紙だ。ダイが擦り傷と打ち身をこしらえるに至った経緯と謝罪が綴られていたのだが、マリアージュはろくろく目も通さなかった。代わりにみるみるうちに顔を怒りに染め、椅子から立ち上がって激高した。

「もう！　二度と！　アリシュエルには貸さない!!」

　マリアージュが天板を叩き、円卓の上で跳ねた茶器が悲鳴を上げた。この主人の私室に控えていた侍女と執事が、彼女の久方ぶりの剣幕に揃って青ざめる。

　ダイは慌てて主人を宥めにかかった。

「マリアージュ様、落ち着いてくださいって！　傷っていっても大したことない……おわっ！」

「大丈夫じゃない！」

　マリアージュは叫んだ。

「何であんたそんなに冷静なわけ!?　自分を軽んじてきた相手を庇うの、やめなさいよ！」

「いえ、庇っているわけではなくて……」

　単にいっぱいいっぱいなだけである。

　ロウエンの家庭事情に続いて、彼とアリシュエルの色恋沙汰。ガートルード親子の不和。ダイもさすがに疲れている。ここでマリアージュの怒りに当てられると、自制が効かずに何を口走るかわからない。

　マリアージュは唇を戦慄わななかせて立ち竦んでいる。

　ダイはマリアージュの手を固く握って、主人に掛けるべき言葉を必死に探した。

「えっと、ほら。今日の目的をお忘れですか。ガートルード家の派閥の人たちと、渡りをつけるためなんですよね？」

　それぞれの女王候補への支持は絶対ではない。「親族、友人がガートルード派だから」「何となく」という理由から派閥に留まっているだけで、何らかのきっかけを経て別の女王候補に付く者も存在する。そういった流動的な層を取り込む足掛かりとして、ダイは今日の化粧を引き受けたのだ。

「ここで下手に騒いだら、今日の意味がなくなりますよ。リヴォート様に正式に抗議してもらいましょう。マリアージュ様は同じ上級貴族で、女王候補です。下の貴族が騒ぐのとはわけが違います。大丈夫。アリシュエル様には反省してもらえます」

　今回の件を正確に述べれば、当主バイラムの所業だったが、ここで触れてはややこしい。アリシュエルのせいにしておこう。

　マリアージュがすとんと腰を椅子に落としてダイの手を握り返す。

　眉間にしわを寄せて、彼女はダイを仰いだ。

「ダイ。……下の貴族だったら、どうなるの？」

「え？　えっと……抗議しても、受け入れてもらえないかも、しれませんね……」

　階級社会の悲しい現実である。

　マリアージュが目を伏せて下唇を嚙みしめる。

「女王候補で、よかったって、ことなのね……」

　彼女の悔しそうな声が虚しく室内に響いた。







　元々、他人の《職人》を扱うという面倒ごとを片付けた後だ。マリアージュも疲れていたのだろう。そのまま休むことになった。

　主人の就寝の準備をばたばたと手伝い、ヒースへの報告にダイが執務室へ足を運んだときには、夜もすっかり更けてしまっていた。

「……当主から誘われましたか」

「誘い、というより、命令でしたね」

　ヒースの確認にダイは頷いた。

　執務机の上で両手を組んで、ヒースは手紙を睨んでいる。マリアージュに握りつぶされたあの手紙だ。

　しわだらけの紙面を見つめて難しい顔をするヒースに、躊躇いながらダイは尋ねた。

「あの……わたしが断ったことで、その、不都合とか、あるんでしょうか？」

「反抗的、とは見られるでしょう。ですがあなたが気にするような大事にはなりませんし、させません」

　ダイの懸念をヒースは一蹴した。

「そもそもあなたがガートルードへ向かうことが決まった段階で、大なり小なりこういったことはありえると、予想できていたことでしたから」

「え、そうなんですか？」

「引き抜きの声が掛かる可能性は伝えていたでしょう？　さて、自陣に寝返ることがないとわかったほかの女王候補の関係者に、ガートルード家がやさしくしなければならない理由はありますか？」

　ダイはしばらく考えて、がくりと肩を落とした。

「……あんまり、ないですね……」

「そういうことです」

　ほかの女王候補の家に赴くということは、敵地に踏み込むことと等しいのだ。

　ヒースが手を組んで微笑む。

「今回はアリシュエル様からの手紙もありますし、どちらが被害者か明らかにしやすい。当主に思うところのある方々と、よいつながりを持つこともできるでしょう」

　お疲れさまでした、と労われて、ダイは複雑な気分だった。

「あのー……もしもアリシュエル様から手紙がなかったらどうするつもりだったんですか？」

「そのときはバイラム氏にもう少し暴れていただくように手を回します」

「煽あおるってことですか？　それは、どうして？」

「たとえば……ダイは些細な件で過剰に暴れるマリアージュ様を見て、逆に冷静になる……もっと言えば、白けた経験は？」

「あります……」

　ダイの回答にヒースは冷たく笑った。

「それと同じ。あなたをこきおろして、騒いだだけ、バイラム氏を見放す層が出てくる。そこに被害者はこちらだと売り込めばいい」

　今回のダイの派遣の目的は、ガートルード派に属しながら、「支持している」とは言えない層を取り込むこと。

　化粧に興味を持つ人々を増やすことも確かだが、その一方でヒースが誰と繋がりたがっていたのかわかって、ダイは苦笑いせずにはいられなかった。

「全部、織り込み済みだった？」

「そうです」

　これが、ヒース・リヴォートだ。

　ヒースは仕事に余計な情を挟まない。必要に迫られれば手段を択えらばず、人を盤上の駒のごとく動かす。アリシュエルの下へ派遣されたダイが、不愉快な出来事に遭遇する可能性があっても、ミズウィーリ家に利益あればよしと判断するように。

　だから、迷ってしまう──ロウエンとアリシュエルの関係について報告すべきか。

　バイラムを拒絶したことが問題ではないとなれば、ダイが次に考えるべきはこのふたりのことだった。

（言わなきゃ、いけませんよね……）

　アリシュエルいわく、ふたりは恋人関係にあるという。

　それが真実ならアリシュエルを失墜させるに足る醜しゅう聞ぶんだ。ひとたび知れば、ヒースは確実にそれを利用するだろう。

　友人が政争の手札とされる。そう思うと、ダイの口は自然と重くなった。

「ダイ」

　悶々と悩むうちに黙り込んでいたらしい。訝いぶかる響きの呼びかけにダイは瞬いた。次いで自分へ伸ばされた彼の手に、驚きから思わずその場を退く。

　ヒースがぴたりと手を止める。

　妙な気まずさが宙に漂って、そのままふたりで硬直した。

「……あ、あの？」

「……いえ」

　ヒースが中途半端に浮かせた手を拳の形に握り込んだ。なぜか微苦笑を浮かべた彼は、反対の手で己の頰を指し示す。

「血が滲んでいます。もう、乾いているとは思いますが」

「え？　あ、傷ですか？　ご当主に、摑まれたときのかな……」

　確かめると顎に近い輪郭の部分に違和感があった。飛び散った鏡の破片で切れたものを見逃していたらしい。

　いったん自覚したせいか、傷がにわかに疼うずき始める。ダイは傷の部分を指で押さえて呟いた。

「目立つようなら、化粧で隠しますね」

「そうではなく……。化粧してもいいですが、きちんと手当てをしてからにしなさい」

「大丈夫ですよ。別に、大したことない……」

「だめです」

　びく、と、ダイは身を震わせた。

　ヒースの声が思いのほか鋭いそれだったからだ。

　彼はため息を吐くと、机の引き出しを開けて、軟膏の器を取り出した。使用人御用達のものである。

　その蓋を回し開けながら彼は言った。

「顔に傷が残ったらどうするんです？」

「顔？」

「触ります」

　ヒースが立ち上がって宣言した。続けて薬草の香りがダイの鼻を掠める。痛つう痒ようを覚えていた箇所に、ぬるい軟膏が塗りつけられた。

　ヒースにされるがままとなりながら、ダイは唐突に思い至った。

　そうか。自分は、おんななのだ。ならば顔に傷が残ることを、男以上に厭いとうものなのだ。

　ずっと異性でいなければならなかったから、そのような意識、ダイからすっかり抜け落ちていた。

　するり、と、男の指の背が、ダイの頰を撫でて落ちる。

「ディアナ」

　呼び声はやわらかな音をしていた。

　なぜか、泣きたくなるような響きだった。

「……多少の危険を冒すことも、冒させることも、そうするだけの利益が見込めるなら、わたしは躊躇いません」

　──いや、違う。

　彼が、泣きそうなのだ。

「ですがあなたに傷がついてもかまわないと、思っていたわけではない」

　そう言って、ヒースは険しい表情で唇を引き結んだ。

（あぁ、そうか）

　ヒースの行動の意味が腑ふに落ちてダイは瞬いた。

　ダイが沈黙していた理由を彼は取り違えている。駒として使われたことに、ダイが傷ついたと思っている。

　ヒースが自身の瞼を押さえて細く長い息を吐いた。

「……すみません。言い訳しました」

「あの……大丈夫ですよ。ほかの女王候補のお屋敷におよばれするってつまりどういうことなのか、考えが甘かったのはわたしですし……」

「……嫌な気分にはならなかったとでも？」

「いえ、そこはなりましたね」

　ダイは正直に申告した。ヒースは黙り込んだ。

「でも、前もって言ってもらえていたら、身構えたのになっていうぐらいです」

　気にしていない。そんな気持ちを伝えたくて、ダイは机上に置かれた男の手指にそろりと触れた。

　そもそも花街でも似たような目には遭っている。ミズウィーリに来たばかりのころも同様だ。

「あなたは大人ですね」

「子どもだと思っていましたか？」

「いいえ。一度も」

　ヒースがダイの指先に彼のそれを絡める。

　大きさはもちろん骨格もダイのものとは大いに異なる、性差の明らかな手はひやりとしていた。

「あなたの言動は子どものものではない。あなたは自立している、きちんとした大人ですよ」

　ダイは十五を過ぎた。花街では一人前として扱われる。けれどもこの見てくれだから、ダイを侮るものは多かった。

　ヒースは違う。

　思い返せばヒースから子ども扱いされたことはない。有用な駒として扱われることこそ、彼が自分を大人として見ている、その証左なのかもしれなかった。

「……今回の件は、ミズウィーリにとって不利益はありません。ただご当主があなたに対して何かの拍子に、手を出してくる可能性はあります。……ご当主はご自身の矜きょう持じが傷つけられることに、我慢ならない方ですから。いえ、そうでなくとも──女王選も終盤です。女王候補の足を引ければと、《職人》に危害を加える輩やからは増えてくる」

　絡めた指に力を込めてヒースが告げる。

「今後は外に出るとき、必ず誰かを付けましょう。あなたも充分に気をつけてください」

「はい」

「ディアナ」

「何ですか？」

「──ゆるして」

　ずるい男だ。

　本当にずるいな。

　ダイの指先を握る力強い手も。その弱り切った、甘く許しを請う声も。

　ヒースはやさしい。ダイを大事にしてくれている。時折、甘えてくれているともわかる。

　だが、そればかりではないことも知っている。

（……言えないな）

　自分はよい。自ら望んでここにいる。しかしロウエンのことを彼の手札とされることは避けたかった。彼には長く自分を支えてくれた恩がある。

　考えればロウエンは間もなくデルリゲイリアを離れる。そうなればアリシュエルがロウエンをどう思っていようと、彼とは関係がなくなる。アリシュエルに伝言するというロウエンへの義理は果たしたし、彼との再会を都合してやるだけの関係性を、ダイはアリシュエルに持たない。すべてを知らなかったことにする。それが最善なのではないか。

　そう決めて、ダイはヒースを見上げた。

「……次はひと言、お願いしますね」

　ダイの言葉にヒースは面おもてを上げて微笑んだ。

　そのままダイの手を取り上げて執務の席の外へ出る。

「おいで。……疲れたでしょう。お茶でも淹れましょう」

「えっ、いえいえ。今日こそわたしが淹れますよ！」

　ヒースからの申し出を、ダイは慌てて制した。

　疲れているのはお互い様だ。加えて彼はダイの上司である。逆にダイが労うべきだろう。

　しかしヒースの返答はにべもない。

「やですよ。あなた、お茶を淹れるの下手ですし」

　この数か月、夜の茶会で彼が最初の一回を除いてダイを茶器に触れさせなかった理由は、つまりそれなのか。

　ダイは思わず渋面になる。ヒースがくすりと笑った。

「目覚ましには、いいでしょうが」

「……ヒースが眠たそうなとき、絶対に淹れてあげますね」

「わたしには効果がないと思いますが、したければどうぞ」

　ダイを応接の席に座らせて、ヒースが戸棚へと向かう。棚には茶道具一式と茶葉の缶が並べられていた。

「……安眠効果のあるものを淹れましょう。それを飲んで、今日はよく休みなさい。明日からまた忙しいですし……」

「明日からって？」

「夜会の準備ですよ。前々から話してあったでしょう？」

　ヒースの呆れ返った視線に、ダイはことりと首をかしげる。

　ヒースがあえて言及するほど、大きな夜会が近々あっただろうか。

　──あった。

　ダイは愕然として悲鳴を上げた。

「マリアージュ様の、夜会！」







　女王候補が開く数々の催しの中で、最も重要なものが、《女王候補の夜会》だという。

　晩餐会か舞踏会。その複合でもかまわない。女王候補の名の下に、王都に集うすべての成人貴族と女王候補を招くことが条件で、女王選の期間中、最低一回の主催を義務付けられている。ダイが初めて参加したアリシュエルの夜会も実はそれに当たる。

　ほかの女王候補は皆、すでに主催を終えていた──マリアージュただひとりを除いて。

　それをいよいよミズウィーリでも行うのだ。

「上級貴族は八家。中級貴族は二十四家。下級貴族は三十七家。人数で申しますと計百十七名より出席のご返答がございました」

「こふっ」

《職人》の一日交換会が終了した翌日の昼下がり。ヒースから受けた参加人数の集計報告に、ダイの隣でマリアージュが茶にむせる。ダイは慌てて彼女の背を撫でさすった。

「だ、大丈夫ですか、マリアージュ様……」

「だいじょうぶ……。っていうか、多っ！」

「随行を含めれば、倍以上になります。が、これでも少ない方です」

　繰り返すが、ミズウィーリには支持者が少ない。元々の支援者は親族とその関係者に限られる。女王選の初期なら、全派閥に向けて招待状を出したところで、欠席の答えが目立ったことだろう。なのに今回はどの位からも過半数が参加するという。よく集まったのだとヒースは言った。

　開いた催しに出席者が少ないことほどの恥はない。今回の集計結果は喜ばしいことなのだ。

　だがマリアージュの表情は浮かない。ダイも手放しで喜べなかった。ミズウィーリにおける接客可能な人員は十名と少し。この人数で二百を超えるだろう客人をもてなすには無理がある。

「あの、実際のところ、どうするんですか？　これまでも結構、ぎりぎりで人を回していたと思うんですが……」

　ダイは控えめに挙手して疑問を口にした。

　そもそもミズウィーリの使用人の数は必要最低限を割っている。給仕係だけではなく、料理人も、警備のための私兵も不足しているのだ。

　これまでミズウィーリで夜会を行ったことはあれど、招待客の人数を抑えることで乗り切っていた。ところが今回ばかりはそうもいかない。

　来場者数二百人強は完全に許容範囲を超えている。

「王城から人員を借ります」

　と、ヒースはこともなげに告げて、マリアージュに冊子を差し出した。

　受け取ったマリアージュが頁ページをぱらぱら繰って目を眇める。

「……なにこれ？」

「王城への申請書です。人員等の仮押さえはしてありますが、最終申請には女王候補の署名が必要です。本日中にいただけますか」

「この……頁……全部に？」

「もちろんです」

　マリアージュが冊子を卓上に投げ出した。

「やめたい」

「それは無理ですね」

　今回の夜会は女王候補の義務である。

　ヒースの言葉に慈悲はなかった。

「人って、王城から借りられるんですね」

　ダイは冊子を眺めて呟いた。女王選の期間中、王城は閉ざされる。人の出入りは許されないのだとダイは聞いていた。

「制約はありますが。女王選の援助の一環です」

　ヒースが冊子の頁を捲ってダイに指し示す。借りることの可能な職種と最大人数、借り受けるときの注意点が書かれている。

「女王候補を有する家に、金銭的な援助が行われることはお二方、ご承知の通りです。そのほか、必要とあれば王城から人員、器具、両方の貸し出しが認められています。ただ条件は厳しく、加えて家財の一切を王城側に公開することになりますから、たいていの家は嫌がりますが」

　女王候補の条件は、規定年齢に合致する上級貴族の娘であること、一点のみ。選ばれた娘に女王選に挑む力が不足するなら、王城が補助を行うと女王法で定められていると、ヒースは述べた。

　ダイは鸚鵡返しに尋ねた。

「女王法？」

「女王の任免や交代の条件、女王選の実行について定められた法律ですよ、ダイ。女王が崩御し、継けい嗣しがいない場合、王城を向こう一年閉鎖し、女王選を行う。この一連の流れも女王法の規則に従っています」

　マリアージュが忌々しげに冊子を睨む。

「だいたい、女王選って変な風習よね。そこまで支援してでもやらせたいもの？　女王がいなくなったらすぐ次を決めないと大変なんじゃないの？　お父様がいなくなったうちみたいなものでしょ？」

「でも、女王選がなかったら、ミズウィーリは上級貴族じゃなくなっていたかもしれないんですよね？」

「……そうね」

「女王選の意義は後で問えばいいことです。いまは夜会の成功を意識してください。客人の数がこれまでとまったく異なります。人員もよそから借りるのです。甘えは許されません」

「わぁ……頑張りましょうね、マリアージュ様」

「ダイも他人事ではありませんから」

「……はい？」

　首をかしげるダイにヒースはきれいに笑ってみせる。

「王城の人員にミズウィーリの勝手はわからないでしょう？　……ダイは彼らに説明する側になりますから、そのつもりでいてください」

「……えっ？」

「あなただけではありませんよ」

　各部署の長はもちろん、ティティアンナたちも含めたミズウィーリの使用人全員が、王城から借りた人員を従えて夜会を回す。

　つまり状況を自身で判断して他人に指示を出すということだ。

　そのようなこと、これまでしたことがない。

　ダイは顔を引ひき攣つらせた。

「え、えぇええぇ……！」

　ただごとではないと感じたのだろう。マリアージュがダイを横目にヒースに尋ねる。

「それ……どうにかうちの人間だけでできないの？　ダイたちに、あんたやローラみたいになれってことよね？　人をよそから借りたら借りたで、めちゃくちゃ大変そうじゃない？」

「遺い憾かんながら。出来かねるため、人をよそから調達するのです。……負担を抑えるための工夫はしますが」

　この夜会は舞踏会を主体として企画している。

　席順を決めて人を管理できることが晩餐会の魅力だが、料理人と食材の調達が間に合わない。舞踏会であれば正餐はいらない。参加者の小腹を満たす軽食は外注することで手配できる。招待状にはずらした入場時間を記載し、人の出入りが一極集中することを防ぐ算段らしい。

　ヒースが吐息交じりに呟く。

「客人の方々の動きを、もう少し管理しやすくできないものか、わたしもまだ考えているところです」

　ヒースのことである。今回の夜会についてかなり前から準備をしていたはずだ。なのにここまで日程が迫っても、当日の流れを決めかねている。調整が相当むずかしいのだろう。

　マリアージュがこめかみを揉もみ解ほぐしながら尋ねる。

「人の動きってそんな管理できるもの？　特に舞踏会なんて皆、好き勝手するじゃない。無理じゃないの？」

「必ずしも無理ではありません。条件が合えば可能です」

「たとえば？」

「そうですね……」

　ヒースはマリアージュの求めに思案すると、立てた二本の指を一本ずつ折って説明した。

「ある程度、まとまって行動してもらうこと。そしてそのひと固まりごとの見分けが付きやすいこと、でしょうか」

　あぁ、と、ダイは頷いた。

「わたしのいたところだと、お客様をちいさな組に分けていました。組ごとで勝ち負けを競ってもらうんですよね」

「なるほど。遊びとしてまとまって行動してもらうわけですね」

「はい。組ごとに色の名前を付けて、色と同じ布を手首に結んでもらって……」

　ダイの元いた娼館は花街で三本の指に入る規模を持つ。団体客の受け入れもよくあった。

　団体行動を促す遊戯は少ない人員で客を管理する仕組みのひとつだったのだろう。

「……ねぇ、ヒース。わたしもアリシュエルみたいに、こう、何かをするのって、いいの？」

「……余興のことでしょうか？　かまいませんが」

　趣向を凝らすことは歓迎される。単なる舞踏会では芸がないとされがちだ。女王候補ならではの余興を企画して、参加者を楽しませるに越したことはない。

　運営と金銭面の負担が少なければなおよろしい──ミズウィーリには人手に限らず金もないので。

　マリアージュが、そう、と呟いて、唇に拳を押し当てる。

　彼女は長い黙考ののち、強張った声で切り出した。

「考えていたことが、あるんだけど」

　仮面舞踏会をしたいのだと、彼女は言った。

　仮面舞踏会とは文字通り、出席者が仮面を被って参加する会である。通常、夜会に入場すると名前の読み上げがあるが、仮面舞踏会にはそれがない。客は身分素性を隠して会に臨む。ときには仮装すら推奨されるという。ダイはこれまで未参加だが、社交界で人気の余興のひとつらしい。

　仮面はどの家にもだいたい複数枚あるもので、持参を促せばうちは準備いらないでしょ、と、マリアージュは言った。

「あと、名前を隠すのはなし。顔全体を隠す仮面もだめ」

「……匿とく名めい性せいこそが仮面舞踏会の利点のはずです」

　ヒースが訝しげに首を捻る。

「それをしない意図をお聞かせ願えますか？」

「仮面は単なる……気を軽くするための補助っていうか……。化粧をしてほしいの。顔に」

　マリアージュは己の眦まなじりを人差し指で軽く叩いた。

「このあたりに、舞台化粧で、描いたりするのよね。絵を」

「もしかして……」

　ダイは思い至って口を出した。

「マリアージュ様、調整日のときの話を言われています？」

「調整日のとき？　何の話ですか？」

「この間の調整日のとき、マリアージュ様にいつもとはちょっと違う色粉を使ったんです」

　ダイはヒースに説明した。

　貴族街の商会から仕入れた、劇場用の色粉。液体で、発色が鮮やかなそれは、舞台上の演者が遠方からでも目立つよう、肌を彩るためのものである。その色粉で肌に花や鳥などを描くこともあると、ダイは確かに主人へ解説していた。

「……ダイを連れ回すようになってそこそこ経ったけど、化粧をしてみるわ、みたいな子ってやっぱり少ないの。興味は持ってそうだけど」

「そうですね……」

　ダイはマリアージュに同意する。

　ダイの化粧は確かに噂になっているし、好意的な意見も耳にする。それでも化粧を試すとなれば厳しい。アリシュエルはともかく、皆、二の足を踏んでいる様子がある。

　貴族は化粧を好まない。それは自らが高い魔力を有する血筋──もっと言えば、かつて大陸で権勢を誇ったメイゼンブル公家の血を少なからず受け継ぐ者としての矜持に由来する。

　正しい血統ならば魔力は高くてしかるべき。容姿も優れていて当然。化粧で欠点を補うのは血筋が悪いからこそという考えだ。しかし時代が大きく下ったいまとなっては、魔力の多寡は平民も貴族も似たり寄ったり。かつては一理あった考えも無意味に等しい。それでも化粧に対する忌き避ひ感かんは、簡単に拭えるものではないのだ。

「別にしたくないわけじゃないと思うの。だっていまよりきれいになれるのよ。わたしがきらきらした色を目周りに塗ってもらっていたら、それ、いいわねっていう子だっている。でもしないのは、きっかけがないってことじゃないの？　新しいこと、始めるのって怖いんだし。でも……余興なら、するでしょ」

　化粧単体なら拒むかもしれないが、仮面で顔の一部を隠せるなら、抵抗もうんと少ないはずだ。

「……きれいな色を付けると、気持ちがしゃんとする気がするのよね」

　マリアージュが窓に映った自分の姿を見て言った。

「皆は宝石や、豪華な衣装でそうなるのかもしれないけど、わたしはそうじゃなかった。石や衣装に、自分が負けている感じがして、豪華であればあるほど惨めに見えた。ただ、化粧は、わたしの顔だから、そんな風にはならなくて……」

　マリアージュがダイに視線を戻して告げる。

「えぇっと、つまりよ。皆が知らないのは勿体ないんじゃないのって、思ったの」

　心浮き立たせる色で自分を彩ることの高揚感も。

　なりたい自分になれるのだという感動も。

　鏡に映った自分がきれいに見えることの喜びも。

　広く知られればいいと思った。

　室内が静まり返る。

　ダイは何と言っていいかわからなかった。

　ヒースも黙り込んでいた。

　マリアージュが泣くことを堪えたような顔で頰を一気に赤くする。

「待って、いまのなし。馬鹿なことを言った……」

「お待ちください」

　ヒースが俯こうとするマリアージュを制止する。

「お話に続きがあるのではありませんか。……人の流れの管理の話題から、その余興について話すおつもりになったのはなぜです？」

「……化粧の色を、組み分けの色にすればいいんじゃないのって、思って。……それだけ」

　追及を受けたマリアージュが遠慮がちに答える。その目には怯えが見える。ヒースに撥はね除のけられると思っているのかもしれない。

　そもそもマリアージュが自発的に意見を述べることは珍しい。女王候補の催しの企画もたいていは人任せだからだ。だが、今回はあえて口出しした。加えて、こうも筋立てて話したのだ。人の繫がりや心情について聡いところはあっても、具体的に考える癖を持たなかった彼女がである。密かに温めていた考えなのだろう。

「よろしいのではありませんか」

「……へ？」

　ヒースが賛成すると、マリアージュは呆けた顔で瞬いた。

「え、なに、あんた何か悪いものでも食べたの？」

「……そのお言葉の意味はあとで伺いますが、余興の話なら問題ありません。根回しや簡略化の準備はいりますが……。そうですね、色は五色に絞りましょう。参加者はその中から自由に色を選ぶ。色は女王候補の方々に一色ずつ決めていただくのがよろしいかと」

「アリシュエルたちが決めるの？　何で？」

「参加者に自らが支持する女王候補と同じ色を選んでいただくように仕向けるのです。派閥で色が同じなら皆さま安心されるでしょうし、固まって動きやすくなります。中立であればマリアージュ様の色を選ぶでしょう。礼儀としてね」

「……礼儀として、皆がわたしの色を選んだらどうするのよ？」

「そうならないように細工をいたします。招待状を出した時点で、自身の支持する女王候補かマリアージュ様、どちらの色を選ぶべきか、内輪で探り合うはずです。誰だって輪から外れたくないものですから。……支持する女王候補に倣ならったほうがよい、とでも、小鳥に囀ってもらえばよいでしょう」

　ヒースがマリアージュの考えを淡々と補強する。

「人の流れを管理しなければならないという、ミズウィーリの課題の解決にも寄与しますし、どの色を選ぶかで、参加者の立場がより目に見えてわかる。なにより、化粧師を《職人》として持つ女王候補らしい余興だと思います。──それで、なさいますか？」

「す、するって？」

「余興を」

　ここまでは提案についての話し合い。実行すると決まったわけではない。最終決定権はマリアージュにある。

　マリアージュを見下ろすヒースの目は凪いでいた。ここで彼女の返事がどうであってもかまわない顔である。

　マリアージュが唾を嚥下する。

「──するわ」

　と、彼女は言った。

「かしこまりました」

　ヒースが頷いた。

「ではさっそくですが、女王候補の皆さまへ、手紙をしたためていただけますか？　一刻後までに」

「一刻後!?」

　性急な依頼にマリアージュが裏返った声を上げる。

「皆にって、四人分!?」

「もちろんです」

「何のためによ!?」

「色を決めていただく依頼のためです。時間がございません。早急にお願いいたします」

　夜会までの日数に余裕はない。マリアージュはもぐもぐ口を動かし、何かを言いかけたものの、不満を漏らすことなく、苦虫を嚙みつぶした顔で、わかった、と、呟いた。

「それから、ダイ。……ダイ？」

「えっ、あ、はいっ！」

　ダイは慌ててヒースに謝罪した。

「すみません」

「……あなたは祐筆ディミトリを呼んで、彼と共にマリアージュ様の補佐を。一刻後にわたしの執務室まで来てください。皆にこの件について話を通します」

　これからヒースは各部の長を集めて回る。のちに彼らと余興の計画について細部を詰めるので、ダイにも同席してほしいという。

「化粧関連の意見と……わたしの説明の補足もしてください」

「はい」

「説明の補足って……あんたできるの？」

　マリアージュが疑わしい目をダイに向けた。

「ぼうっとしてたじゃない。話、聞いてた？」

「聞いていましたよ！　……ただ、あの、うれしかったんです」

　ダイは弁解した。

　うれしかった。

　そう、うれしかったのだ。主人の、化粧への言葉が。

「マリアージュ様が、化粧のことを……ちゃんと、想ってくれているんだなって……」

　彼女は化粧を重んじ、恃たのみ、楽しんでくれている。わかっていたが、ダイが思う以上だった。そのことに、喜びで胸がいっぱいになって、喉の奥が詰まってしまった。

「……いいものに、したいって思うの」

　夜会を、と、マリアージュが呟いた。

「この夜会って、何回もできるものじゃないんでしょう？　ヒース」

「はい。……おっしゃる通り、今回が我々にとって、最初で最後の、女王候補の宴です」

　あらゆる伝手つてと支援をかき集め、王城にまで助けを求めてようやく一回。

　ヒースの答えを聞いて表情を改めたマリアージュが、ダイたちふたりをその胡桃くるみ色いろの瞳に捉えて静かに告げる。

「力を貸して」

　ダイはヒースと共に頭を下げた。

「かしこまりました」







　招待状に記載する余興の詳細は次の通りに決まった。

　一、参加者は仮面を身に着けること。ただし、全顔を覆ってはならない。

　二、当日すべての参加者は指定の五色のうち一色をまとうこと。ただし、指定の色から複数を選んではならない。

　三、貴婦人は顔に選んだ色の化粧を施す。紳士も歓迎する──口紅すら注すことが稀な男に化粧を強制しては、忌避感を余計に募らせかねないとして、三番はこのようになった。

　主催者は楽しい空間を賓客へ提供しなければならない。主催者側の事情で賓客の心情を無視しては、どれだけ突とっ飛ぴで派手なものでも、よい催しとはならないのだ。

　たとえばアリシュエルの夜会。異性の衣装を身に着けるという余興があったが、自身でそれを支度して参加せよ、と通達されていた場合、面倒を嫌って欠席する客もいたはずだ。アリシュエルが来場者分の衣装を準備していたからこそ、成功を収めたと言えるのである。

　こういった踏まえて今回の余興を実行するには、内容の部分以外にも課題が立ちはだかっていた。

　色粉と化粧師の確保である。

「──受け入れられません」

　第一応接室にダイの声はよく響いた。

　色粉の納品数の修正案をダイに拒絶された商会の担当者が、聞き分けのない子どもだとでも言わんばかりの顔でダイを見る。

（だいじょうぶ）

　自分は上級貴族の窓口。こちらの方が、立場は上だ。何も臆することはない。

　ダイは息を吸い、汗の滲む手で拳を作って、対面の椅子に座る彼へ鋭く告げた。

「前に打ち合わせたとき、紺を三十七、橙だいだいを二十八、紫を十、緑を十五で準備できるって言い切りましたよね。なのにどうして十ずつ減っているんですか？」

「ですから、昨今は外つ国の街道がいきなり閉じることも多いんです。入荷数の増減はよくあることで……」

「それも織り込み済みだったはずですけど、在庫内で確保できるって言われたの、つまり嘘だったと？」

「ですがね、坊ちゃん」

「あと今回から、見本の品質を変えましたね？」

　ダイの指摘を受けて担当者がついに押し黙る。

　一拍おいて、まさか、と、乾いた笑いを浮かべる男に、ダイは淡々と追及した。

「そっちの緑、脂を追加しました？　紺は箔の量を減らしているし。白は箔の種類が前と違う。橙は脂を変えたでしょう。さっき蓋を開けたばかりなのにもうくすんでいる。……前回の見本と比べますか？」

　化粧品に詳しい貴族は少ないし、品質を落としても誤魔化せると思ったのかもしれない。あるいは問題になってもダイの手落ちで押し通すつもりだったのか。担当者として初めて顔を合わせたとき、ダイが子どもだと勘違いして侮あなどったのだろう。

「打ち合わせ通りの数を、きちんと揃えてください」

　ダイは卓の上に置かれていた容器を取り上げた。ダイの手の平にも簡単に収まる、蓋に花模様を押し出した真しん鍮ちゅう製せいの平たい容器である。その嵩かさの半分ほどを指さして、きっぱりと言い切る。

「ここまでなら、中身を減らしてもいいです。あ、そのときお支払いは減らしますよ」

　何せ今回の経費もぎりぎりで回しているので。

「期日は前回の打ち合わせ通り。納品されたらすべて検品しますから。……よろしくお願いいたしますね？」

　ダイはにこりと笑って念押しをする。

　担当者はこわばった顔で首を縦に振った。

　彼を玄関まで見送って、ダイはすぐさま踵きびすを返す。向かう先は第四応接室である。

　収容人数は二十名ほど。壁の一面に窓が大きく取られた明るいその部屋にダイが入ると、卓の拭き上げをしていたティティアンナが、作業の手を止めて顔を上げた。

「お疲れさま、ダイ。商談どうだった？」

「何とかなりました……」

　ダイは緊張で詰めたままだった息をようやく吐いた。

「たぶん、ちゃんと納品してくれると思います」

　前回と今回の見本の差異を見抜いた点が、誤魔化しはきかないという先方への圧力にもなっただろう。

　ダイの回答に、ティティアンナはよかったね、と、笑った。

　商会に準備させている色粉は、夜会の参加記念品とする品である。

　口紅以外の色を肌にのせることを試してもらいたいと、化粧を余興に組み込んだものの、そもそも色粉は市場に多く出回っているものではない。上級貴族が下手に買い占めれば、下の階級の貴族は余興にのれず、夜会自体を欠席しかねないし、色粉を利用する劇場にも迷惑が掛かる。

　そこで今回は色粉の見本を一色、少量ずつ各家に配ることにした。

　正式な招待状と共に各家が表明する派閥の女王候補が決めた色を送付する。アリシュエルが紺、メリアが橙、クリステルが紫、シルヴィアナは緑。中立派にはマリアージュの色を送る。参加者は基本的にこの色を使ってくれればよい。

「それにしても、ダイもよく商談の窓口なんて引き受けたね。わたしだったら怖くて絶対に無理」

「いや、わたしも怖くないわけじゃないんですが……」

　こういった商談の窓口はたいていヒースが担う。ところが現在の彼は日常業務と夜会の根回し、ついでに金策で手いっぱい。そこでダイが彼に代わり、交渉を担当することになった。

　正直、おっかなびっくりである。

　色粉や道具を仕入れるため、職人と交渉したことは何度もある。しかし貴族街の商会相手に、とんでもない額の遣やり取とりをするという経験はさすがにダイも初めてなのだ。

「それでもやっぱり、成功させたいからには、できるかぎりのことをしたいなって思って」

　せっかくマリアージュが勇気を振り絞って発案したことだ。

　ダイがするような化粧を、広めたいと言ってくれた。その想いに応えたい。

「うん、そうだね」

　ティティアンナが微笑んで両手を広げた。

「とにかく、交渉がひと段落ついたなら、次はほかの家の子たちへの講義だね。ね、どうこの部屋。講義室としていい感じ？」

「あ、はい。そうでした……」

　ダイはこの部屋に立ち寄った理由を思い出した。室内の準備の出来栄えを確認するために、商談が終わって直行したのだった。

　明日からダイはこの部屋を使って化粧教室を開く。内容は筆で肌に色をのせる手ほどき。生徒は上級貴族およびマリアージュを後援する貴婦人の侍女たちである。

　色粉と同様に化粧師も存在する数は限られる。マリアージュが余興を企画したがために、彼らが貴族たちに拘束されるような事態は避けなければならなかった。劇場の運営に差し障りが出るからだ。

　かといって口紅しか塗ったことのない侍女が、誰にも教わることなく他人の顔に色をきれいに塗り、絵を描けるかと問われれば答えは否だ。そこで侍女へ手ほどきをしてほしいと貴婦人たちからダイに依頼が来たのである。

　この件はダイがミズウィーリから動かないことを条件にマリアージュが許可を出した。今日はティティアンナを監督役として、男衆に円卓や椅子、姿見などを運び入れてもらっていた。

　卓同士の距離、日当たりの角度、鏡の位置が邪魔にならないか否かを確認して、ダイは満足に頷く。

「うん、いい感じです」

「よかった。変更は今日中に言ってって、リースが。お茶とか、給仕の細かいところは明日の朝礼で申し送りするって」

「わかりました。ティティも忙しいのに、本当にありがとうございます」

　何せ二百名近い人々を招くものだから、今回の夜会における準備の量はいつもと桁違いである。

　夜会は日ごろ閉じている迎賓棟で行うため、当日に相応しく整えなければならない。備品や設備の点検もある。水道や灯り、倉庫関係の魔術調整を終えていて幸いだった。そうでなければもっと大変なところだった。

　今日のような商会や王城からの遣いが出入りすることも多い。彼らとの打ち合わせに呼び出されることもしょっちゅうである。

　何より、夜会の準備期間中も女王選の社交はしっかりある。その忙しい合間を縫って、ティティアンナたちはこの部屋を整えてくれたのだった。

　ダイの謝辞にティティアンナは明るく笑った。

「どーいたしまして。がんばろうね」

「はい！」

　ふたりで心意気を新たにして、拭き上げを手早く終わらせる。

　ティティアンナが掃除道具を片付けながら尋ねた。

「この部屋、鍵を掛けておいたらいい？　ダイはこれから確かマリアージュ様のところだよね？」

「明日、侍女の皆さんに使ってもらう道具類を運び入れてから出ようと思うので、鍵もらっていいですか。最後にわたしが掛けていきます」

「わかった。よろしく」

　ダイは鍵を受け取って退室するティティアンナを見送った。

　静かに出番を待つ部屋を改めて眺め、気合を入れて腕まくりをする。

「よし」







　マリアージュは頭を抱えていた。

　かつてここまで人がマリアージュの私室を訪れたことはあっただろうか。

　いや、ない。

「お忙しいところ申し訳ございません、マリアージュ様」

「次、こちらをご確認いただきたく」

「失礼いたします、こちらの案件についてですが」

　演奏の選曲。照明の種類。立食のみかそれとも着座の部屋を作るのか。提供する飲食物の数は。会場を飾る花は。装飾は。開演の舞踏は在りか無しか、云々。

　これまでのマリアージュはヒースがお膳立てしたものに許可を出すのみだった。

　ところが今回、マリアージュが発案した余興のせいで、細部を決める時間の余裕がヒースにない。結果、その役をマリアージュが担うことになった。

　そこまではいい。

　しかし、何事にも限度はあるだろう。

　決裁を待って積み上がる案件、襲い来る報ほう連れん相そうの山に、マリアージュは我慢ならずに絶叫した。

「ア──ッ！　もう！　次から次へと──!!」

　身体を起こした拍子に肘が当たって、資料が卓から豪快に落下していった。

　床にぶちまけられた資料を、ヒースが丁寧に拾い上げる。外回りから帰ってきて、商談の報告を行っていた彼は、呆れた眼差しをマリアージュに向けた。

「荒れていらっしゃいますね」

「ここまで忙しくなるなんて聞いてない」

　マリアージュは少し後悔している。

　余興をしたいと口にしたことを。

　やや置いて、ヒースが告げる。

「では、やめられますか？」

「……は？」

「準備に関わることを。余興自体は止められませんが、残りはわたしがいたします」

　正気か、この男。

　マリアージュは唖然としてヒースを見上げた。彼に気負った様子は見られない。マリアージュが逃げてもかまわないと本気で思っている顔だった。

「やめない」

　マリアージュは告げた。

「わたしがやると言ったの。いいものにしたいと言ったのは嘘じゃないわ」

　マリアージュはヒースが卓に積み直した資料を見た。使用人たちから準備について相談されても、なかなか決裁できないマリアージュのために、夜のわずかな空き時間を使ってダイが探してきたものだ。

　その想いを投げ捨てる自分にはなりたくはない。

「それにわたしだって、あんたにこれ以上の仕事を押し付けないだけの分別はあるわよ」

　ヒースが軽く目を瞠る。

「マリアージュ様にお気遣いいただくとは」

「わたしに喧嘩を売りたいの？」

「まさか」

　ヒースは否定したが、薄く笑っていた。冷笑ではないものの、小馬鹿にしている顔だ。おおかた、作業量に喘ぐわがまま娘に、日頃の溜飲が下がったのだろう。この程度で音を上げるとは、とでも思っているのかもしれない。

「ヒース」

　面白くない気分になりながら、マリアージュはヒースに問いかける。

「どうして今回の余興、してもいいって思ったわけ？　……すっごく忙しくなるって、あんたならわかっていたでしょう？」

　ヒースはマリアージュの案が招待客の流れの調整に役立つと評した。だが同時に数多くの根回しと準備が必要であることも、彼ならわかっていたはずである。

　本来、余興は行わなくてもよかった。なのにヒースは提案にのった。

　その、理由は。

　ヒースの回答を待たずに、マリアージュは追及した。

「それって──化粧に関わるもの、だったからよね？」

「えぇ」

　思いのほかヒースはすんなりと肯定した。

「化粧の価値を上げておきたかったのです。そうすればもう少し、幅広い方々と商談しやすくなります」

　アリシュエルにダイを貸し出すときもこの男は同じことを述べていた。

　しかし、本当にそうなのか。

　化粧への関心は確かに人の繋がりや話題の呼び水になる。しかしそんなもの微々たるものではないか。

（……ぜんぶ、建前なんじゃないの？）

　あるいはもしかすると、彼は自覚していないのかもしれない。

　本心、というものを。

　ヒースが化粧に執心する、本当の理由を。

　以前、マリアージュはヒースに、ダイの化粧が好きなのか、と、尋ねたことがある。彼は是否を答えず、やさしく笑って、美しいでしょう、とだけ言った。

　そのときと同じ眼差しをして、時折この男はあの娘と笑っている。

　彼のまとう頑なな空気が、少しずつ、根雪が溶け往くようにほどけていったその様を、この数か月、マリアージュはひそかに見ていた。

「ねぇ、ヒース。わたしが女王になれるって、あんたはまだ信じてるの？」

「なりますよ」

　ヒースは即答した。

　彼は重ねて断言する。

「あなたは、女王になります」

「……あんたがわたしを、女王にするから？」

「その通りです」

　ヒースの蒼の双眸にはいささかの揺らぎもない。必ず達成せねばならないと言わんばかりの、どこか切実な色だけが彼の目にはある。

　──かつて、マリアージュはヒースのことが憎かった。妬ましかった。父は娘のマリアージュより、彼をずっと傍に置いたから。

　ヒースの父への献身がわからなくて気持ち悪かった。その目を見るとき、底知れぬ洞を覗く心地になった。

　けれどもいまは不思議と何も思わない。

　ヒースは血も涙もない男ではない。ダイと違うかたちでマリアージュを支えている、ミズウィーリ家の重要な使用人のひとりである。

　そう、思っている。

「女王になったら、いまみたいに忙しいのかしらね」

「古来、多忙な女王もいれば、暇な女王もおりますね」

「ふぅん。でもま、あんたの仕事はなくならないでしょうね」

「えぇ。暇にはなれそうにないですね。やるべきことは山積していますし」

「あんた、もっと適当にやりなさいよ。使用人を働かせすぎで死なせるとか、絶対イヤ」

「……本当に、何か悪いものを召し上がってはいませんか？」

「だからソレはどういう意味よ？」

　主人の厚意ぐらい、素直に受け取ればよいのに。

　やはり好きにはなれないなと、内心で毒づいたマリアージュは、資料の山を指してヒースへ言った。

「とりあえずこれをどっから見ればいいのか教えなさいよ。だらだら報告なんてしなくていいから」







　報告と案件の仕分けを簡単にすませてマリアージュの私室を出る。

　その足で自身の執務室へ向かいながら、ヒースは妙な居心地の悪さを感じていた。

　まさかあのマリアージュが、人の仕事量を気にかけるようになるとは思っていなかった。しかも仕事の仕方の教えを直に自分へ乞うてきた。これまでになかったことである。

　落ち着かない気分の理由はそれだけではない。

　朝の商談もすんなり終わった。夜会を前に使用人たちの意欲も高い。誰にも足を引っ張られない。

　廊下を往来する人々から、気安く声を掛けられる。

　おかえりなさいませ、首尾はいかがでしたか、頼まれていた件、終わっておりますからね──……。

　半年ほど前と状況があまりに様変わりしている。

　だから、違和感を覚える。

「あ、リヴォート様」

　ヒースは明るい呼び声に視線を上げた。進行方向から歩いてくる化粧師の少女が見えた。

　すれ違いざまに足を止めて、彼女がぺこりと頭を下げる。

「お疲れ様です。外から帰って来ていたんですね。マリアージュ様のところに行かれていたんですか？」

「えぇ。いま報告を終えたところです。あなたもこれからマリアージュ様のところへ？」

「はい。手伝いに。お仕事、進んでそうでしたか？」

「いっぱいいっぱいになったらしく、叫んでいましたよ」

　主人が暴れる様を想像したのか、ダイが渋い顔でうわぁと呻く。

「案件の整理からしなきゃだめですかね……」

「それはわたしが簡単にしておきました」

「えっ、してくださったんですか？」

「あくまで簡単にですね。あと、解説はしていません」

「それ……本当にただ仕分けただけってやつですね……？」

　ヒースの回答にダイはげんなりとした様子で肩を落とした。

　彼女の言う手伝いとは書類仕事の助手のことである。

　マリアージュは夜会の詳細を詰めているものの、その最良が知識不足のせいでわからずにいる。かといって人手不足もあって執事を常に張り付かせるわけにもいかない。そこでダイがほかの業務の合間に助手を務めることにしたらしい。

　本音を述べれば、ダイは下手な執事よりはるかに出来がよい。高等教育の学習には躓つまずかず、過去の経験と物事を関連付けて考えることに長たける。何より、事業の何たるかを理解している。仕事を教えても、とても楽しい。

「あなたが付くなら安心ですね。マリアージュ様がおかしな数字を発注書に書くこともないでしょう」

「もー、リヴォート様はすぐそうやってわたしに圧力をかける」

　褒めたつもりなのに気に入らなかったか。彼女はわずかに口先を尖らせたあと、がんばりますけどね、と、苦笑した。

「リヴォート様はこれから執務室に戻りますか？」

「えぇ。部屋に不在でも、屋敷内にはいます」

「わかりました。じゃあ夜に、今日の商談の件で報告に伺います。あ、そうだ……」

　ダイが言葉を切って周囲を見回す。

　人の気配がないことを確かめ、内密の話でもあるのか、彼女は片手を口の端に当てた。

　ヒースは首を捻って腰を屈めた。

「グレインさんがすっごく香りのいい試供品のお茶、くれたんです。疲れが取れるらしいですよ」

　ひそ、と、少女のやわらかな声が耳をくすぐる。

　ヒースは同じく声を潜めて問い返した。

「疲れ？」

「ヒース、なんだか難しい顔をしていたから」

　しわが寄っていましたよ、と、彼女は眉間を指さした。

「持っていきますね」

「お茶は秘密なんですか？」

「実は。数がないので」

「なるほど。……では、何か合いそうなものを、見繕っておきます」

　ダイは甘味、とくに、貴族街ならではの繊細な菓子を好んでいる。夜の報告の折に茶請けに出してやると、わかりやすく嬉しそうにする。

　案の定、ダイはぱっと目を輝かせた。

　楽しみにしていますと笑う彼女と別れ、ヒースは真っ直ぐ執務室へ戻った。

　部屋の前には老齢の執事が立っていた。ゆったり一礼してくる彼に、ヒースは歩く足を速めて謝罪した。

「キリム。すみません。遅くなりました」

「いま参ったばかりです」

　お気になさらず、と執事長は微笑んだ。

　書類仕事の補佐に彼を呼んでいたのだ。立ち話をしていたせいか、待たせてしまっていたらしい。

　施錠していた執務室を開けて、ヒースはキリムを招き入れた。換気に窓を開ける彼を横目に、執務の席に着いて首元を緩める。

　外気が室内を循環し、ヒースは息を吐いた。

　優先事項の高い案件の書類を差し出し、キリムがヒースに問いかける。

「マリアージュ様のご様子はいかがでしたか？」

「真面目に取り組まれていましたね。わからないことが多いせいで少々、喚わめいておられましたが」

　キリムがおやおや、と、案じる顔をする。

「やはり誰か付けたほうがよろしいですかな」

「今日はダイがすでに付いています。彼女に任せておけば、大丈夫ですよ」

　人手が必要ならダイから相談があるはずだ。マリアージュの癇癪も彼女がいれば問題ない。

　今日の商談も、菓子を楽しみにする余裕があるぐらいだから、恙なく終わったのだろうなと、彼女の様子を思い返してつい笑ってしまう。

　ヒースはふとキリムから視線を感じた。机越しに佇む彼を見上げて首をかしげる。

「……どうしましたか？」

「リヴォート様も、抱え込みすぎなくなりましたな」

「……は？」

　キリムの発言の意図を図りかねる。

　胡乱な目をしたヒースに、キリムが穏やかに笑った。

「仕事を任せられる誰かを持つというのはよいことです……。あなたはもっと、わたくしたちに頼ってよかったのですよ。マリアージュ様を支え、ミズウィーリを守る。旦那様の遺志を継いだ者は、あなただけではなかったのですから」

　なぜ、そのようなことを、唐突に言い出すのか。

　何も言えずにいたヒースにキリムが苦笑する。

「申し訳ございません。……いまさら言うべきことではありませんでしたな」

「……いいえ」

　唇がしびれて動かない。

　ヒースは机上に落ちる自身の濃い影を無言で見つめた。

「やるべきことは多いですが、いまのように皆で取り組めば、いいものとなりましょう……。この度の夜会も──そして、女王選も」

　キリムがそう言って、窓の外へ視線を向ける。

　開け放たれた窓から、屋敷内の喧けん噪そうが届く。

　使用人たちの忙しない足音。何かを熱心に討議する声。人々の笑い──それらが庭からそよぐ風に乗って、草原の葉擦れのように空気を揺らす。

　室内は窓から差し込む光で溢れている。

「えぇ、きっと……そうですね……」

　ヒースがそう同意を返すと、キリムは年長者らしい鷹揚さで微笑んだ。

　いつの間にか窓辺に止まっていた鳥が、踊るように羽ばたいて空へと消えた。
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　当日は朝からよく晴れた。

　風は太陽と花の匂いを含んでかぐわしく、瑞々しい葉の緑に彩られた門を、馬車が次々と通過する。王城からの追加の人手。招待客の侍女たちの先入り。有事のときのために詰める医師たち。

　招待客は夕刻から。日が暮れなずみ、魔術灯が点された玄関口に、家紋入りの馬車が整列して、客人たちを吐き出していく。







「──ご報告を申し上げます」

　ダイが主人の肌を整える間、傍らでヒースが口上を述べる。

「王城からの人員、三十一名、厨房、警備、受付、広間ほか、要所に配置完了いたしました。ロドヴィコ先生もご到着。各家より派遣された医師の方々と、迎賓棟の小貴賓室に詰めておられます」

「女王候補の……先入りの侍女たちの反応は？」

「悪くはございません」

「そう」

　マリアージュは言葉少なくヒースに答えを返した。

　マリアージュとヒース、ふたりの打ち合わせを聞きながら、ダイは主人の化粧を進めていく。

　肌は雪せっ花か石せっ膏こうのそれに仕上げた。厚みがあっても光を透かし、爪で傷つけられるほどにやわらかい、あの特徴的な石の質感を、余分な皮脂を薄紙に吸わせて肌から取り去り、よく篩ふるった繊細な粉を丁寧に重ねることで再現している。

　今日はその肌を画布として、浮き上がるような花を描く。

　色は赤。余興で自らがまとう色に、マリアージュはその色を選んだ。

　ダイは色粉に満ちた玻は璃りの小瓶を、椅子に座るマリアージュへ手渡した。

「濃いめの赤にしました。紅玉を溶かし込んだみたいな、深みのあるとてもきれいな色です」

「何かちいさく光っているわね」

「招しょう力りき石せきの粉です。特注ですよ」

　この色粉はアルヴィナに作製してもらった。招力石は魔力を蓄積する効果を持った石である。ものによっては下手な宝石より高価であるため、入れてもよいかと尋ねられたとき、さすがのダイも目を剝むいた。

　ただ仕上がったものはまさしく、今宵の主人に相応しいものだった。

「目を閉じてください」

　ダイは薄紅の色粉をマリアージュの瞼に、目頭から目尻へ膨らみを持たせながら塗り広げた。続けてその色の膨らみに指で箔を塗り付ける。ざっくりと、豪快に、光を散らすように。

　頬紅は最小限。口紅は熟れた李すももの皮の色。ダイはその少し沈んだ赤で、衣装との調和を図りながら、化粧全体を引き締めた。

　化粧を進めるたびに感じ取る。

　マリアージュの緊張を。

　今宵の宴は彼女自身が創り上げたものだ。もしも参加者に、つまらない、くだらないと嗤わらわれてしまったらと、彼女はまだ見ぬ評価に怯えている。

　ダイは肩をこわばらせる主人に、筆の液量を調節しながら声を掛けた。

「大丈夫ですよ、胸を張ってください」

「あなたはひとつやり遂げた」

　ヒースがダイに続いてマリアージュへ告げる。

「誇ってください。何も恥じることはない」

　前を向いたマリアージュの顔の左半分。

　頬の高い位置まで赤の色粉で蔓を伸ばす。一輪、二輪と細かな花を咲かせる。

　眦まなじりから溢れ零れ落ちたような、花弁が豊かなばらの千花模様ミルフルール。

　その意匠は頑なな子どもの時分を脱却し、つぼみを次々と綻ばせつつある、マリアージュの姿そのものだった。

　化粧が終わり、ダイとマリアージュの身体に向けて、侍女が粉飛び防止の水を霧吹いた。彼女は続いてマリアージュの衣装から粉避けの布を取り払い、ダイの着ていた上着を正装のそれへ着せ替える。

　椅子から立ち上がるマリアージュに、ダイは手を貸しながら微笑みかけた。

「いよいよですね、マリアージュ様」

「はぁ、面倒くさいわね」

「何をおっしゃいますか。楽しい宴の時間ですよ」

「ヒース、心にもないこと言うんじゃないわよ」

　ダイは盛装の上着に袖を通した。侍女がマリアージュの裾を直している。ヒースは侍女の差し出す箱の中から仮面を取り上げていた。黒糸を編んだかのような、繊細な造りのものを三枚。

　その一枚を身に着けて、彼は先導に手を伸べる。

「さぁ、客人を迎えに参りましょう」

　──長い夜が、始まった。







　話にならない。

　それが女王候補マリアージュ・ミズウィーリに対する人々の評価だった。

　金も人もない上級貴族の最底辺。血縁は少なく、当主の代わりすら使用人に任せている。しかも《職人》は化粧師ときた。性格は悪く、彼女の乱暴に泣いて辞めた使用人が幾人もいるという。

　誰が王冠を戴いただくのかと賭けをすれば一番の大穴。逆を言えば誰も期待していない。

　その彼女の《夜会》の招きに応じた一番の理由は、皆、刺激に飢えていたからだ。

　仮面に派手な化粧。顔が半ば隠れているから、羽目を外しても言い抜けられる。

　さらに色粉の手配など、細やかな配慮が行き届いて、参加しやすいという点もよかった。

　何より、昨今のマリアージュは悪くなかった。余興にのってやってもいいじゃないか。そう思える程度には。

　彼女はアリシュエルのように美しくもなければ、メリアのように明るくもない。クリステルのような華はなく、シルヴィアナのような知性もなかった。

　マリアージュはあまりに凡ぼん庸ようで物を知らない。

　ただ、人の話をよく聞いた。

　対面した貴族の話に終わりまで耳を傾け、程よく相あい槌づちを打ち、たまに質問を口にしては、回答に感心した顔をした。

　わからない。なにそれ。ふぅん。そうなの。すごいのね。今度みせてくれないかしら。

　マリアージュはどれほど下の階級の貴族に対しても態度を変えず接した。彼女の衣装は昔の衣装の手直しが多く、新しく誂あつらえることすらできないのかという小馬鹿にした感情が、逆に女王候補に対する気後れを払ふっ拭しょくした。どうせ彼女は女王にならない。ゆえに下手を打ってもかまわないはず。招待に応じる人も少なかろうし──そんな気安さのもと、招かれた者たちは夜会に参じたのだ。

　だから、誰もが驚いた。

　早い時間にもかかわらず、あまりに多くの人が、会場にひしめいているという事実に。

「お集まりの皆さま」

　大広間の中央。装飾燭台の明かりの下。マリアージュが呼びかける。

「本日はようこそお越しくださいました。このようにたくさんの方々にお集まりいただけたこと、望外の喜びです」

　彼女の言葉は決して誇張ではなかった。

　みすぼらしい始まり方にならないように、開会の時間を入場に指定される出席者は多い。それでもたいていは代表者だけが先に足を運び、めいめい好きな時間に参加するものである。なのに広間に集まった人数を見れば、皆が行儀よく遅刻しなかったことは明白だった。

　さらに、だ。

「今宵はわたくしのお願いを快く聞き入れてくださり、お礼を申し上げます」

　誰もが全顔を覆わない仮面と、指定の五色から選んだ一色を身に着けていた。加えて女たちは化粧をしている。白粉おしろいと口紅だけではない化粧を、である。

　招待状に添付されたその余興内容に目を通したとき、誰もが眉をひそめたことだろう。なのに実際はどうか。広間に溢れる色彩を見れば、誰も彼もが全力で余興にのったことが窺うかがえる。

「……ご存じの通り、わたくしの《職人》は化粧師です。いつもと異なる色をまとうというのは、どうしてなかなか、心躍ること。ですが、新しい色への挑戦は勇気がいりましょう。今宵は皆さまが少しでも心を楽に、未知を体験できればと、この広間を大舞台に見立てました」

　仮面はその演出のひとつ。ここでは誰もが劇場の登場人物。少々、我を忘れても関係ない──ただし、体験してみたものが存外に楽しければ、日常にも取り入れられる。

「残念ながら、色は五色に絞らせていただいておりますが、制限を設けるからこそ、楽しめるものもございます。色の選定には、女王候補の皆さまがご協力くださいました。改めて、惜しみない感謝を」

　マリアージュが示した先で、四人の女王候補たちが優雅に腰を落とす。

　彼女たちに拍手を送りつつ、客人たちは思った。

《女王候補の夜会》に、彼らはこれまで招かれている。だが、競争相手に助力を請う候補はひとりもいなかった。当然だ。互いに敵対心を持っているし、何より後見たる親がそれを拒む。

　たかが色選びとはいえ、よく、協力を取り付けたものだ。皆、感心した。たとえそれはひとえにマリアージュが侮られているからだったとしても。

　マリアージュは実に堂々としていた。

　存在が夜に焚かれる火のように輝いていた。

　今日のマリアージュの衣装は、夕暮れの紅に星に満ちた夜空をそのまま被せたかのような、得も言われぬ色をしていた。天鵞絨ビロードに見紛うほど厚みのある朱しゅ子す織おりが、うつくしく煌めきながら彼女の足許にかけて広がっている。胸元には連ねた柘榴ざくろ石いしと魔術で時を止めた生花の花飾り。よく巻かれた艶つやのある髪は、花と赤の宝石を編み込んで束ねてある。

　繊細な仮面の端から覗く白い肌と、零れる花の精せい妙みょうな紅の絵が、彼女をより艶やかに見せていた。

　──彼女は、これほど、美しかっただろうか。

「どうか、この一夜をお楽しみください」

　マリアージュの呼びかけに、招かれた人々は拍手で応じた。

　やがてそれは彼女への喝采となって、会場を包んだのだった。







　開会の挨拶が終わって、楽団の指揮者が棒を振る。

　マリアージュが選んだ曲目は、軽やかな曲調のものが多い。会場内は魔術の光に煌々と照らされ、顔を隠す会にありがちな淫いん靡びさは欠片かけらもない。後続の客人たちも含めて皆、会場の明るい雰囲気に驚きつつ、同じ色をまとう参加者の下へ軽く手を挙げながら歩いていく。

「もう一室、遊戯室を開放したい？」

「はい」

　王城の助っ人たる女官が首肯する。ダイはううんと唸うなった。

「リースに依頼してもらえますか。いまならたぶん、裏の控え室にいるはずです。それから、えぇっと……キリムさんが本館にいるので、準備の依頼と……あと、追加の人手をお願いしてください」

「かしこまりました」

　給仕服の女官が丁寧に頭を下げて踵きびすを返す。その背が見えなくなってから、ダイは安堵に胸を撫でおろした。人に指示を出すことにどうにも慣れない。ダイは結局、社交があることを考慮してもらい、係の責任者になることを免除されたのだが、本当に助かった。

　参加者への挨拶回りに戻りつつ、ダイは会場を見回した。夜会は盛況だった。道理で遊戯室を追加しなければならないはずだ。それほどまでに人が残っている。皆、同じ色の組に分かれ、ときに別の色の組に混ざりながら、互いの珍しい姿を酒の肴さかなに、楽しんでいるようだ。

　ダイは胸中で呟いた。

（よかった……）

　マリアージュの努力がひとつ、報われた。

　きっとこれは彼女の大きな自信となるだろう。

「ダイ！」

「……アリシュエル様？」

　背後から呼ばれ、ダイは振り返った。親しげな微笑をたたえたアリシュエルの歩いてくる姿が見えた。

　彼女は今日も光が零れるような美しさだった。白の仮面は花弁を模した曲線を持つ優美なもの。淡い水色で縁取られた目尻に、紺で描かれた胡こ蝶ちょうが留まる。紺の小花を散らした金の髪を品よくまとめ、清楚な青の衣装を身にまとっている。

　ダイは彼女に丁寧に頭を下げた。

「今宵はお越しくださりありがとうございます、アリシュエル様。お礼を申し上げます」

「とんでもありません。さっきマリアージュにも伝えたのだけれど、こんな素敵な会にお招きありがとう。どうでしょう。似合いますか？」

　元より化粧に好意的だったアリシュエルである。満面の笑みで、紺に彩られた目許を示している。マリアージュの目論見通り、余興を楽しんでくれているらしい。

　ダイはうれしくなりながら頷いた。

「とてもよくお似合いですよ」

「ありがとう。本当に素敵な余興です。わたしを応援してくれている子たちと、さっきも話していたんですよ。口紅以外に色を付けるのも楽しいですねって。この間のお化粧のことも。羨ましがられてしまいました」

　ダイがガートルードまで赴いた日のことをアリシュエルは述べているのだろう。

　光栄です、と、彼女に応えながら、ダイは思い出してしまった。

　ガートルードの親子の異様な雰囲気。自身を人形と呼ぶアリシュエル。

　そして彼女が頬を染めて語った、恋。

　するりとダイの腕がアリシュエルにからめとられる。

　彼女は硬直するダイと腕を組んだまま歩き出した。

「アリシュエルさま、あの」

「──この間はごめんなさい」

　声をひそめてアリシュエルが言った。

　その表情は一変して暗かった。

「父のことも。……色々、驚かせてしまいましたね。怪我は大丈夫でしたか？」

「それは、はい。えっと……」

　ダイは言葉を切って周囲を一いち瞥べつした。ほかの客人たちとの距離を目視し、充分であることを認めて尋ねる。

「その、ロウエンとは、会えたんですか？」

　夜会の準備の多忙さにかこつけて、思い出さないようにしていた。ダイの友人と女王候補の許されざる関係。ロウエンはそれを断ち切りたがっているようだったが、アリシュエルは違った。彼に会いたがっていた。

　ダイの問いにアリシュエルは首を横に振る。

「まだです。……ですがきっと、すぐに会えます」

　その目は切望に潤んでいた。

　広間の出口付近で、アリシュエルはダイを解放した。

「信じてほしいのだけれど、ダイに来ていただいたのは、本当に化粧をしてほしかったからなの。出来ればまた、お願いしたいです」

「それはちょっと……遠慮したいです。マリアージュ様の機嫌、すごく悪くなりますし」

　マリアージュは二度とダイを貸さないと息巻いていた。アリシュエルが無理を通せば、主人は確実に暴れて手が付けられなくなる。なので最初から招待しないで欲しい。

　ふっと、アリシュエルが笑いに噴き出した。

「ダイって……正直すぎるって、言われません？」

「えーっと。まぁ、たまに。……すみません、お気を悪くされていたら」

「わたしは平気。むしろマリアージュの話を聞けて楽しいです。そうね。あなたを何度も借りたら、マリアージュは怒ってしまいますね。わたしのこと、嫌いだから」

　正確に述べれば、嫌っているのではない。

　マリアージュのアリシュエルへの感情は複雑だ。嫉妬、羨望、憧どう憬けいもある。同じ女王候補でありながら、立場が異なりすぎて、距離を図りかねている。

　だが、アリシュエルはそうではないのだろう。

「アリシュエル様は、マリアージュ様のこと、お嫌いではないんですね」

「どうしたら嫌いになれるの。あれほどやさしい人を」

　ダイはアリシュエルを見返した。ダイの主人をやさしいと評する人を初めて見た。

　アリシュエルが不思議そうに首をかしげる。

「あら、ダイは知らない？　マリアージュがやさしいって」

「知っています」

　マリアージュは短気で、すぐに怒鳴るから、誤解されやすい。だが、他人の意見を無碍にはしない。他を思いやれる、やさしい人だ。

「偽りばかりのこの世界で、あの人はとても、真っ直ぐでしょう」

　嬉しそうに破顔してアリシュエルは言った。

　彼女が広間を振り返る。

　その先にはマリアージュがいる。彼女は緊張を滲ませながら、今宵の女主人を務めている。

　その姿をアリシュエルは眩しそうに見た。

「他に媚こびない、彼女の強さが羨ましい」

　続けて彼女はダイをその目に映す。

　ひどく、空虚な目だった。

「あなたみたいなお友達が、傍にいることが羨ましい」

（この人は）

　独りなのだ、と、ダイは悟った。

　上級貴族の最高位、ガートルード家の長子であり、最有力の女王候補ともてはやされ、誰もが羨む美と聡明さを兼ね備えながら、独りなのだ。

　ダイが初めてミズウィーリに足を踏み入れた日、自分は誰からも見向きされないと喚わめいていた、マリアージュと同様に。

「ずっと傍にいてあげてくださいね」

　アリシュエルはそう言い残して、ダイの前から去っていった。







（……どうしよう）

　客人に挨拶して回る最中も、ダイの頭はアリシュエルのことでいっぱいだった。

（このまま、放っておいていいのかな）

　次が最後──その言葉をアリシュエルに伝えて終わりだったはずだった。ふたりのことを思うと胸は痛む。ただダイが介入する余地はないと思えた。

　しかし、あのアリシュエルをそのままにしてよいものだろうか。

　おそらくロウエンは本当に、彼女にとって唯一なのだ。

　彼は故郷に帰るのに。

（ヒースに、話しておけばよかった）

　ふたりの関係を知った日の夜に、話すべきだったのかもしれない。

　ただあのときは黙っていることが最良に思えたのだ。

（だめだ）

　アリシュエルの虚ろな目が、眼まな裏うらに焼き付いて離れない。

（いまからでも、話さないと）

　ヒースはダイの友人を駒とするだろう。けれどそれ以上に、アリシュエルをこのままにしておくことの方が恐ろしい。孤独を抱えた人間が、溺れた恋に破れたとき、何をしでかすかわからない。聡明な芸妓が意中の客を奪った妹分に切りかかり、彼と心中を図るさまもダイは目にしてきたのだ。

　杞き憂ゆうかもしれない。

　それでも、何かあってからでは遅い。

（ヒースはどこ？）

　ダイは広間を見回した。だがヒースらしき男の姿は大広間に見当たらない。そもそも今宵は仮面舞踏会。常以上の絢けん爛らんさが人の識別をいっそう阻む。鮮やかな五色が花のように溢れ、軽快な音楽と笑いが、ヒースの声を拾おうと試みるダイを邪魔し続ける。

　ダイは大広間を壁に沿って一周した。方々に設けられた半個室や、遊戯室、休憩室にも顔を出す。使用人たちの控え室に、医務室も順々に覗き見た。

　そして──……。

　外庭に、人の影。

　ダイは足を止めた。

　外庭は警備の兼ね合いで立ち入り禁止となっている。見回りは担当の衛兵のみのはず。

　だが、その人影は、明らかに盛装していた。迎賓棟から漏れる明かりと夜闇の縁に立っている。

　男だ。ヒースではない。髪は黒。襟を紺の絹で締め、白の仮面で顔の上半分を覆っている。

　目が合った、と、思った。

　男が仮面をゆっくり外して微笑む。

　現れた顔にダイは愕然として呻うめいた。

「……ロウエン？」







『話をしたいの』

　宴も後半に差し掛かり、ひと足先に帰る客人たちも出始めたころだった。アリシュエルがマリアージュに時間が欲しいと希望した。ほんの少しでいい。ふたりきりで、と。

　突っぱねてもよかったが、アリシュエルの様子がどこかおかしい。マリアージュは仕方なく、護衛や付き人に見守られ、かつ、彼女の希望を叶えられる、東屋を待ち合わせ場所に指定して足を運んだ。

　迎賓棟の中庭にある瀟しょう洒しゃな東屋だ。ミズウィーリがまだ時の女王から寵ちょう愛あいを受けていたころの作らしい。六角屋根とその壁面は玻は璃り製で、真鍮の円卓と椅子が並ぶ。

　その一脚に腰掛けて、アリシュエルは待っていた。

　玻璃の扉を開いて東屋に踏み込み、マリアージュはアリシュエルの対面に腰を下ろした。仮面を卓の上に置いて、苛立ちもあらわに問いかける。

「話って何なの？」

　同じく仮面を外したアリシュエルが、面おもてを上げてマリアージュに答えた。

「女王選も終わりに近いでしょう？　女王候補の皆に、尋ねておきたいことがあって。……皆にはもう聞いたの。あなたが、最後」

「はぁ。女王選の意気込みでも訊くの？　っていうか、ご苦労ね。皆に声を掛けて回って」

「えぇ。でも、わたしが本当に話したいと思ったのは、あなただけ」

　アリシュエルが自じ嘲ちょうめいた嗤わらいを浮かべる。マリアージュは眉をひそめた。はたして彼女は、このような笑い方をする娘だっただろうか。

　マリアージュの知るアリシュエルは、どのような局面であっても余裕の笑みを絶やさぬような、超然とした娘だったはずだ。

　マリアージュは胡う乱ろんな目で彼女を見て追及する。

「……で、本題は？」

「女王選の、その先について」

　神妙な声音でアリシュエルは答えた。

「ね、マリアージュ。あなたは女王になれたとしたら、どんな国を作っていきたい……？」

「……は？」

　想定外の問いだった。

　マリアージュは困惑しながら彼女に応じた。

「そんなこと、考えたこともないわよ……」

　女王になれるかすら怪しいのに、なったあとのことを思索したりするものか。

「だいたい、国にどんなもこんなもあるの？　国は国じゃない」

「あるはずなの。だってわたしたち、この国をよりよいものにするために、女王の座を競っているのよ」

「より、よい……？」

「そうでしょう？　よりよい国にするために、よりよい女王を選ぶ。それが、この《女王選出の儀》の、意義のはずだもの。……違う？」

　マリアージュは答えられなかった。

《女王選出の儀》は、なぜあるのだろう。

　女王選は回りくどい儀式だ。女王が不在になってから、王城を一年間も閉じて行う。選出された女王候補が等しく争えるように援助まである。

　なぜそこまでするのか、と、一度は考えたことがある。

　しかしそれ以上、考えは及ばなかった。

　マリアージュにとって、女王選とは単なる慣例。女王が崩御し、その次を担う娘がいなければ行われる儀式。それだけだったのだ。

　アリシュエルが懇こん願がんする。

「教えて。どんな国を作りたい？」

「あんたそれ、皆に訊いて回っているわけ？」

「えぇ」

「それを訊いてどうするのよ？」

「確かめたいの」

「……何を？」

　アリシュエルは緩やかに首を横に振って口を閉ざした。マリアージュの問いに答える気はないようだった。

「悪いけど、わからないわ」

　マリアージュは正直に告白した。

「そもそもわたし、女王になれるなんて思ってないし」

「えっ……？」

　アリシュエルが弾かれたように顔を引いて瞬いた。

「女王に、なりたくないの……？」

「なりたくないわけじゃないわよ」

「なら……どうして？　だって……今日だって、こんな素敵な会……他人任せじゃできない。それぐらい、わかります。いくらリヴォート様が優秀だって限度がある。曲も料理も何もかも。皆が楽しんでいるのは、全部マリアージュが真剣に頑張った結果でしょう？　女王になるために、したのではないの？」

「──あんたたちがいるんだから無理でしょ、女王なんて」

　アリシュエルから顔を背けてマリアージュは吐き捨てた。

『あなたを女王にいたします』

　ヒースはそのように断言する。彼は本当に有能だ。交渉にも長けている。もしも彼が別の女王候補に仕えていたなら、その言葉通りになっているだろう。

　けれど彼が仕える家は上級貴族十三家の最下位、ミズウィーリである。どう逆立ちしても、ガートルードの権勢にはかなわない。

　仮にほかの女王候補が結けっ託たくし、アリシュエルを蹴落としても、玉座は彼女らいずれかのものであって、マリアージュに付け入る隙はない。

「わたしが女王選に臨むのは、女王選が終わったあとも、いままでと同じように暮らしていきたいから」

　女王が選出されれば、女王候補に与えられた様々な援助は打ち切られる。それまでにミズウィーリ家を《上級貴族》に留めておくための支持や繫つながりが欲しかった。

　そしてそれらを得るためには、女王選を活用する道が最善だ。

　マリアージュはアリシュエルに告げた。

「うちが倒れたら、困るのがいるみたいなのよね」

　ローラたち古くからの使用人も、ダイも、きっとヒースも、居場所を失う。

「わたしも困る。誰かに仕えるとか、絶対に無理。だから、上級貴族でいられるように、最低限のことを、することにしただけ」

「そう、なの……」

　アリシュエルが消沈する。

　マリアージュは内心で嘆息した。彼女は自分に何を期待したのか。

（どういう国、か……）

　女王選と同様に考えたことはない。

　国、とは、そもそも、何だ。

（国、は、デルリゲイリアよね……。じゃあ、いま住んでいるここが、どうあってほしいか？）

　アリシュエルは国をよりよくするために女王選はあると述べた。

　よりよくも何も、この国がよいと思ったことは欠片もないが。

　自分は生まれてこのかた、ずっと居心地が悪かった。

　そのとき、ふと思った。

「──存在を、蔑ないがしろにされないのが、いいのかしら」

「え？」

　アリシュエルが声を上げる。回答を期待する彼女の表情に、マリアージュは慌てて弁解した。

「いい？　思い付きよ。思い付き。これが答えとか言わないで。国がどうかとか、わからないんだから」

「う、うん」

「ただ……軽んじられたりするのは、いやよねって思って」

　ダイは化粧のために赴いたガートルードで乱暴な扱いを受けて帰宅した。ヒースも社交先で不快な思いをしないわけではないだろう。口に出さないだけだ。そのことにマリアージュはようやく気づいたのだ。

　自分のものが傷つけられても抗議ひとつまともにできない。そのような身分は絶対にイヤだ。

　生き方を強要されることは苦痛だ。存在を、認められないことも。

　ダイが現れるまで、マリアージュと正面から向き合う者はいなかった。

　それまで、とても辛かった。

　だから。

「女王になったら、そういうのが、ないところにしたいと思うわ」

　さすがにあまねくすべての幸いまでは願えない。

　しかし少なくとも、自分の周りの人間が、鬱うっ陶とうしい顔をしなければいいと、マリアージュは思う。

「ありがとう、マリアージュ」

「気が晴れた？」

「えぇ、ようやっとわかった」

　アリシュエルは明るく笑った。

「あなたこそ、女王になるべきだって」

　マリアージュは目を剝いた。

「アリシュエル、あんた、どう……」

「わたしは、女王になれない」

　今度こそマリアージュは絶句した。

　何を言い出すのだ、この娘は。

　アリシュエルが困惑するマリアージュの肩を鷲わし摑づかむ。

「マリアージュ、聞いて。わたしは何も思えなかったの。この国の未来に、何も願えなかった。両親や、妹たちの幸せさえ、祈れない……」

　マリアージュの肩を激しく揺さぶって、最有力の女王候補は絞り出すように叫んだ。

「そんな人間に、女王になる資格はない──……！」







　迎賓棟から離れる男を追い、ダイが辿り着いた場所は、本館にほど近いばら園の入り口だった。

「ロウエン！」

　立ち止まった男に追いついたダイは、上がった息を整えながら問いかける。

「いったい──どうやってここに……？」

「僕は花はな街まちの医者だよ、ダイ。……伝手はいくらでもある」

　花街には貴族も訪れる。

　ロウエンの患者は芸妓だけではない。花街で体調を崩したことのある客なら、一度は彼の世話になっている。

　ようやっと思い至って、ダイは友人を改めて見た。

　東方人の優男。当たりの柔らかい雰囲気は変わらない。しかしきちんと身なりを整えて盛装した彼は、佇まいからして貴族の青年にしか見えなかった。

　彼はダイに微笑んだ。

「ありがとう、ダイ。アリシュエルに僕の言葉を伝えてくれて」

「ロウエンは、いつ、わたしが……こっちにいると？」

「前々回、ミゲルの店で君と会ったときだ。あのとき君は、ヒースを仕事先の人だと言って、僕に紹介したろう？　そのときに、もしかしてと思った。……アリシュエルに聞いていたからね。上級貴族最下位のミズウィーリ家。どこからも蔑まれていたその家の娘を、女王候補にまで押し上げた有能で美しい青年。加えて、ミズウィーリ家は女王候補の《職人》に、化粧師を雇ったというじゃないか。照会すれば、すぐにわかった」

　ダイを引き抜きに来た白はく皙せきの美丈夫。ダイが花街を出た時期。最後にマリアージュの化粧師の名前。この三つを調べればよい。

「……本当に、ロウエンは、アリシュエル様の恋人なんですか？」

「本当だよ」

　ダイの問いにロウエンは肯定を返した。

「いや、でも、だった、だね。さっき、最後の話をした。僕らは別れたよ、ダイ」

「アリシュエル様は……納得されたんですか？」

　ロウエンに会える、と、口にするアリシュエルの顔を、ダイは思い出した。彼女は恋しい顔をしていた。

　ロウエンが苦笑する。

「納得は……していなかったかな。でも、これが最善だと、じきにわかる」

「最善……？」

「アリシュエルは貴族だ。それもこの国で最高の権力を誇るガートルード家の長子。女王に最も近しいといわれる娘だ。たとえ彼女の夫になれたとしても、権けん謀ぼう術じゅつ数すうに詳しくない僕では、彼女はおろか、自分自身の身すら守りきれない。僕は彼女を不幸にするだろう」

　身分違いの恋。大いに結構。けれどそれで幸せになれる者はひと握りだ。

　だから別れるのだとロウエンは言った。

「たとえば……連れて、逃げられないんですか？」

　アリシュエルは女王という地位を切望しているようには見えなかった。彼女の心にはロウエンだけがあるように思えた。

「それはできない」

　ロウエンははっきりと断言した。

「僕は彼女にすべてを捨てさせることなんてできない」

「すべて？」

「そう、すべてだ。……逃げるとなれば、僕の国に連れ帰ることになる。僕の故郷は東の果て。このデルリゲイリアから、最も遠い国だ。そこに彼女を連れ去るということは、彼女にいまの地位も名誉も財産も、女王になりうる未来も、なによりも両親と弟てい妹まいを──家族を、捨てさせるということになる」

　ロウエンが迎賓棟に視線を向ける。

　アリシュエルを思っているのか。彼は目を柔らかく細めた。

「ダイは知っているかな。女王選のこともあって、アリシュエルは両親と少しすれ違っている。でも口ではどのように言おうと、彼女は家族を愛している。どんなに離れても、僕が両親や弟妹を、忘れなかったように」

　ロウエンは愛情深い男だ。

　家族を愛し、愛されてきた。だから遠路はるばる、海を渡って、弟が迎えにやってくる。その出自に裏打ちされた彼の愛情深さややさしさが、花街でたくさんの人を救ったことも知っている。

　ダイは救われたひとりだった。

　アリシュエルもきっとそうなのだろう。

　ロウエンが自嘲の笑みを浮かべる。

「彼女を連れて逃げない僕を、臆病だと君は嗤う？」

「……わかりません」

　アリシュエルが家族を愛しているか、ダイにはわからない。だから彼女が家族とロウエン、どちらを捨てた方が幸せか、ダイには判別がつかない。

　ただひとつわかることは、アリシュエルはロウエンを選べば、生き方のすべてを覆さなければならないという点だ。

　ロウエンと共に生きれば、大勢に傅かしずかれる生活はきっと望めない。ロウエンは医師を育てる教師になるべく戻るのだから。

「アリシュエル様を置いていって、ロウエンは幸せになれるんですか？」

「きっと、泣くだろうね」

　はは、と、ロウエンは笑った。

「でも、僕はアリシュエルを守りたい。何も失わせたくないのに、僕は彼女に何も与えてあげられない。僕は彼女の無限の可能性を奪ってしまう。僕は──彼女にとって、邪魔だ。僕は彼女を、愛しているんだよ」

　確かに、輝かしい誉れと財産を、家族を、アリシュエルの手に残すためには、ロウエンは障害となる。

　けれど、ロウエンを恋人と呼んではにかみ笑った、アリシュエルはその結末で本当に幸せになれるのだろうか。

　──自じ暴ぼう自じ棄きに、なりはしないだろうか。

「いまの話、全部、アリシュエル様にしたんですか？」

「したよ。でも、わかってもらえなかった」

「だったら……もう一度、話し合えませんか？」

　ダイはロウエンに言い募った。

「別れるか、別れないか。どちらが幸せかなんてわからないですよ。いま、ちゃんとお互いが納得していないことの方が不幸なんじゃないですか？　アリシュエル様は馬鹿じゃないです。ロウエンの心配していること、全部を話して、それでもロウエンといたいなら、それがアリシュエル様の真実なんじゃないんですか……？」

　このままでは結局、アリシュエルの未来に暗い影が差すだろう。

「そうだね……」

　ロウエンが目を伏せて頷く。

「でも、もう、難しいかな。……僕は貴族街に出入りしすぎた。今後は──……君にも、警戒されるだろうしね、ヒース」

「えっ？」

　ダイは勢いよく背後を振り返った。

　ヒースはここにいないはずだ。

　だから一瞬、見間違いかと思った。だがダイのすぐ後方に立ち、ダイの腕を引き寄せた男は確かに、ミズウィーリ家の当主代行、ヒース・リヴォートだった。

「な、なにしているんですか!?　ヒース」

「それはこちらの科白せりふです」

　つい敬称を忘れたダイに応じるヒースの声音は暗い。

「わたしはあなたの交友関係をとやかく言うつもりはありませんが、仕事中に男とふたりで抜け出て、逢い引きとはいい度胸ですね」

「あいっ、ち、違います、わたし」

「ならいったい何をしている？」

　一言一句、彼の言葉のすべてに怒気が滲んでいる。

　ダイは上手く理由を述べられず、あ、う、と、呻いたあとに力なく項うな垂だれた。

「ご、ごめん、なさい……」

　ロウエンにつられて追いかけてしまったが、勝手に持ち場を離れるべきではなかった。ヒースが見当たらないのなら、ほかの誰かにでも報告しておくべきだったのだ。

「ごめん。あまりダイを責めないでやってくれるかな」

　申し訳なさそうに眉尻を下げて、ロウエンがダイたちの会話に割って入る。

　ヒースはロウエンを睨んで詰きつ問もんの矛先を向けた。

「あなたはなぜここにいる？」

「なぜ、とは、お言葉だね。僕はついさっきまで、医務室で働いていたというのに」

「ロドヴィコ先生の……？」

　ヒースが愕然とした声で呻く。ダイも彼の腕の中で驚きに瞬いた。

　ロウエンは招待客に紛れていただけではなかったのか。

　敵意はないと示すように、ロウエンが諸手を挙げる。

「ちょっと懇こん意いにしている旦那様の推薦で、助手として混ぜてもらったんだ。先生当人は何もご存じないよ」

　夜会では体調不良者がよく出る。紳士は酒の悪酔い。婦人は矯きょう正せい下着の締めすぎで。だから会場には医師が必ず詰めている。今日は来場者の人数が多いので、ロドヴィコの伝手で助手を雇い入れてもらっていた。

　警戒を剝き出しにしてヒースが唸る。

「あなたは花街の医者のはずだ。何しに潜り込んだ？　……彼女を連れ出した、理由は何だ？」

「ダイを利用しようとしたわけじゃない。……僕はお礼を言うために、その子を呼んだだけ」

「お礼？」

「伝言を頼んでいたんだ。アリシュエルにね」

「……は？」

　ヒースが唖然とロウエンを見返す。

　ヒースの顔色を目にするなり、おかしそうに笑ったロウエンは、先ほどの言葉を繰り返した。

「アリシュエルだよ。アリシュエル・ガートルード」

「……なぜ、あなたとアリシュエル様が？」

「恋人同士、なんだそうです……」

　ダイはロウエンの代わりに答えた。

　ヒースが驚愕して呻く。

「……何ですか、それは？」

「事情はダイに聞いてくれるかな」

　ロウエンがヒースに告げる。

「あぁ、念のために言っておくけど、ダイは間者じゃないからね。花街を出てからの生活について、僕は何ひとつダイから聞いていない。僕がアリシュエルから聞いたことを伝えてもいない。……ダイは僕らふたりに無理やり付き合わされた、あわれな被害者だ。どうか責めないであげてくれないか」

「それは事情を聞いてから考えます」

　ヒースが鋭い声音でロウエンの要望を撥はね除のける。

　ロウエンは苦笑した。

「厳しいね。……ごめんね、ダイ」

「謝るならロウエンからもヒースに説明してくださいよ！」

「それは無理だ。……僕はもう、行かなくては」

　ロウエンがおもむろに小指の長さほどの棒を取り出してぱきりと折る。

　刹せつ那な、蜜のように甘い香りが鼻についた。

　ふっと、ダイの足から力が抜ける。

　そのまま崩れかけたダイをヒースが片腕で支えた。

「ダイ!?」

「……あれ、君は慣らしているのかい？」

　ロウエンは不思議そうにヒースを見て、まぁいいか、と、呟いた。

「大丈夫だよ、ダイ。毒性はない。すぐに切れるから」

「ロウエン……！」

「僕は女王選の終わりまでいるつもりだから。……また会おうね」

「待ちなさい！」

　ヒースの静止を背にロウエンが走り去る。

　彼の姿はあっという間に闇夜に紛れていった。

　ロウエンへ伸ばしていた手を引き戻し、ダイは自分を抱える男を仰いだ。ヒースはロウエンが去った方向を見つめている。

　その顔は一見、落ち着いているように見える。

　だが。

「全部……説明して、もらいますよ」

　ダイに要求する声は低く、暗い。

　これ以上ないほど、怒っている。

「はい……」

　やはり最初にすべて説明しておけばよかった。

　ダイは激しく後悔しながら弱々しくヒースに頷いたのだった。







　人が出払って静かな本館にふたり分の足音が響く。

　警備にロウエン捜索の指示を出し、ヒースはダイを彼の執務室へ連れていった。彼は早足の勢いそのままに、ダイに先んじて部屋を縦断し、執務机の天板に両手を突く。

「──……だいたいの事情はわかりました」

　背を向けたまま話を聞き終えて、彼は尖った声音でダイに告げた。

「あなたも混乱していたのでしょう。いまはまだ何も起きていない。相談がなかったことは不問にします。ですが──いいですか？」

　と、ヒースはひと呼吸おいて念押しした。

「わたしは言いました。女王選も終盤。女王候補を妨害するため、《職人》に危害を加える輩やからもいると。気をつけろと……言ったはずです！」

　化粧をするために行ったガートルード家から戻ってきた日の夜のことだ。ヒースに忠告されたことを、ダイは思い出した。

　ダイは震える声で謝罪した。

「すみません……」

「あなたは注目を集めています」

　項垂れたまま、ヒースが呻く。

「異物を排はいしたい。それだけの理由で嫌がらせをする人間はごまんといる。今回はロウエン当人でした。けれど、もしも彼当人ではなかったとしたら？　あるいは、あなたの知人を装った、別の誰かかもしれなかった……。たまたま見かけてよかった。迎賓棟からあなたたちが出て行く姿を見て、背筋が凍りました。もっと、警戒しなさい」

　ばん、と、ヒースが机の天板を叩く。

　ダイは身を縮こまらせて、彼の叫びを聞いた。

「何かがあってからでは遅いんですよ……！」

　ヒースが深く息を吐く。

　机に押し付けられた彼の拳が震えている。

　彼のかつてない怒気に当てられて、その輪郭がダイの視界の中で白くぼやけた。

「すみません……。リヴォート様。ごめんなさい」

　熱が喉の奥から迫り上がってくる。

　ダイはかたく目を閉じて涙を堪えた。泣いて許されるものではないとわかっている。だが、辛かった。ヒースはダイに一瞥もくれない。

　今回の行動は軽率だった。浅はかだった。

　彼に失望されたかもしれない。

　怖い。

　どうすればいいのかわからない。

　ダイはただ、謝罪を繰り返すことしかできなかった。

「申し訳ありません。すみません。本当に……ごめんなさい。ヒース……」

　ダイは前で固く手を握り合わせ、逃げ出したい気持ちを堪えた。

　何度目かわからない謝罪の言葉が虚しく響く。

「すみませんでした──……」

　重苦しい静寂が室内を支配して、どれぐらい経ったころだろう。

　背筋を正したヒースがようやっと振り返る。

「ダイ」

　と、彼は呼んだ。

　机に腰を預けたヒースの顔が薄暗がりにぼうと浮かぶ。

「こちらへ来なさい」

　温度のない蒼の目でダイを捉え、彼がおもむろに手を差し出す。

　ダイの身体が躊ちゅう躇ちょにこわばった。

「あの、でも」

「いいから」

　来なさい、と、命令を反復されて、ダイはゆっくりその距離を詰めた。

　ヒースの腕が持ち上がる。

　一瞬、叩かれるのかと思った。しかし予想に反してダイの後頭部に回った彼の手は、そのまま頭を弱い力で彼の下へと引き寄せた。

　ぽす、と、額が彼の胸元に当たる。

　背をゆっくり、一定の拍子で叩かれる。

　泣く子をあやすような、その仕草。

　ダイが困惑に見上げると、ヒースは困ったような顔をして──けれど、もう怒ってはいなかった。

　堪えていた、涙がこぼれる。

　ダイはヒースの服を震える指で摑んだ。

「ごめんなさい……」

「あなたはもう充分に謝りましたよ」

　ヒースはそのように言うが、何事もなかったからこそ、謝罪だけですむのだ。

　言葉を継げずにいるダイの背を、ヒースがぽんと軽く叩く。

「次から気をつけてくださいよ」

「わかっています。……ヒース」

「ん？」

　応じるヒースの声はやわらかい。

「わたしのこと、嫌いになりました？」

　彼の身体に触れている額を、無意識にもっと押し付ける。

　男の体温を近く感じながら、ダイは強く思った。

　嫌われたくない。

　ヒースがおかしそうに噴き出す。

「まさか。なぜそんなことを訊くんですか？」

「いつも、迷惑を掛けてばかりだなって思いまして……」

　ミズウィーリに来てから今日までヒースに負担を掛け通しだ。さすがに今日は愛想が尽きたかもしれない。

「あなたはよくやっています。嫌いになんてなりませんよ」

「……ほんとう？」

「なれない」

　ヒースの手がダイの背を離れて頤おとがいをすくい上げる。

　ダイを上向かせた彼は苦い笑みを浮かべていた。

　彼の指がダイの顎から順に顔の輪郭を滑る。冷えたその手がダイの頰を包み、その親指の腹が目許をゆるりと拭った。

　結晶化した涙が彼の指先に擦られ、ぱらぱらと零れ落ちていく。

　ダイは目を閉じた。

　大きな手が、

　冷えた指先が。

　ダイの髪をさらりと梳すく。顔の輪郭を滑り下りて、再びダイの頰を、この上なくやさしく包み込む。

　男の触れている個所を中心として漣さざなみのように広がる。

　心地よい虚脱が、身体を蝕むしばんでいった。

　靄がかった意識の彼方、身を丸めて眠っていた何かが、瞼を薄く押し上げる。

　──……これは、なに。

　いったい、何なのか。

　甘やかな、このしびれは。

「……ヒース？」

　喘ぐようにダイが呟いたその刹那。

　ぎしりと、身体が軋みを上げた。

「……!?」

　ダイは目を見開いた。

　何が起こったのかわからなかった。

　我に返ったとき、ダイはヒースの腕の中だった。

　身じろぎすら許されない力で、ダイは彼に抱かれていた。

「ヒー……っ！」

　ますます強く掻き抱かれ、声はヒースの胸に消しつぶされる。彼の吐息が首筋を掠めた。生温かな温度。全身の肌がざっと粟あわ立だつ。

　男の手のひらが背をゆっくり撫でおろし、その指先が腰の線に触れる。

　未知の感覚に心が追い付かない。

　ダイは助けを求めてヒースを仰いだ。

　ヒースもまたダイをその目に捉える。

　いつもなら冷淡さすら宿す蒼の双眸。

　それが熱にまみれて、ダイを見ていた。

　ダイは思わずヒースを突き飛ばした。あっけないほど抵抗なく、彼の身体は離れていった。

　よろめきながら後ずさり、ダイはヒースを見つめた。

　彼は机の天板に浅く腰掛けて微動だにせずにいる。

　ただ、行け、と。

　無言のまま蒼の目で扉を指し示した。

　気がつけば逃げるようにダイは部屋を出ていた。

　廊下に転がり出て、自室へ駆け出す。本当なら迎賓棟に戻らなければならなかった。なのに、ロウエンのことも含め、何もかもが頭から消し飛んでいた。息を切らして自室に真っ直ぐ駆け込んでいた。

　閉めた扉に背を預け、ずるずるその場にへたり込む。

　ダイは膝を抱えて、自分の手を見つめた。

　手は小刻みに震えている。

　怖かった。

　だがそれはヒースに対してではない。彼の力も、行為も、何も怖くなかった。ただただそれを心地よいと感じ、彼の瞳に宿った熱に、歓喜が噴き出した。彼の存在を渇望していた。

　そんな自分自身に戦せん慄りつしたのだ。

　呼吸困難に陥りながら頭を抱え、喘ぐようにしてダイは呻いた。

「なんなんですか、これぇ……」
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　なぜ、と、男は常に思っていた。

　なぜ、主神かみは我々を呪い給たもうた。

　なぜ、自分は正統な血筋に生まれたというのに。

　ここが海を越えた土地であったなら、己はそれを手に入れられたのに。

　叶わぬ夢。喉から手が出るほど欲しても、男にはそれが与えられない。

　だから、男は人形を用意した。

　完璧であるよう成形した。

　造形は美しく、所作は嫋たおやかに。

　ただ、利発すぎた。

　踊ればいいだけの人形は、頭上の糸を切りたがった。

　もはや踊れない人形は──この手で舞台から降ろすだけ。







　侍女に化粧を学ばせたい。

　そんな要望がミズウィーリ家に密かに寄せられるようになった。

　マリアージュが主催した夜会を通じて、口紅以外の色を肌にのせる楽しみを覚えた。堂々とする勇気はないが、屋敷の中で楽しむ分として、化粧には興味があるという。マリアージュの目論見が成功したわけである。

　それなら要望のあった家の侍女を招いて、ダイに化粧を教えさせてはどうだろうか。と、マリアージュがヒースに提案した早朝。

「だめです」

　当主代行の返答はすげなかった。

「だめなはずがありません」

　ダイは彼に食い下がった。

「前回の夜会でも、侍女の方々を招待し、化粧の講義をしましたよね。化粧を通じてたくさんの家と繫つながれるのは有益だとリヴォート様も認められていたはずです。なぜだめなんですか？」

「その時期がすでに過ぎたからです」

　ヒースが端的に即答する。

「あのとき、あなたから侍女の方々へ手ほどきしていただいたのは、夜会を成功させるためだった。化粧師の数が限られるなか、彼らが一部の貴族に拘束されることになっては、夜会の成功に支障が出ると踏んだからです。いまは状況が異なります。えぇ、確かに多くの家と繫がることは有益ですが、その時期は終わりました。女王選も終盤。これからは結んだ関係を強化することに腐心すべきです。余計なことをする必要はない」

「でも──」

「ダイ、いいわ」

　ダイとヒースの口論をマリアージュが差し止める。

　ふたり分の視線を受けて、彼女は居心地悪そうに肩をすくめた。

「ダイ、あんたはわたしの話を通さなくていい。ヒース、今回の件、あんたの言うところの、結んだ関係を強化するために出した話なの。代わりに何したらいいのか、後で言って」

　マリアージュがヒースへひらりと手を振る。下がれ、の合図だ。

　ヒースが無言のまま一礼し、マリアージュの居室を出る。

　誰かがほっと息を吐く。

　今日の部屋付きの侍女として壁際に控えていたヒナが、扉を見つめて呟いた。

「なんでしょう……。ちょっと、怖かったですね」

「あいつが冷たいのは前からでしょう」

　茶器を取り上げてマリアージュが言った。紅茶をひと口すすった彼女は、傍らのダイを見上げてくる。

「悪かったわね、ダイ。あいつの当たり役やらせて」

「……それこそ、いつものことですよ」

　ダイはマリアージュの意見の代弁者。ダイは主人に代わってヒースと案件を討論する。マリアージュがそれを裁決する。ここ数か月、何度も繰り返した流れである。

　あんたねぇ、と、マリアージュが低く唸うなった。彼女の伸び上がった両手が、ダイの頰を平たく潰す。

「わたしが謝ってるのよ！　殊勝になりなさいよ！」

「あたたたっ、マリアージュ様、いたいいたい！　首がもげます！」

　ダイは思わず悲鳴を上げた。なにせこの主人、文字通り骨が軋む力で捻りを加えながら頭を引っ張ってくる。本当に馬鹿力である。

　涙目で抵抗するダイに、マリアージュが顔を寄せる。

「喧嘩したなら、さっさと仲直りしなさいよ」

「……え？」

「あんたと、ヒース」

　マリアージュが小声で囁いてダイから手を離す。

　窓を閉じていたヒナが振り返ってにこやかに笑った。

「お部屋が冷えてしまいました。温かいものを、お淹れいたしますね」







　ヒースとの遣やり取とりはいつも通りだったはずだ。

　なのになぜ、気づいたのだろう。

「……鋭いなぁ」

「何が？」

　ダイの前に茶を差し出しながら、ティティアンナが首をかしげる。ダイは首を横に振った。

「いえ。……ありがとうございます」

「どういたしまして」

　己の分の紅茶を手に席に着いて、ティティアンナがにっこり微笑む。つられてダイも笑い返した。

　使用人の控え室。いまはティティアンナとダイだけだ。休憩が被ることも久方ぶりだった。

　女王候補による《夜会》がすべて終了すると、催しの数が少しずつ減り始める。貴族が投票権のある者を残し、自身の領地に戻り出すからだという。ミズウィーリの領地を縁戚が治めているため、王都から動くことのないマリアージュは珍しいそうだ。

　開催される催しも少人数の和やかな会が多くなる。女王の投票日に向けた追い込みで、ヒースは日がな変わらず忙しそうだが、ほかの使用人は予定に余裕を持っていた。

　だからつい、考えてしまう。

　ヒースのことを。

（……しんどいな）

　夜会の夜からヒースは変わった。

　表面上の付き合いに変化はない。話しかければ返事はある。仕事の相談にものってくれる。

　ただ、すべてが事務的になった。ロウエンとアリシュエルの件も話し合えていないままでいる。

　相対するときには距離がある。たわいのない会話はなくなった。

　名前を呼び合うこともない。

（うそつき）

　何かが、叫ぶ。

（うそつき）

　ダイの胸の奥そこから、甲高い声で喚きたてる。

（うそつき、嘘つき嘘つき!!）

　嫌いにならないって言ったくせに。名前を呼ぶって言ったくせに。望む限り、何度でも。

　わたしのことを呼ぶって、言ったくせに──！

　後悔している。

　ヒースが自分を抱きしめたとき、もしもそれに応じていたら、このようなことにはならなかったのだろうか。

　せめて彼の行為の意味を、確認できていたのなら。

「……くて、……ない？　……──ダイ？」

「えっ……あっ、すみません」

　ダイは我に返ると慌ててティティアンナに謝罪した。彼女の話を完璧に聞き流していた。

「えっと……何の話でしたか？」

「マリアージュ様の様子が、ちょっとおかしい気がするの」

「マリアージュ様が、ですか？」

「うん。……夜会の日から、ときどき難しい顔をされているのよね。ダイは何か知らないかなって思ったんだけど……」

「そういえば……アリシュエル様のこと、妙に気にかけられていますね」

　思い当たる節はある。夜会の日は、アリシュエルがロウエンに別れを告げられた日だ。気落ちしていたであろう彼女を、マリアージュは見かけたのかもしれない。

　ダイはここ数日のマリアージュを振り返った。しかし妙なところはなかった気がする。いや、覚えていないだけだろうか。ダイの頭はヒースとのことでいっぱいだったから。

　ううん、と、唸るダイに、ティティアンナが苦笑する。

「わたしの思い過ごしかも。マリアージュ様もちょっとお疲れなのかもしれないし」

「夜会のとき、頑張っていらっしゃいましたもんね。……わたしもマリアージュ様に折を見て、何か悩まれていないか訊いてみます」

「ダイもね」

　茶器を包み持つダイの手に、ティティアンナの指がそっと触れる。

「……最近、元気ないみたいだから」

　大丈夫です、とか。疲れが溜まっていて、とか。

　言い訳がすぐ口から出ればよかった。

　だが友人のやさしい声に、ダイはただ、息を詰まらせることしかできなかった。

「ダイもマリアージュ様のことが気にかかっているのかなって思ったんだけど、違うみたいだし。前みたいなことは、最近ないじゃない？　だから理由が思いつかなくって……。何かあるなら、教えてね」

　聞くだけなら、できるからね、と言い添えて、ティティアンナはダイから手を離した。

　どうやらマリアージュだけに留まらず、彼女にも気を遣わせてしまったらしい。

　冷めた紅茶に視線を落とし、ダイはすみませんと謝った。

「ちょっと……落ち込むことがありまして」

「わたしに言えること？」

「あんまり……」

　ダイが言葉を濁せば、ティティアンナは深く追及しない。社交で不愉快な出来事があれば、相手によってかん口令を敷かれることもあるからだ。

　ヒースのことを口にしたくはなかった。彼だけが呼ぶ自分の名。ふたりで過ごしたやさしい時間。誰かに明かすべきものではない気がした。

「それって、解決できそうなことなの？」

「わからないです……。自分でも、上手く整理ができていなくて」

「そっか。じゃあ、いまのダイが元気になるために、わたしにできそうなことはある？」

　ティティアンナが困った顔でダイに尋ねた。ありがたい申し出だった。彼女にはいつも助けられてばかりだ。

「ティティ」

　少しだけ甘えたい気分で、ダイは彼女に問いかける。

「あの、……少しだけ、頭、撫でてもらってもいいですか？」

「ふえっ？」

　ティティアンナから変な声が上がった。

「あ、いやなら」

「違う違う。そうじゃなくて、ちょっと意外で……ダイもそういう甘え方、するんだなって。んんっ。……もちろん、いいよ」

　はい、と、ティティアンナがダイの頭を撫でた。

「よしよし」

　ダイの頭に添って、彼女の手がゆっくり動く。

　その手のひらにダイは頭を預けた。

　温かくて、たおやかな手だ。ヒースのものと、まったく違う。

　けれども夢想した。

　冷えた手が自分を慰める様を。

　ふっと手の感触が消えて、ダイはぼんやりとその行く先を追いかけた。

　ティティアンナが困惑の目でダイを見ていた。

　彼女が何かを言いかける。

「ダイ、もしかして──……」

「ティティ！　ティティアンナ、いる？」

　唐突にティティアンナを呼ぶ声が扉越しに響き渡る。ダイは身体を跳ね起こした。同時に扉が勢いよく開いて、侍女のメイベルが姿を現す。彼女はダイに目を留めて、あら、と、瞬いた。

「ダイもいたのね、ちょうどよかった。ふたりとも、来客よ」

「えっ、予定なんてあった？」

　ティティアンナが驚きの声を上げて立ち上がる。

　ないない、と、メイベルが手を振った。

「突然よ。なんと、ガートルード家の奥様が」

　つまり、アリシュエルの母親だ。上級貴族当主の奥方が、約束もなしに押しかけてくることは、かなりの珍事である。

　ダイはティティアンナと顔を見合わせた。

　メイベルが顎でダイたちを促す。

「ティティはこっちの準備を手伝って」

「わたしは？」

「ダイはリヴォート様に呼ばれているわ。第一貴賓室。着替えなくてもいいらしいから」

　急ぎなさいよ、と、念押しして、メイベルは部屋をすぐに出て行った。







　第一貴賓室にダイが赴くと、マリアージュとヒース、そして件くだんの客人が揃っていた。

　ガートルード家の奥方と呼ばれても、正嫡は彼女の方だという。当主バイラムは入り婿らしい。その名をルディア。ダイがアリシュエルに呼ばれてガートルードへ赴いたとき、バイラムを制していたあの貴婦人こそ、今日の客人だった。

　彼女は切迫した声でダイたちに告げた。

「アリシュエルが、家から消えました」

　昨日のことだ。

　傘下の貴族が催す茶会から、彼女はなかなか戻らなかった。道中の路肩に馬車が停められ、伴や御者を残して彼女だけ忽こつ然ぜんと消えていたという。

　内々に捜索したが見当たらない。

「あの子の行方、お心当たりはございませんか？」

「お待ちください。なぜそのご質問を我々に？　我々がアリシュエル様の失踪に関与しているとお考えということですか？」

　ヒースが険しい顔で詰きつ問もんした。

「違うならこちらへお越しになる前に、なすべきことがおありでは？　どう見ても、事件性のあることでしょう。王城に連絡を取り、検問を設けるべきではありませんか？」

「リヴォート様のおっしゃる通り、誘拐の疑いがあればそうでしょう。……ですがお恥ずかしい話、これは違うようなのです」

「アリシュエルが……自分から消えたって、こと？」

　マリアージュが困惑した声で呟いた。

　ルディアが彼女の推測を肯定する。

「……侍女の話では、気分が優れないからと言って、あの子が馬車を路肩に停めさせたそうです。その後、あの子が小さな棒のようなものをふたつ折って。侍女は急に意識が遠くなった」

　ダイは息を吞のんだ。ヒースも表面上は平静に見えるが、気づいたはずだ。アリシュエルが持っていたものは、夜会の夜にロウエンがダイへ使ったものではないかと。

「……先日の夜会の折、マリアージュ様はあの子とふたりでお話しされたと、侍女から伺いました。……あの子とお話しをされた方は、あなたが最後なのです。何かあの子から、お話を聞かれておりませんか、マリアージュ様」

　ルディアから追及を受けたマリアージュはまともに顔色を変えていた。三人分の視線を受けた彼女は、居心地悪そうに身じろぎしている。

　やや置いて、彼女は躊躇ためらいがちに告白した。

「女王になりたくないって……言っていたわ」

（そうか……）

　ダイは得心した。

　マリアージュはここ数日、きっとこの件を考えていたのだ。

　ルディアがそうですか、と、呟いて、細く息を吐く。

「申し訳ございません。それは、さぞやマリアージュ様を動揺させてしまったことでしょう」

「あの子は……アリシュエル様は、どうしてそのようなことを、言い出したのでしょうか？」

　マリアージュが不可解だと首を横に振る。

「だってアリシュエル様は、女王候補の筆頭で……なのに、なぜ」

「あの子には恋人がいたのです」

　ルディアがマリアージュの言葉を遮る。

　マリアージュが眉間にしわを寄せた。

「こい……びと？」

「はい。……ただ、相手は平民です。夫は、それを激しく叱責しました。わたくしたちはあの子に監視をつけ、恋人と会うことを禁じたのですが、そうですか……。マリアージュ様は、ご存じなかったのですね」

　ルディアの視線が一瞬、ヒースとダイの上を撫でる。

　反応を見せないダイたちに、彼女からの指摘はなかった。ルディアは出された紅茶にひと口だけ口を付けると、茶器を受け皿に置いて立ち上がった。

「急に訪ねて申し訳ございませんでした。あぁ、お見送りは結構です」

　長椅子から腰を上げたマリアージュをルディアは差し止める。彼女は案内の執事が開けた扉をしずしず通り抜け、ふいに足を止めて振り返った。

「ひとつ、マリアージュ様にお願いが。もしもあの子があなたに助けを求めたら、どうか匿ってやってはいただけませんか」

「か、匿う……？」

　マリアージュが不可解そうに呻うめく。

「って、誰から？」

「ガートルード家の人間。特に、わたくしの夫、バイラムからです」

「それって……あの子のお父様が、怒っているから？」

「えぇ。もっと言えば、あの子を殺しかねないからです」

　バイラムはいま、血ち眼まなこで娘の行方を追っている。

　彼女の捜索を行う者たちに、反抗的なら抹まっ殺さつしろとまで命じているらしい。突然の物騒な話にマリアージュの口元が引ひき攣つっている。

「このようなことを急に申し上げるのも、誠に失礼なことと存じます。ですが──情けないことに、いまのガートルードでは、あの子を庇ってあげられない」

　お願いいたします、と、ルディアが頭を下げる。

　そして彼女は茫然とする一同を置き去りに、一方的な依頼を残して去っていった。

　遠ざかる足音が聞こえなくなる。

　ヒースが長椅子から唐突に立ち上がった。

「マリアージュ様、これからわたしは街へ向かいます。ダイ、上着の準備を」

「え？」

「ちょ、ちょっとちょっと。どうしたのよ、ヒース？」

　マリアージュが慌てて詰問する。

「いまから街？　何を言ってんのよ。さっきのルディア様の話を聞いてたの？　アリシュエルのこと、話し合うのが先でしょうがって……待ちなさい！」

　マリアージュの制止も聞かず、ヒースがダイの手を摑んで扉へ歩き始める。

　ダイは彼にただ引きずられるまま足を動かした。マリアージュと同様に、ダイもヒースが何を考えているかわからなかった。

「ヒース！　何でダイまで連れて……。って、そうかあんたたち」

　マリアージュが表情を戸惑いから怒りへ塗り替える。

「知ってたのね!?　アリシュエルに恋人がいること……。だからさっきも驚かなかった。心当たりがあるのね!?　アリシュエルの居場所に！」

「アリシュエル様の行方の心当たりはございません」

　ダイを廊下に押し込んで、ヒースがマリアージュを振り返る。

「申し訳ございません。いまは一刻も惜しい。失礼いたします」

　彼は慇いん懃ぎんに一礼すると、マリアージュからの視線を断ち切るように、貴賓室の扉を閉めた。

　扉越しにマリアージュの絶叫が響き渡る。

「帰ってきたら、説教だからね、あんたたち──!!」










　裏口からふたりで馬車に乗り込む。

　向かい合って座り、発車したころを見計らって、ダイは恐々とヒースに問いかけた。

「あの、街へ降りるっていうのは……？」

「あなたのご友人を保護します」

「ゆ、友人……？」

「ミゲルです」

　思いがけない名前が出て、ダイは怪訝さに首を捻った。

「なんで、ミゲル……」

「彼はロウエンと親しいのでしょう？　あと、アスマにも警告を。命を狙われるかもしれません」

　裏町の友人だけでなく、花はな街まちにおけるダイの後見人であるアスマの危険性まで示し唆さされて、ダイの中でにわかに焦燥が膨れ上がる。

　いいですか、と、ヒースが解説した。

「先のルディア夫人は、アリシュエル様の居場所の心当たりを問うためだけに来られたのではありません。わたしたちの反応を探り、警告に来たのです。もしもアリシュエル様の行方や、恋人について知っているのであれば、気をつけろと。ご当主バイラムがわたしたちを狙って、尋問しにくる可能性がある」

「まさか」

「一族の今後の趨すう勢せいを決定する女王候補が消えたのです。アリシュエル様を捜し出さなくてはならない。そのためなら、情報を持ちうる相手に何をしてでもと考えるのは普通です」

　実際はともかく、ルディアはバイラムがアリシュエルの抹殺を命じたと述べた。それだけで彼の暴虐性は窺うかがい知れる。

「アリシュエル様について、心当たりが本当にないのか、揺さぶりに来たのかもしれませんが……。先日、ロウエンはもう貴族街に来られないのだと言ったのでしょう？　彼の伝手も割れている可能性が高い。親しい人間も調べ上げられている可能性がある。だから、早めに保護しなければ」

　ダイの経歴は偽装されている。しかしロウエンの例があるように辿れないわけではない。ダイもミズウィーリに留まるべき、危険な身の上だった。

　だがヒースひとりが説明に向かっても、ダイの知人に信用されない恐れがある。

　だから付いてきてもらったと、ヒースは述べた。

　ダイは茫然としてヒースを見つめた。

（この人は……）

　真っ先に案じてくれたのだな、と、思った。

　ダイの友人たちの身のことを。

「ヒース……」

　ダイは男の名を囁いた。

　聞こえているはずなのに、反応はなかった。

「……リヴォート様」

　ヒースの目が億おっ劫くうそうにダイを捉える。

　狭い馬車の中。膝の触れ合う距離。しかし自分たちの間には、目視できぬ壁がある。

　その隔たりを哀しく思いながら、ダイは感謝だけを彼に告げた。

「ありがとうございます。わたしの友人を……気にかけてくださって」

「もしも彼らが尋問を受けるようなことがあれば、ミズウィーリにも累るいが及ぶ。それを避けたい」

　ダイから視線を外してヒースが述べる。

「それだけです」

　窓の外を睨むように見据え、彼は声を低めて続けた。

「ただ──すべて、杞き憂ゆうであれば、よいのですが……」







　ダイは期待していた。

　親しい人たちが唐突に来訪したダイを驚いて迎えてくれることを。話した事情に頷いて、それなら身を隠そう、心配するなと笑ってくれることを願っていた。

　だがミゲルの店は変わり果てた姿をダイに晒した。そのあまりの惨状に、ダイは立ち竦むことしかできなかった。

　まず、外観。扉と窓の玻は璃りが外から叩き割られている。店内はいっそう酷かった。引き千切られた遮光幕。壁にくっきりと穿うがたれた得物の痕。窓から差し込む淡い陽光が、漂う塵に反射しながら、散乱する商品を照らしている。それらは刃物で薙ぎ払われたのかもしれない。鋭角な切れ目がところどころに垣間見える。

　ミゲルたちにも危険が及ぶ可能性を示された時点である程度の覚悟はしていた。

　だが、変わり果てた店内は、想像以上に衝撃的だった。

　だってここは、物心ついたときから出入りしていた、ダイにとっても慣れ親しんだ場所なのだ。

「ミ……っつ」

「静かに」

　ヒースの手がダイの口を覆った。

「何かを踏むと危ない。ここにいなさい」

　ダイに指示した彼は手を離して店内を進んだ。彼は物陰を丁寧に検あらため始める。手がかりのようなものを探しているのだろう。

　ダイも彼を真似て横倒しになった机の陰を覗き込む。不審なものがないことを確認して腰を伸ばした矢先、床の上を店の奥に向かって点々と連なる、赤黒い染みが目に入った。

（血痕）

　ぞくりと、悪寒が背筋を這い登る。

　ダイは唾を嚥えん下かした。注意深い足取りで染みの行く先を追う。すると背後から不意に腕を取られた。

「ダイ」

　振り返るとヒースがいた。いつの間にか追い越していたらしい。

「むやみに進んだら危ない」

「でも、血の痕が……」

　床の染みから目を離さないままダイは言った。

「奥にミゲルか……誰かいるかもしれません」

「あなたのご友人の血だとは限りません」

「それは、そうかもしれませんけど、でも」

（本当に、ミゲルのものだったら？）

　あそこまで流血すると、命取りになることもある。ダイはそれをよく知っている。歩く道を一本、誤るだけで簡単に生死がわかれる花街の出なのだ。

　友人がこの店内のように踏みにじられていたら。

　想像に焦燥が膨れ上がる。ダイは懇こん願がんした。

「行かせてください。気をつけますから」

「行かせられません。勝手をしないでください」

　ヒースがダイの腕を握る手に力を込める。

「あなたが行ったところでどうにもなりません。焦るな」

「焦りますよ！」

　ヒースの手を振り払いながら、ダイは反論した。

「だって、店がこんななのに！　怪我をしているなら早く見つけてあげないと──わたしの友人なんですから！」

　本当は血痕を見つけた時点で奥の部屋へ駆け出したいぐらいだった。

「ダイ、いいから落ち着きなさい」

「放してください！」

「待ちなさい……ダイ！」

　再び伸びてくる男の手を弾き飛ばし、ダイは身をひるがえした。そのまま、大きく一歩を踏み出す。

　くん、と、何かが身体に引っかかった。

「ディアナ！」

　ヒースの叫びがダイの耳をつんざく。

　気がつけばダイは彼に頭を抱えられ、乱暴に後ろへと引き倒されていた。

　銀の光が目にも留まらぬ速さでダイの視界を一閃する。かつ、と、硬質の音を立て、何かが壁に弾かれる。落下したそれは床の上を滑り、かたかたと震えながら、ダイの足下で止まった。

　短剣だ。

　よく研磨された刃身には、赤いぬめりが付いている。

　ぱた、と、雫が床を叩く。

　ひとつ、ふたつ、三つ四つ。短剣に付着したものと同じ、鮮烈な赤が──……。

「ディアナ」

　へたり込むダイを抱えたまま、ヒースが背後から名を囁いた。

「ディアナ。息を。息を吸いなさい。ゆっくり」

　そこで初めてダイは呼吸を忘れていたことに気がついた。

　ヒースに言われた通り、息を吸いたい。

　なのに、上手くいかない。

　だって。

「ひ、ヒース」

　彼の衣服の袖口が大きく裂けている。

　手の甲から肘にかけて、みるみるうちに、あかく赤く、染まっていく。

「血が」

　床の上を跳ねて汚していく。

　喉の奥が詰まって、息ができない。

「あ、あ」

「ディアナ」

　ヒースがダイを抱く腕に力を込めた。

「ディアナ、大丈夫です。かすり傷だ」

「で、でも、こんな、血が」

「大丈夫ですよ。大丈夫」

　ヒースがやさしく繰り返す一方で、ダイの呼吸はますます覚おぼ束つかなくなっていった。いま自分は息を吸っているのだろうか。それとも吐いているのだろうか。そもそもそれらは──どのように行うのだったか。

「落ち着いて、息を吸いなさい」

　ヒースの指示に焦りが滲み始める。なのにダイの身体はどうにも彼の言う通り動いてくれず、痙けい攣れんするばかりだった。視界が徐々に白く焼けていき、指先はしびれて力が入らない。

　ぜんぶつめたい。

　感覚が失われていく。

　天地がわからなくなった。

「ディアナ！」

　ぱん、と、頰に衝撃が走る。

　ダイはしゃくりあげながら男を見た。

　彼は無傷の方の手で、叩いたばかりのダイの頰を、ゆっくりと撫でさすっていた。

「いきを、すう」

　朦もう朧ろうとしながら、ダイは肺腑を空気で満たした。

「はく」

　そして言われるまま、それを吐き出した。

　一度うまくいくと、嘘のように呼吸できた。

　最初は浅く。徐々に深く。息が整い始める。

　明瞭になる視界の中で、ダイは己を映す男の目を見た。ダイを庇って負傷した手が痛まないはずはないのに、彼の蒼の瞳の中にある色は、ダイを案じるそればかりだ。

　頰から離れた彼の手が、いつかの夜のようにダイの頭を抱える。押し当てられた胸の衣服越し、ダイは彼の荒い心音を聞いた。

　ダイの髪に彼の顎が押し当てられる。

　安堵の吐息が、落ちた。

「──無事で、よかった」

　ダイはたまらなくなって、彼の身体に縋すがりついて泣いた。

　怖くて怖くて、泣いた。

　ひとつ間違えば、彼が、死んでいたのだ。それが怖かった。それを想像しただけで、凍り付いたように、世界から温度が失われた。

　彼を失いたくなかった。焦げ付くような強さで、離れたくないと思った。

　ヒースはきっとわかっていた。

　ダイだけではなく、自分もまた危険だと。それでもすぐに街へ行こうと言ってくれたのだ。

　ヒースは合理性を重んじる。

　目的の完遂のために人を駒とすることも躊躇わない。

　けれどきっと、ロウエンとアリシュエルのことを早々に知ったとしても、利用するばかりではなかった。よい手立てを先に考えてくれただろう。そうすればアリシュエルの失踪を防げたかもしれない。ヒースがこのように傷つくこともなかったはずだ。

　ダイは震える声で謝罪した。

「ごめんなさい」

　ごめんなさい、あなたを信じ切れていなくて。

　ヒースが宥なだめるようにダイの背を撫でる。

　ダイは縋ったままの彼の肩口に頬をのせた。

（これからは）

　何があってもずっと、わたしは信じていよう。

　このひとの、情愛深さを。

　冷静さを取り戻したダイは、ヒースの顔色の悪さに気づいた。当然だ。かなり出血しているのだから。

「ヒース、手当て……」

「しっ……」

　ヒースが無事な手の人差し指を立てて唇に当てる。その目は店の奥に向いていた。

　ぱきり、と、音が響いた。

　玻璃を踏み割る音だ。

（だれか、いる）

　ヒースが緊張に息を詰める。ダイはその腕の中でもがいた。腰が抜けたのか、足に力が入らない。せめてヒースだけでも逃げてほしいのに、ダイの抵抗を上回る力で押さえ込まれる。

　ヒースの手にはいつの間にか、彼を傷つけたあの短剣があった。

　足音がゆっくり近づいてくる。

　ぱき、と、ひときわ大きく、玻璃の砕ける音が響く。

　そして、見知った男が、店の奥から現れた。

　砂色の髪に灰色の目をした大柄な男──ダダンだ。

　彼はダイたちの姿を認めると、目を丸めて呆けた声を上げた。

「──……あれ。なんだお前か、坊主」







「あー、悪かったな」

　ミゲルの店の二階。住居の方へ移動したあと、ダダンが頭を掻いて謝罪した。彼がミゲルの店内に罠を仕掛けた張本人だった。

「まさか味方が引っかかるなんて思わなくてよ」

「ミゲルのお客さんが来たらどうするつもりだったんですか!?　無関係な人を殺してましたよ！」

「いや、まぁ、ミゲルが知っている奴には声掛けたって言ってたからよ……」

　来ても火事場泥棒ぐらいかと踏んでいたらしい。八つ当たり気味に叫ぶダイに、すまん、と、ダダンは繰り返した。

「ダイ、もうそのあたりで許してあげて」

　ロウエンがヒースの腕に包帯を巻きながら口を挟んだ。彼は最後にその端を縛って、負傷した男に頭を下げる。

「……すまなかった」

「いいえ。……ご無事で何よりです」

　平民街に戻ったロウエンは、あちこちを転々としつつ、帰郷の準備を進めていた。そして旅の物資を揃えにミゲルの店を訪れたところを襲撃されたのだという。

　辛くもその場から逃げおおせたあと、事情を聞いたミゲルは現在、ロウエンの親しい知人に声を掛けて回っているらしい。

「相手は、僕が狙いだった。十中八九、ガートルードのご当主だろう。見覚えのある顔がいた」

　と、ロウエンは述べた。

「ミゲルはアスマのところにも寄ると言った。僕も花街の家をすでに引き払っている。あそこは心配ないよ」

「あなたがたはなぜここに？」

「様子見と、置いてきちまった荷物を引き取りに。……招しょう力りき石せきを集め直すのは、ちぃと面倒だからな」

　ロウエンに替わってダダンが答える。彼は持っていた革の小袋を宙に投げた。あの量の招力石なら確かに失いたくないだろう。

「僕らはこれから王都を出る」

　ヒースの手当てに使った道具を鞄に収め、椅子から立ち上がってロウエンは言った。

「せめて女王が選出されるまでは、と、思っていたけれど潮時だ。色々と迷惑を掛けて申し訳なかった。……ここでお別れだね、ダイ」

「ロウエン……」

　ダイは花街の医者だった男を見つめた。

　ダイの幼い身体を気にかけて、決して子どもと侮あなどることなく、対等に扱ってくれたよき友人。その彼が行く先は海を渡った先の東の果て。今生の別れになる。

　ただダイにはそれを嘆く前に確認するべきことがあった。

「ロウエンは……アリシュエル様と、いま一緒ではないんですね？」

「アリシュエル……？　なぜ、彼女のことを？」

「アリシュエル様が消えました」

　困惑した顔のロウエンにヒースが告げる。

「彼女の御父上が血眼で彼女を探しています。……彼女はあなたのところにはいない。それで、間違いありませんね？」

「僕は……あの夜会以来、彼女を見ていない」

　ロウエンは明らかに狼狽している。これでアリシュエルが彼と共謀して駆け落ちを目論んだわけではないことが明確になった。

　だからこそ、余計に彼女のことが心配だ。

　ダイはロウエンに追及する。

「ロウエン。何か心当たりはありませんか？　アリシュエル様が反抗的なら殺していいとまで、ガートルード卿は言われているみたいなんです」

「まさか」

「襲撃はガートルード卿によるものだと、あなたは言っていましたね」

　ヒースが早口で述べた。

「急な襲撃は、あなたを捕らえて彼女の行方を聞き出したかったからでしょう。わたしたちもあなた方が襲われると考えてここまで来ました。あなたや、あなたと関わりのあるダイの友人たちの安全を確保するために」

　話を聞いたロウエンが口元を押さえて黙り込む。

　やや置いて、彼は顔を上げた。

「心当たりは、ある。僕らがよく会っていた場所だ」

「どこです？」

「王城」

　ロウエンが思いもよらぬ場所を挙げた。

「敷地の外れの丘だ。王城はいま、人の目が少ないから……。安息日、君たちのご主人も、王城の礼拝堂に呼び出されることがあるだろう？　その施設から近いんだ。道がある」

　王城は女王選の期間中、原則として人の出入りを禁じている。しかし例外はある。貴族街と王城の敷地の境に建つ聖堂もそのひとつ。女王候補が告解などを理由に踏み入り、わずかな間、ひとりになることも可能だ。

　そうやってふたりは逢瀬を重ねていたらしい。

　わかりました、と、ヒースが頷いた。

「情報提供に感謝します。……戻りますよ、ダイ」

「戻るって……ミズウィーリへ？」

「ほかにどこへ？　いまのわたしたちがすべきことは、ルディア様への速やかな情報提供です」

「アリシュエル様を匿うのではなく？」

「それはアリシュエル様ご自身が助けを求めてこられた場合です」

　裏町まで降りてきた目的は達成されている。これ以上、ここに留まる理由はないとヒースは言った。

「待ってほしい」

　ロウエンが歩き始めたヒースを引き留める。

「彼女を……アリシュエルを一緒に捜してくれないか？」

「……なぜ？」

「ガートルード卿が彼女を殺そうとしていると、君たちは言ったばかりじゃないか」

　ダイたちがルディアにアリシュエルの居場所の心当たりを伝え、もし仮にそこで見つけられたとしても、彼女の安全が担保されるとは限らない。

　ヒースが目を眇めてロウエンに問う。

「捜して、どうするのです？　あなたは自身の国へ帰るのでしょう？」

「彼女を連れて帰る」

「……これまで、拒んでいたのに？」

「たとえば君は、幸せにできる保証がない場所へ、好きな子を連れて行こうってすぐに思える？」

　覚悟がなかったんだ、と、ロウエンは呟いた。

「でも、こうなったら話は別だ。僕は彼女を連れて帰りたい。……君たちの力を貸してほしい」

「わたしたちにはあなたに協力するだけの利がない」

「おや、僕は求めに応じて心当たりを話したのに、君はその情報料を踏み倒すの？」

　そう来るとは思っていなかったのだろう。ヒースはロウエンを睨み付けた。

「……具体的にどのような協力が欲しいのですか？」

「王城の裏手の丘まで、僕と一緒に来て欲しい。そうして誰か……貴族や、王城の関係者と鉢合わせしたときに、間に入って取りなして欲しいんだ」

　王城の傍を平民がうろつくと、それだけで捕縛の対象になる。だがヒースやダイが同行しているなら話は別だ。ミズウィーリにおける夜会での実績もあって、ロウエンは貴族街の医者であると言い抜けられる。

　ヒースが苦々しく呻く。

「それは大したことですよ。ミズウィーリを巻き込むも同然だ」

「そこでアリシュエルが見つからなければ、僕のことは捨ておいてくれたらいいから」

「あの、リヴォート様……」

　ダイは言い募るふたりの間に躊躇いがちに割って入った。

「わたしに行かせてもらえませんか？」

　ヒースは怒りの目をダイに向けた。

「だめに決まっているでしょう！」

「マリアージュ様には迷惑を掛けません！　とにかく、一緒に付いていくだけで……王城の礼拝堂ならこの間の安息日にも行きましたし、わたしが忘れ物をしたとかなんとか言えば……あの、お願いします」

　ダイは頭を下げた。

「今回のこと、わたしのせいもあると思うんです。だから……」

　アリシュエルたちのことをもっと真剣に考えて、ヒースにきちんと相談すべきだったのだ。そうすればこのような大ごとになるのを防ぐことができただろう。

　ヒースがため息を吐いて宣言する。

「わたしが行きます」

「「え」」

　全員が一斉にヒースを見る。

　一方のヒースはそれを意に介した様子もなく話を続けた。

「発見次第、アリシュエル様をミズウィーリで匿ってほしいというぐらいですから、ガートルードの奥方に娘を害する意思はないのでしょう。アリシュエル様を先に見つけて上手くすれば、ガートルードに恩を売れます。……ダイは途中で降りて、先にマリアージュ様へ報告を行ってください」

「えっ、あの、それならわたしがロウエンと行ったほうがいいんじゃないですか。だって……リヴォート様、怪我をしているのに」

　いまはロウエンの処方した鎮痛剤が効いているのか。ヒースに先のような顔色の悪さはない。しかし休んだほうがいいはずだ。

　ヒースが首を横に振る。

「あなたはロウエンに近すぎる。何かの拍子に関係を探られたら面倒なことになります。わたしなら辿られても誤魔化せる」

「でも」

「ダイ」

　有無を言わさない静せい謐ひつな声。

　彼は凍てついた目でダイを睥へい睨げいした。

「わきまえなさい。あなたは邪魔です」

　その冷たさは鋭利な刃物よりも心をえぐった。

　ダイは下唇を嚙みしめて俯いた。

　その肩をロウエンがぽんと叩く。ダイが振り返ると、彼は微笑んだ。

「ありがとう、ダイ」

　ダイはぎこちなく笑い返した。

　ロウエンがダイと並んでヒースに向き直る。

「ヒース、僕らは別の道を使ってもいいかな」

「別の道？」

「そう。外門を出て、王都の敷地を迂回する」

　ロウエンいわく、外壁を伝っていくと件くだんの丘に続く別の入り口があるらしい。

　ダイたちが来た道を戻るとなれば、貴族街と平民街を隔てる門を越えなければならない。検問と手続きに時間が掛かるし、そもそも門までの道のりもかなり混雑している。外門から迂回した方が早いと彼は言った。

「わかりました。馬車を手配します。それから……ダダン、と言いましたか？」

　唐突に話を振られて、ダダンが首をかしげる。

「なんだ？」

「あなたは、今回の件、いったいどこまで？」

「あー……あらかた聞いてるが、あんたらのことは推測だな。……ロウエンのお姫さんの親が訪ねてくるなら、縁戚か、それとも同じぐらい力のある家。その関係者。そんな感じだろ？　もっとちゃんと答え合わせするか？」

「いえ、充分です。改めて、あなたにはダイの護衛を頼みたい。彼女を屋敷まで送ってほしいのです。報酬は弾みます」

「いいのかよ。俺で」

　念押しするダダンにヒースが頷く。

「いまは貴族の関係者ではない方が、信用できます」

「そりゃどーも。……ってか、ダイよりお前らの方が危ないんじゃねぇのか？　ダイの帰る先って、貴族街だろ？　白昼堂々と襲うか？　貴族が貴族を──泥沼になるって、知ってるはずだろ」

　はた、と、ヒースが動きを止めて、意外そうにダダンを見る。

「……あなたは、知って？」

「お隣のことを？　まぁな。有名だろうが。それとも、対岸の火事だって思ってんのか、ここの貴族は」

（お隣……？）

　ダイは眉間にしわを寄せた。

　ヒースとダダンが何を述べているのかわからない。だがダダンの指摘を受けたヒースの顔は暗かった。

「おっしゃる通り。ここの貴族は誰もがあれを他人事としか捉えていません。そもそも女王候補を──実の娘を、殺そうと息巻くのです。相手が正気だと思いますか？」

「……思わねぇな」

　ダダンが、はぁ、とため息を吐く。

「ダイにいるな。護衛が。わかった」

「馬車までは共に行きます。わたしも貴族街に戻るように偽装しなければ」

　ここは襲撃を受けた店だ。まだ監視の目がある可能性がある。それを欺あざむいてヒースとロウエンはアリシュエルを追う。

「さぁ、行きましょう」

　ヒースの号令でダイたちはミゲルの店を撤収した。







　待機させていた馬車の前でヒースたちと別れ、ダイはダダンとミズウィーリへの帰途についた。

　貴族街に入る検問を抜けてなお、馬車の窓から平民街の方を眺めて、落ち着けずにいるダイにダダンが声を掛ける。

「あいつらが心配か？」

「え？　あ、はい。……その、ヒースは怪我をしていますし……」

　ダイが下手に口出ししたせいで、彼が行くことになってしまった。上手くいかないな、と、ダイは下唇を噛みしめる。

　頭の後ろで手を組んだダダンが、後ろの壁にもたれて言った。

「そう、自分を責めるな。お前の連れは自分で行くっつったんだろ。こういうときは、割り振られた役目をちゃんとすりゃいいんだよ。まずは護衛を付けられた自分の安全を祈ってろ」

「……ありがとうございます」

　ダダンの心遣いを感じる。ダイは彼に微笑み、ふと、気にかかっていたことを思い出した。

「そういえばダダン、あの……さっき話していたのは、どういう意味だったんですか？　その……貴族は貴族を襲わないだろうって……」

　ダダンとヒースの会話を振り返ってみたが、彼らの話が何を意図していたのか、ダイには皆目見当がつかなかった。

「あ？　あぁ……あれか。知らねぇのか？」

「すみません。世情に疎うとくて……」

　ダイが恥じ入ると、ダダンは顎をしゃくって解説した。

「あー……端的に言うと、お隣の国で、貴族同士が殺し合いしたんだな。で、国がヤバイことになった」

「……前に、カイトさんが言っていた、西は危ないっていうの、それですか？」

「まぁ、それも含めて色々だな」

　ダダンは詳しく説明しなかった。だからこそ詳細を把握しているのだとわかる。ダイは黙り込んだ。何となく、自分の無知さに気落ちした。

「……そういや、悪かったな」

　不意にダダンが言って、何のことかと、ダイは首をかしげた。

「罠のことですか？　それならもういいですよ」

「そうじゃねぇ。……坊主って、呼んじまってただろ？」

　あぁ、と、ダイはダダンの謝罪の意味を理解した。

　彼はようやく、ダイが女だと気づいたらしい。

「気にしないでください。都合がいいので、自分でこういう格好をしているところがあるんです。……気づいたのはさっきです？」

「まぁな。ヒースがお前のこと、庇っていたから……」

　どうやらヒースは怪我をしてなお、ダイを守ってくれていたようだ。

　情けないな、と、ダイは苦笑した、それは邪魔と言われてしまうだろう。

「ダダンは人をよく見ていますね」

「俺の本職は情報屋だからな。……人なり土地なりを、あちこち見て調べるのが仕事なんだ。護衛はついでだ」

「土地……あぁ、それで、こっちまでの道を知っていたんですか？」

「あぁ。こっちにはそこそこいたこともある。それでロウエンたちの家から仕事が来た。長男のいる国は、どういうとこか教えてほしいってな」

「あの、つかぬことを訊くんですが、ダダンも貴族なんですか？　ロウエンのご実家とはどういう繋がりで……」

　通常、デルリゲイリアでは平民街の商店を使わない。貴族と関わりある商会は、やはり貴族の血が多少なりとも入っている。ならばロウエンの家から話が来るダダンもそういう立場なのか。

　ダイが遠回しに尋ねると、彼は手を左右に振って笑った。

「繋がりなんて特にねぇよ。あっちは貴族とそうでないヤツの境界が、ここよりちょっと曖あい昧まいなんだ。だから俺にも普通に話が回ってきた」

　息子の安否をむやみに心配する前に、ロウエンの家族は正しい情報を求めた。遠く離れているとでたらめが伝わることも多いからだ。

　そうしてダダンに辿り着いた。

「ロウエンが安心して暮らせる国なのか、親父さんたちはまずそこを知りたがった。で、最後は弟を迎えにやってまで、呼び戻すって決めたわけだ。当人がそのうち戻るって言ってんだ。放っておけばいいんじゃねぇのかって思っていたんだが……。こうなると、迎えに来てよかったんだろうな」

　カイトが来たからこそ、ロウエンは帰郷の準備を早く進めていた。

　アリシュエルの無事を確認できれば、彼はすぐにでも彼女を連れて故郷へと発てる。

「姫さんさ……。すぐ、見つかるといいな」

「……ですね」

　落とすようなダダンの呟きに、ダイは同意して頷いた。







　無事に借り受けた馬車で外門を出て、外壁伝いに馬車を走らせてしばらく。

（……追跡は、ない、か）

　ヒースは胸中で独りごちて、窓の外から視線を外した。

　ロウエンが問いかけてくる。

「追っ手は大丈夫そう？」

「目視できる限りでは」

　ヒースは端的に答えた。目に見えない位置から追われているかもしれないと、わざわざ説明せずとも対面に座る男は理解するだろう。

　正直なところ、口を開くことすら億劫だった。怪我による貧血でかなり気け怠だるい。アリシュエルを捜す心づもりもしていなかった。複雑になった事態に頭が痛くなる。

　──愚かなことをしている。

　ここのところ、ずっとそうだ。

「……邪魔か」

　ぽつりと、ロウエンが呟く。

　何のことか、と、ヒースは訝いぶかりに眉をひそめた。

「ダイのことだよ」

　こちらの無言の問いに、非難するような声音でロウエンが答える。

「ダイは賢い子だ。説明するだけで役割をわきまえる。なのにひどく冷たい言い方だったじゃないか。嫌われるよ」

「かまいません」

「大事なのに？」

「……何が言いたいんです？」

　ヒースは苛立ちに呻いた。

　ロウエンがやや前のめりになってヒースに告げる。

「怪我をおしてあの子の代わりに出張り、あの子自身は守りを付けて帰宅させる。そんな風に気を配って、嫌われてもいいって？」

「ダイは優秀な化粧師です。女王候補の側近だ。何かあっても替えがいない。それだけです」

「よく言う。あの夜会で僕らのところへ踏み込んできた君の顔は、実に見ものだったね。ダイにも見せてあげたかった。あれは恋人の浮気現場に踏み込んだ男の顔。嫉妬に眩む男の顔、そのものだった」

「ロウエン、余計なことを──……」

「ヒース」

　ロウエンが鋭く名を呼ぶ。

　彼は真剣な面持ちだった。膝の上で祈るように手を組んで、ヒースを真っ直ぐに見つめている。

「君は、彼女の身体のことを……知っているんだね？」

　先ほどとは打ってかわり、ロウエンが静かな声音で尋ねる。

　おんなであること。

　身体がなかなか成長しないこと。

　その、すべて。

　ヒースは答えた。

「知っています」

　知りたくなかった。

　知らなければ、きっと、こんな穴には落ちなかった。

「ロウエン……。あなたも、ご存じなのですね」

「彼女の身体を検診していた医者は、僕でね」

　ロウエンの回答にヒースは納得した。ダイと彼の親しさは友人という関係に加えて、主治医と患者という、身体のことを隠さずにすむ気安さからも来ていたのだろう。

「ミズウィーリ家の、ほかの人たちもご存じなのかい？」

「性別だけなら。……当主とわたしは、事情をすべて聞きました」

「……なぜ、あの姿をしているのか、ということも？」

「そう。……母親のことまで、全部です」

「それを……女王候補の方まで」

「えぇ」

　ヒースが肯定すると、ロウエンは驚いたようだった。無理もない。ヒースとてマリアージュが素性を知った上で、ダイを受け入れるとは思っていなかった。

　ロウエンの顔に喜色が広がる。

「よかった……。ずっと、気がかりだったんだ」

「彼女が性別を偽らずに生きられるかどうかということが？」

「違うよ、ヒース。そうじゃない」

　ロウエンが即座に否定する。ヒースは眉をひそめた。

　ロウエンが苦笑して説明を始める。

「僕の言いたいのは、あの子が本当にあの街から解放されて、自由になったんだってことなんだ。……あの子は、犠牲者だったから。あの子の母親、その客、アスマ、そして芸妓の女たち。あの、花街に生きる、身勝手な皆の」

「母親はわかりますが……。まるでアスマや芸妓たちまで、ダイを害する意思があったような言い方ですね」

　彼女たちはダイの庇護者だ。方法に褒められない部分があったとしても、あの花街でダイが生きられるように手を尽くしてきた存在を、なぜロウエンは悪しき者のように言うのか。

「ダイはあの街を混乱させないように、性別を偽らなければならなかったと、君たちに説明しただろう？」

「えぇ……」

　ダイの母親だったリヴは天性の娼婦。愛されすぎて花街に諍いさかいを呼んだほど。それゆえに彼女と瓜ふたつのダイは、母とは別の職を継ぐべく男のふりをし続けた。

「それはね、刷り込みだよ」

　ロウエンがダイの認識を真っ向から否定する。

「本当なら、ダイは女の子であることを捨てて生きる必要なんてどこにもなかった。彼女のことを思うなら、最初から花街の外で育ててあげればよかったんだ。なのに……アスマはそれをしなかった。アスマも、皆も、リヴの遺産であるダイを手放したくなかったからだ」

　悲痛な声でロウエンは言った。

「あの街の皆は──誰もダイ自身ではなく、彼女が宿す、リヴの面影を愛していた」

「そんなことは……」

「あるんだよ」

　ヒースの言葉をロウエンが鋭い声音で遮る。思わず口を噤つぐんだヒースに、ロウエンは哀しげに微笑んだ。

「あそこはあの子にとって生まれ育った大事な場所なんだろう。それでも僕は、彼女があそこから早く巣立てばいいと思っていた」

『──とうとう、花街を出たんだってね』

　ミゲルの店で最初に会ったとき、ロウエンはそう言っていた。

　あれは祝福だったのか。きちんとダイを愛さない街を巣立ったことへの。

　ヒースはロウエンに問うた。

「心配していた？」

「当然さ。友人だもの。……まぁ、最後にこんな風に僕の事情に、ここまで巻き込んでしまったのは、心苦しいね」

　ロウエンが自じ嘲ちょうに嗤わらって肩をすくめる。

「……僕はもう、ダイを助けることはできない。今回の恩を、返すことすら難しい」

　アリシュエルが見つかれば、結末はどうであれ、ロウエンはこの国を去る。

「だからどうか、ずっと彼女を見守っていてあげて」

　ロウエンの懇願にヒースは眉根を寄せた。

「……わたしが？」

「君以外に誰がいる？」

「大勢。彼女は皆に愛されますよ」

　花街で本当の己を奪われながら育ち、それでも周囲の愛を疑わずに彼女たちを心から慕っている。

　ミズウィーリにおいては逆境に腐ることなく、根気強く人と真っ直ぐ向き合い、いまやなくてはならない存在だ。

　彼女は受け入れられている。

　愛されている。

　そのひたむきさできっと、人を強く惹きつけ続ける。

「皆が、彼女を愛して、見守っていくでしょう」

「君は……その中に含まれないのかい？」

「……えぇ」

　ヒースはロウエンを正面から捉えて頷いた。

「わたしは誰も愛しません」

　そのようなこと、自分には許されない。

　亡霊の自分に、できるはずがない。

　愛することも、見守っていくことも、傍に置くことも。

　何も。

　できない、はずだ──……。

　会話が途切れ、沈黙が落ちる。

　しばらく走り続けた馬車はやがて狭い山道に入った。次第にゆるやかに速度を落とし、大きく揺れて停車する。目的地だ。窓の向こうには緑の垣根と壁、そして白亜の建物の群れが見えた。

　御者が扉を開ける。光が差す。

「さっきの話の続きだけどね、ヒース」

　ロウエンが席から立ち上がり、外套の裾をひるがえして言った。

「僕が祈るのはもう、アリシュエルの幸せだけだから。余裕のあるときでいいんだ。いつもとは言わない。……ダイにやさしくしてやって」

　彼は馬車を下りながら、笑ってさらに言い置く。

「頼みを聞いてくれると嬉しい。……餞せん別べつだと、思ってさ」

「……そんな義理はありません」

　外の光の中へと溶け往ゆく男の背を見つめて、ヒースは低く呻いた。

「この短い付き合いに」

　ダイを通じただけの、か細いつながりに。

「餞別も何も、ないでしょうに」







　ダイが無事にミズウィーリに到着すると、厳めしさ全開のマリアージュに出迎えられた。何も手に付かず、ずっと貴賓室で待っていたらしい。街で降りる自分たちを見送ったときと、寸分と変わらない位置だった。

「えーっと、なに」

　ダイからひと通り事情を聞き終えて、マリアージュがこめかみを押さえて呻く。

「あんたたちはアリシュエルの、その、恋愛のごたごたに関わって、玉突き的にわたしまで巻き込まれている。つまり、そういうこと……？」

「そういうことですね……」

　ダイが肯定すると、マリアージュは特大のため息を吐いた。長椅子に座ったまま上半身を伏せ、自身の膝の上に突っ伏す。

　ぴくりとも動かない主人に、ダイは焦って声を掛けた。

「あ、あの、マリアージュ様……？」

「こっの、大馬鹿もの──っ!!」

「いだっ！」

　マリアージュの平手がダイの側頭部を叩き倒す。すぱーんという、なんとも小気味よい音がした。

「何でそういうこと黙ってたのよあんたは！　隠しごとはするなって言ったでしょうが！」

「す、すみませんっ！」

「ヒースに言えないなら、わたしに言いなさいよ！　馬鹿じゃないの！　馬鹿じゃないの！　馬鹿じゃないの!!」

「はい……」

　三度も言われた。自分でも否定できないが。

　マリアージュは腕を組むと、鼻息荒く椅子に座り直した。

「それで……わたしはどうしたらいいの？」

「さっきも言った、リヴォート様たちが向かわれた王城の裏手に、念のためお医者様を向かわせてもらえませんか？　リヴォート様が、怪我されているので」

「怪我？」

「はい……」

　ミゲルの店内で起きたことを、ダイは主人に簡単に説明する。話を聞きながら、マリアージュはみるみるうちにその顔を険しくした。自分が怪我をした気分にもなったのか、自身の手首を擦り始める。

「……キリムに言うわ。ルディア夫人にも、伝えた方がいいのかしら」

「その方がいいと思います。リヴォート様も最初はそうされるおつもりでしたし。アリシュエル様を匿いますか？」

「そうね。した方がいいなら」

　ホント厄介、と、苛々しながらマリアージュが呻いた。

「それで、あとは？」

「ダダンに報酬をお願いします」

　ダイの隣で沈黙する男を、マリアージュは嫌そうに見る。ダダンは黙ったままふてぶてしく菓子を摘まんでいた。

『なんなの、このむさい男は』

　と、ダイが連れて帰ったダダンに、当然ながら主人はよい顔をしなかった。そこでもひと悶もん着ちゃくあったのだ。説明の補足をしてもらうべく、ダダンが同席する許可を取るにも苦労したのである。

「報酬って……こいつに？　何で払わなきゃいけないの？」

「……ダイの話を聞いたんでしょうが」

　ダダンがこれ見よがしに嘆息して言った。

「俺はあんたとこの使用人の依頼で、報酬を払うって約束で、ダイを護衛してここまで来てる。払うもんはさっさと払う。それがいいご主人ですよ、お姫さん」

「はぁ、大した仕事もしていないのに、よく言うわね」

「あぁ？」

「あ、あの、マリアージュ様……？」

　ダイはおろおろと主人の顔を覗き込んだ。

　マリアージュは決して報酬を出し渋る人間ではない。むしろ金銭について学んでからは、正当な対価は支払うべきという考えの持ち主なのだ。

「えっと、ほら、ダダンはちゃんとここまで付いてきてくれたわけですし……」

「報酬ならこいつがさっきからばりばり食べてた菓子で充分なんじゃないの？」

「はぁ、もういい」

　ダダンが面倒そうに話を打ち切る。

「そこまでしてもらいたいとは思わん。ったく……仕事に金を払いもしねぇところはろくでもねぇぞ」

「ちょっ……ダダン！」

「何よその言いぐさ……あんたこそ頭が悪いんじゃないの？」

　マリアージュがダダンに低く唸る。

　彼女は椅子から勢いよく立ち上がった。

「出て行きなさい！　いますぐ！」

「マ、マリアージュ様!?」

　マリアージュの剣幕にダイは思わず叫んだ。

　一方のダダンに怯んだ様子は見られない。平然とマリアージュを見上げて彼は言った。

「かまうな、ダイ。言われた通り、出て行くからよ」

「いや、でも」

「じゃあな」

「ちょ、ちょっと待って……。マリアージュ様、どうされたんですか!?」

「だって、こいつのせいで、ヒースが怪我をしたんじゃないの!?」

「……あっ……！」

（そっちですか!?）

　マリアージュがダダンの何に怒っていたのか、ようやっと合点がいって、ダイはマリアージュを見返した。

　立ち上がったダダンも呆気にとられて動きを止めている。

　その彼をさす指を戦慄わななかせて、マリアージュは声を張り上げた。

「うちの使用人を傷つけておいて。ダイだって怪我したかもしれなくて……。下手したらふたりとも、あんたに殺されてたのよ!?　ダイを送ったぐらいで金を寄越せ？　ふざけんじゃない！　むしろ賠ばい償しょうしろ！」

「あ、あー……悪かった。それは本当に」

「あいつの手に何かあったらどうすんの!?」

「ちょっと落ちつ……おわっ！」

「出てけっ！」

　卓上の菓子皿を投げつけて、マリアージュがダダンに叫ぶ。皿は背後の暖炉の角にぶつかって、澄んだ音を立てて派手に割れた。

「どうなさいましたか!?」

　陶器の破砕音に驚いたのだろう。執事と侍女が飛び込んでくる。マリアージュは叫び疲れたのか、ダイに羽交い絞めにされたまま、肩で息をしていた。

「すみません。執事長さんを呼んできてもらえますか。あと、マリアージュ様にお水を。ここは大丈夫ですから……」

　使用人ふたりがダイの依頼に躊躇いながら頷き散っていく。ダイはマリアージュを椅子に座らせた。

　感情が高まりすぎたのか、彼女は涙をこぼしている。

「うー……」

「違うんです、マリアージュ様……」

　低く唸る彼女の腕をマリアージュは擦った。

「ダダンは悪くありません。あれは、わたしの不注意のせいだったんです……」

「いや。……ダイ、お姫さんの言う通りだ」

　ダダンがダイの発言を押しとどめて謝罪する。

「警戒するにも、鳴なる子こかなんかにしときゃよかった。……悪かったな」

　マリアージュはダダンに応じなかった。

　ずっと鼻をすすって、彼を睨み据えている。

　ダダンはきまり悪そうに頭を掻いた。

「とりあえず……ヒースの治療費ぐらいなら出せると思うが……」

　マリアージュは何も言わない。

　ダダンは天井を仰ぎ、何やら思案したあと、出し抜けに言った。

「なぁ、人をヒースたちのところにやるなら、俺も混ぜてもらっていいか？」

「……何でよ？」

「あんたらの人手になる」

　反応を見せたマリアージュにダダンが答える。

「荒事なら対応する。ロウエンとも早く合流したいしな。事態がどう動くかわからねぇんだ。賠償だのなんだのしてる暇がないかもしれん。だから、その代わりに働く。どうだ？」

　興奮を収めたマリアージュが黙考する。

　思考を切り上げた彼女は、ダダンと目を合わせ、静かな声音で彼に告げた。

「いいわ」

「そうか。──ありがとよ」

「それで、わたしも行く」

「……あぁ？」

　ダダンが意味不明だと声を上げた。

　マリアージュが発言を補足する。

「わたしもあんたに付いていく。アリシュエルを捜しに。その、王城の裏にある丘とやらに」

　ダイはぎょっと目を剝いた。見ればダダンも同じ顔だった。

「おいおいおいおい。何でそうなる!?」

「マリアージュ様!?」

「ふたりともうるさいわよ！　……わたしはね、だんだん、アリシュエルに腹が立ってきたの！」

　地団太に踵かかとを鳴らし、マリアージュが声を荒らげる。

「恋だかなんだか知らないけど、あいつが好き勝手しているせいで、ダイもヒースもわたしも巻き込まれているんじゃない！　母親にも心配かけて……。消えるなら大騒ぎにならないようにしておきなさいよ！　歌劇の王道よろしく、幸せになりますって書き置きでもして、恋人とさっさとどっかに行けばよかったのよ！　ばっかじゃないの!?」

　拳を振り回して訴える主人の主張はもっともだ。

　ダイはロウエンに恩義がある。だから巻き込まれたこともなんとか許容できなくもない。一方、いきなり渦中に置かれたマリアージュとしてはひと言、もの申したくもなるだろう。

　しかし、ハイそうですか、と言うわけにはいかない。

「マリアージュ様、それならここでアリシュエル様を待ちましょうよ」

　ダイは説得を試みた。

「ダダンがここまで来てくれたのでわかるでしょう？　危ないんですよ。それにマリアージュ様が行くとなったら、追加で人を出さなきゃならないじゃないですか。そもそもアリシュエル様がそこに本当にいらっしゃるとは限らないんですよ？」

「いるわ」

　マリアージュは断言した。

「あの子は、そういう子だもの」

　根拠もへったくれもない。だが、やけに自信たっぷりだ。

　こうなるとマリアージュは絶対に己の意思を曲げない。何が何でも行く。

　そしてその先で、誰も彼女の行いを止められない。

　ダイは拳を握って宣言した。

「なら、わたしも付いていきます」

「おいコラ！」

　ダダンが顔色を変えてダイに叫ぶ。

「何でお前まで付いてこようとするんだ！　やめとけ！　ヒースから大人しくしてろって言われてるだろうが！」

「そうよ、来るんじゃないわよ！　あんたが行ったところで役立たずじゃない！」

「はぁ!?　その言葉、そっくりお返しします！　マリアージュ様だって行けば役立たずじゃないですか！」

　のこのこと出て行った先で、彼女に何が手伝えるというのか。実際、何もない。

　マリアージュがダイの頰を潰しにかかる。

「あんた、その減らず口どうにかなさい！　だいたい、あんたの友人がアリシュエルの恋人だったりするから、わたしが巻き込まれてんのよ！　そのあたりわかってんの!?」

「ぶぎゃっ！　ふぐーっ！　ふぐーっ！」

　ダイは手足をばたつかせて抵抗した。いつものことながら不思議だが、彼女の細腕のどこにこんな力があるのだろう。

　暴れに暴れてようやっとマリアージュの手から解放される。

　ダイは涙目で主張した。

「とにかく、マリアージュ様が行かれるなら、わたしも付いていきますよ！　絶対！」

　アリシュエルを捜索する手助けにはならないかもしれないが、マリアージュの暴走を食い止めることはできるはずだ。

「わかったよ」

　ダダンが頭を掻いて言った。

「何かあったら、俺が面倒を見る」

「本気ですかダダン？」

「最後まで面倒を見きれるか、保証はしねぇけどな」

　ダダンがダイの問いに答えてマリアージュへ再び問う。

「それでいいか、お姫さん？」

「勝手にしなさい」

「あーっ、たく……」

　悪態をつき、彼は呻いた。

「なぁんで俺は、こう厄介なのに毎回あたるんだよ。……この、クソったれが！」










　王城の裏手の丘は美しい青の花で満たされている。アリシュエルは青が好きだった。静寂の色。家族との軋轢に粟立つ心をいつも落ち着かせてくれた色。初めてここでロウエンと落ち合ったとき、好きな色と好きな人が揃って、夢みたいねとアリシュエルは笑い、そうだね、と、彼も微笑んでくれた。

　丘の奥に広がる山林の入り口で、膝を抱えてアリシュエルは待つ。愛しい男が自分を見いだしてくれることを。

（大丈夫……）

　アリシュエルは膝に額をのせた。

（絶対、来てくれる……）

　アリシュエルが姿を消せば、マリアージュの下へ遣いが行く。そしてダイを通じてロウエンに何らかの報せが行くはずだ。

　皆を巻き込んで申し訳ないとは思っている。それでもアリシュエルは、彼に会いたいという想いを譲れなかった。

　あとふた月足らずで女王選が終わる。催しは徐々に数を減らし、監視付きの部屋から出られなくなっていく。

　ロウエンも、いなくなる。

　何より、父が。

　バイラムが日に日に正気を失っていたのだ。

　父は先代女王の兄にあたる。帝王学を学ぶ妹を間近で見て育ち、元より非常に野心的であったらしい。その権力への執心を見込まれてガートルードに婿入りしたあと、彼はずっと家を盛り立ててきたのだという。

　そのバイラムは女王と王女が急きゅう逝せいし、女王選が始まると、苛烈なまでに玉座にこだわるようになった。

　そしていま、アリシュエルを殺そうとしている。

　昔はまだよかった。

『おまえのためだよ』

　そう囁く父のことを信じられた。

　だが父はアリシュエルが何を成しても満足しなかった。常に厳しく在り続けた。母はそれをたしなめもしない。親の期待を一身に受ける姉を弟てい妹まいたちは疎うとましがる。

　ロウエンの言う、アリシュエルの家族は、どこにもいない。

　失うものは何もない。

　支援者を訪問した帰り道、付き人たちに一服盛って、アリシュエルは逃げ出した。侍女の服を借り、女王候補の遣いを装って礼拝堂に潜り込むと、一晩そこで過ごした。夜が明け、人の出入りに混じって丘へ向かい、いまこうして彼を待っている。

　空腹も何も感じない。なぜなら自分は人形だ。

　愛する男の声だけが自分をただの娘に引き戻す。

「──アリシュエル！」

　遠くから響いた声にアリシュエルは目覚めた。

　アリシュエルは頰をばら色に染めて立ち上がった。







　青の花の野から娘が駆けてくる。

　彼女に駆け寄り、その身体を固く抱きしめて、ロウエンが呻いた。

「本当に、無茶をしたね、君は……」

「絶対に来てくれるって、信じていたの」

「僕が来なかったら、どうするつもりだった？」

「でも、来てくれたでしょう？」

　アリシュエルの得意げな顔は、これまでヒースが見たことのないものだった。

　アリシュエルがヒースの姿を認めてぱっとロウエンから離れる。

「リヴォート様!?」

「失礼いたします、アリシュエル様。ご無事で何よりです」

「どうして……」

「ヒースはここまで付いてきてくれたんだ。ここから逃げるのを手伝ってくれる」

　ロウエンの説明を受けて、ヒースは内心で彼に呆れた。よくもぬけぬけと言ってくれる。しかしまぁ、よいだろう。アリシュエルが女王候補から外れることはありがたい。その利益をあとで最大限に得ればいい。

　ただそれはこの一組の恋人を無事に国外に出してこそ叶うものだ。

　周囲を警戒しながら、ヒースはふたりに告げた。

「話はあとです。ひとまず場所の移動を──……」

　ヒースは不意に言葉を切った。

　丘を渡る風は暖かでやさしいのに、肌が妙にひりつく。

　周囲を見回したヒースは、アリシュエルの背後に広がる山林に目を留めた。

　そちらへ彼女たちふたりを強く押し出す。

「ヒース、どうし」

「行ってください」

「リヴォートさま？」

「いいから！」

　丘の彼方、陽炎のように人影が揺らめく。

　その姿を見て、アリシュエルの表情が凍り付いた。

「おとうさま」

「行け！」

「ヒース！」

　怒鳴ったヒースの襟首をロウエンが掴んで引き寄せる。

「北の奥に山小屋がある。戻れなければ、そこへ行く」

　それだけ囁いてロウエンはアリシュエルを連れて林の中へ飛び込んだ。

　ヒースは丘へ上がってくるバイラムを睨み付ける。

　兵をひとり連れている。彼らの手には剣。すでに赤い。人を斬って捨ててきた後だとわかる。

　特にガートルード家当主の目は、ぎらぎらと光を放っていた。

　飢えた獣のようだ。

　彼が叫ぶ。

「アリシュエル!!」

（──まったく）

　鈍く痛む手と自らの血の臭いに、鈍っていた頭が冴えてくる。

　ヒースは苦笑して呻いた。

「こんなこと、している場合ではないんですがね」

　そうしてぎりぎりまでバイラムたちを引き付けて、林の中へ身を躍らせた。







　ルディアへ密かに遣いを出した後、ミズウィーリの私兵を数人とロドヴィコを連れて、ダイとマリアージュはダダンと共に王城の礼拝堂へ赴いた。

　ロドヴィコを礼拝堂の事務室に残し、皆で敷地の奥へと踏み入る。ロウエンから聞いた話を頼りに裏口を抜けると、裏庭の端から上下に小道が延びていた。まともな舗装のされていない、石を階段状に埋め込んだだけの道だ。登れば丘へ、逆に少し下るとやや開けた場所に出る。

　そこには二台の馬車が停まっていた。

「おそらくリヴォート様が使われたものと、もう一方はガートルード家のものです」

　様子を見て戻った私兵がマリアージュに報告した。

　マリアージュが腕を組んで追及する。

「ガートルード家の、どの馬車かわかった？」

「内装の様子から……ご当主様のものではないかと」

「それがどうしてここに……」

「追いかけてきたんじゃねぇのか？」

　ダイの呟きにダダンが指摘する。

「ミゲルの店の出入りを張ってたんだろ。ヒースは警戒してたが……たぶん、付けられたな」

　ダダンがやれやれと頭を振って、私兵のひとりに声を掛ける。

「御者はどうした？」

「それが……」

　マリアージュを気にしてか、兵は続きを述べなかった。ただ、彼の青ざめた顔から察することはできる。

　──殺されたのだ。

　ダイの横でふっと影が動く。

「マリアージュ様!?」

　ダイは小道を駆け上り始めた主人へ叫んだ。急ぎその背を追いかける。

「待ってください！」

「くっそ！　なに考えてやがる！」

　叫びながら後に続いたダダンがマリアージュとダイの腕を摑む。つんのめってダイはその場に蹈鞴たたらを踏んだ。

　顔を上げるとそこは丘だった。

　ただの丘ではない。

　指の先ほどの小ぶりの花で満ちた花畑だった。

（青の花……）

　それが丘一帯を埋め尽くしている。よく晴れた空を写し取ったかのような見事な風情だ。

　静かだった。人の気配は一切ない。

　マリアージュが呟く。

「アリシュエルはどこなの……？」

　彼女だけではない。ヒースも、ロウエンもいない。

「足跡があるな」

　ダダンが花畑の一角を指した。

　花弁が踏み散らされている。靴跡は数人分。それが丘の奥に広がる山林へと続いていた。

「奥か……」

　ダダンが呟いて花畑へ駆け出す。マリアージュもまた彼と競争する勢いで付いていく。

　兵たちが追い付くよりも早く、ダイもダダンたちを追って走り出した。







　ばんっ、と背後で扉が乱暴に閉じられる。

　山小屋の床に崩れ落ちたアリシュエルは、激しい呼吸に肩を揺らした。

　ずっと走り通しだったせいだろう。わき腹がひどく痛み、不揃いな呼吸で喉の奥が引ひき攣つれた。一気に噴き出した汗が、こめかみから顎まで伝い落ちていく。

　ロウエンがアリシュエルの傍らに膝を突く。

「大丈夫かい？　アリシュエル」

「ロウエン……」

　アリシュエルはロウエンに頷くと、その腕に縋りついた。

「大丈夫。……ごめんなさい」

「いいよ。無事なら。おいで」

　ロウエンがその場に腰を落とし、アリシュエルを腕の中に招き入れる。

　アリシュエルは慣れた体温に安堵の吐息を漏らした。

　あぁ。ここだ。ここなのだ。

　この腕の中に帰ってきたかった。

　アリシュエルは彼の肩にすり寄ってそのぬくもりを享きょう受じゅした。

　気持ちが落ち着いてくると、自分たちを逃がすため、おとりになってくれたヒースが心配になってくる。

「リヴォート様は、無事かしら……」

「大丈夫だと思う」

　アリシュエルの髪を撫でて、ロウエンが慰める。

「彼は彼でそれなりの場を潜っているようだったよ。だから……上手く逃げてくれているはずだ。きっと」

「うん……」

　丘の上で一瞬だけ目にした父の姿を思い出す。

　血走った目で、アリシュエルを見ていた。獲物を狙う獣の顔をしていた。娘に向けるべき顔ではなかった。

　アリシュエルはロウエンの背に腕を回した。

「どうして、放っておいてくれないの……」

　言葉が思わず零れる。固く閉じた瞼から涙が滲む。

「思い通りにならないわたしが、そんなに憎いの!?　わたしはあの人たちの道具ではないのに。見放してすらくれないの!?」

　わかっている。

　あの父は自分を裏切った所有物むすめを許せないのだ。自分の道具が反抗したから、踏みにじって壊したくて仕方がないのだ。

「ごめん、アリシュエル。僕が悪かった」

「ロウエンは何も悪くない……」

「いいや、僕のせいだよ」

　ロウエンは腕を解いてアリシュエルの肩を押した。涙に濡れたアリシュエルの頰をその手が包み込む。

「君がそんな風に家族に絶望する前に、こんなことになる前に、僕が君をもっと早くに攫っておくべきだった──すべては君の話を深刻に聞かなかった、僕のせいだ」

「ロウエン……」

「僕の国へ共に行こう、アリシュエル」

　アリシュエルの目を覗き込んで彼は告げた。

「僕とずっと一緒に生きてくれる？」

　声にならなかった。

　アリシュエルはロウエンの首に縋りついて、泣きながら何度も頷いた。

　アリシュエルを固く抱いてロウエンが囁く。

「ごめんね。ずっと待たせて」

　本当にごめん、と、彼は繰り返した。

「だけどね、アリシュエル。僕は君から家族や国を奪えるほど、強くはなかった。君の家族以上に君を幸せにできるという確信がなかった。何より、僕は君が家族との仲を修復できるものと、信じていたかった──……僕は結局、そういう国の民だから」

　ロウエンの故郷は、何度、裏切られても、踏みにじられても、人を信じずにはいられない。そんな強さを持つ国なのだという。

　アリシュエルはロウエンのように家族を信じることはできない。

　けれど彼のそんな部分に、救われた。

　そして彼のそんな部分を、愛した。

　わたしは人を信じる強さを持つ、この人がとても好きだったのだ。

　アリシュエルは身体を起こして微笑んだ。

「わたしも、あなたの国のそんな民のひとりになりたい」

「なるよ」

「あなたの目に、この国の人々はどう映っていた？」

「君の育ったこの国は、強く美しい人々の国だよ。芸術を貴とうとぶだなんてすごいじゃないか。それは焼かれても踏みにじられても生き残る。そこに刻まれた魂たましいの輝きを未来へつなぐ。それを第一に掲げている民の国だ」

　だからロウエンはこの国に留まった。

　そしてアリシュエルと出逢ったのだ。

「わたしには、ちっともそんな風に思えなかったのにね」

「外に出て初めて気づくこともある。ふたりで、たくさんのものを見て回ろう」

「はい」

　ロウエンがアリシュエルの頤おとがいに手を添える。やわらかな彼の黒の目が、自分の姿を映し出している。

　そうして自分の唇に触れる彼のそれを受け入れて、アリシュエルは目を閉じる。

　混ざる吐息。重なる体温。自分を愛おしむ手。

　彼と交わした、未来の約束。

　そのすべてに幸福を覚えて、アリシュエルは微笑んだ。







　──林を歩き始めて四半刻強。

「ま、待って。ダイ」

「もう少しです」

「だめ、ちょっと待っ、待ちなさいってば！」

　誰に何と言われようとも、頑として休もうとしなかったマリアージュが、とうとう音を上げてしゃがみ込んだ。

　他人に傅かしずかれて必要以上に動くことのない彼女が、よくぞ舗装されていない道をここまで歩き通したものである。

　その利かぬ気の強さに感服しつつ、ダイは彼女に手を差し伸べた。

「マリアージュ様。土の上に座り込んだらだめです。服が濡れます」

「なっ、んで、あんたは平気なのよ!?」

「これでも下町育ちですからねぇ……」

　ミズウィーリに来てからも日々、体力仕事の身である。当然ながらマリアージュより持久力はある。

　不服そうに立ち上がる彼女をダイが支えていると、先行していたダダンが引き返してきた。

「おい、こっちに人はいなさそうだ」

「道を間違えましたか？」

「わからん。だが一度、引き返したほうがいい」

　ダイの問いに答えて、ダダンがマリアージュを一いち瞥べつする。

「お姫さんも限界っぽいしな」

「ちょっと休憩してただけでしょ！　余計なお世話！」

　ぜい、と、肩で息をしてマリアージュが叫んだ。

「戻らなくてもいいわよ！　わたしは！」

「あ、そ。じゃあここにいろ。俺は戻るぞ」

「あんたわたしを守ってくれるんじゃないの!?」

「守られたいならそれなりの行動をしろ。自分の限界もわからないやつに付き合う義理はねぇんだよ！」

「あのねぇ……！」

「ふたりとも！　喧嘩腰で会話するのやめてくださいよ！」

　ダダンとマリアージュは相性が悪いらしい。もうずっとこの調子である。いや、逆に仲がいいのか。身分差もなくぽんぽん言い合いしている。ここまで付いてきてくれたミズウィーリの兵たちも対応しかねて、すべてをダイに丸投げしていた。

　ダイはため息を吐いて周囲を見回した。

（それにしても……どこにいったんだろう）

　アリシュエルもロウエンも、そして、ヒースも。

　林の中は歩きづらい。

　乱立する木々が視界を埋め、生い茂った葉が太陽の光を阻む。腐ふ葉よう土どの詰まった足場は柔らかく、気を抜けば中途半端に埋まった根にすぐ足を取られる。アリシュエルがもしもひとりなら、到底このあたりまで来たとは思えない。

「……ん？」

　ダイはふと、違和感を覚えた。

　擦れ合う梢の音が、一瞬、増えた気がした。

　これからを話し合うダダンたちから離れて耳を澄ます。

　木々の間を風が吹き抜ける。

　枝葉が大きく擦れ合う音の中に、ぱきり、という異音が混じった。

　枯れ枝を踏み割る音だ。

（人の、足音）

「ダダン！」

　ダイの呼びかけに反応し、ダダンが皆との話を切り上げる。彼は厳しい表情でダイの前に飛び出し、腰に佩はいた剣の柄に手を掛けた。ほかの男たちもマリアージュの周りを固めて、踏み込みの態勢に腰を屈める。

　しかし警戒はすぐに意味を失った。

　木々の陰から現れた足音の主は、ミズウィーリの当主代行だったからだ。

「……リヴォート様」

　衣服の裾を腐葉土で汚した男は、ダイの姿を認めるなり顔を歪めた。

「なぜあなたがここにいるんですか？」







　抱き合っていた時間は長くも短く感じられた。

　ロウエンがアリシュエルを解放する。彼は膝に手を突いて立ち上がった。

「暗くなってきた。火を点そう」

　手持ちの招力石の明かりを頼りに、ロウエンが角灯を探し始める。

　山林にぽつりとあった山小屋は放置されて久しいらしく、調度品のすべてに埃避けの布が掛かっている。それを一枚一枚めくっていく彼に、アリシュエルは尋ねた。

「ここにずっといて、父に見つからない？」

「可能性はある。でも、むやみに動くよりはいいはずだ。ヒースが助けを呼びに行っているかもしれないし、ダイはもうとっくにミズウィーリへ報告を入れているはずだから、ヒースの戻りが遅ければ、誰かを連れて様子を見に来てくれていると思う。なにより……君はもう、体力の限界だろう？」

　ロウエンが揶揄からかうように言って、アリシュエルは頰を膨らませた。

「そんなにやわじゃありません」

「おや、それは知らなかった」

　おどけるように笑ったロウエンは、角灯をようやっと見つけたらしい。

　彼は中の蝋ろう燭そくに火を点して呟いた。

「灯りが漏れるな……。雨戸を閉めないと」

「待って、閉めてきます」

「うん？　……いや、アリー、待って」

「わたしにもそれぐらいできるわ」

　アリシュエルは立ち上がって、窓に歩み寄った。遮光幕の敷かれた窓に、ちらちらと明かりが漏れている。夕暮れの甘い緋色の斜光。

　その色のように唯一、存在の鮮やかだった、同じ女王候補を思い出す。

（ごめんね、マリアージュ）

　本当に、迷惑を掛けた。今度こそ嫌われただろう。

（でも、わたしはどうしても、ロウエンの下へ行きたかった）

　けれど、もう一度ぐらい会えるだろうか。会って、感謝を伝えられるだろうか。

　幼いころ、アリシュエルにすり寄るたくさんの大人がいた。人形を見る目をした気持ち悪い彼ら。なのに誰もアリシュエルの怯えに取り合わなかった。

（同じぐらい、ちいさなあなただけが、わたしのことを守ってくれたね）

（あなたは覚えていないだろうけれど、ずっとそのことが支えだった）

　アリシュエルにとって女王とは民の庇護者。

　紅茶色の髪とそばかすを持つ、ちいさな女の子が、アリシュエルの女王さま。

　それを感謝と共に、伝えられたら──……。

　遮光幕を指先で押しやって、雨戸の金具に手を伸ばす。

「アリシュエル！」

「……え？」

　ロウエンの叫びにアリシュエルは瞬く。

　目の前で、窓の玻璃が砕けた。

　そこに男の血走った目を見つけ、アリシュエルは声にならぬ悲鳴を上げた。







　林から現れたヒースはマリアージュたちを見るなり勢いよくダイに詰め寄った。

「どういうことですか、ダイ。なぜあなた方がここに？」

「えーっと、色々とありまして……」

「ヒース！　あんた大丈夫なの!?」

　マリアージュがダダンたちと共に駆け寄り、ヒースへ矢継ぎ早に質問を繰り出す。

「アリシュエルはいたの？　っていうか、あんたひとり？　あの子の恋人と一緒にいたんじゃないの？　ふたりはどこよ？」

「逃げました……。ロウエン──恋人と一緒に」

「逃げたっつうのは、お姫さんの親父からか？　追っ手の人数は？」

「ふたりです」

　ダダンの間髪入れない問いにヒースが厳しい顔で回答する。

「バイラム氏と、その護衛がひとり。こちらに引きつけようとしたのですが、失敗しました。すぐにロウエンたちの下へ応援に向かったほうがいい。あの様子だと見つけ次第すぐにロウエンたちを斬り殺しかねない」

　そこまで危険なのかと、ダイは顔をしかめた。

　ミゲルの店で目の前を通り過ぎた刃の鋭さを思い出す。あのときの血臭が鼻の奥によみがえるようだった。

　いや、と、我に返る。

（ちがう）

　この血の臭いは、記憶のそれではない。

　ダイは震えながら指摘した。

「ヒ……リヴォート様、手……」

「……あぁ」

　ヒースが包帯に包まれた左手を持ち上げる。白かった包帯が、赤黒くなっていた。傷口が開いているのだ。

「大丈夫、なんですか……？」

「えぇ」

　ダイの問いに対する返事はそっけない。

　助けられたのはダイなのに、心配すら受け取ってもらえない。

　ダイたちの遣り取りを眺めていたマリアージュが口を挟んだ。

「ヒース、あんた、傷の手当てをしに戻りなさいよ」

「薬が効いているので、痛くはありません」

「そういう問題？」

「マリアージュ様、悠長に戻っている場合ではないのです」

「待て。お前、本気で顔色が悪いぞ」

　ダダンが深刻な声で指摘する。ダイは彼の隣で首を縦に振った。

「とりあえず、あいつらがどっち行ったか教えろ。俺たちが行く」

「平気です」

　ダダンの忠告を拒絶してヒースが告げる。

「暗くなります。ダダンとふたりは付いてきてください。ひとりはマリアージュ様たちを連れて戻っ」

「イヤ」

　兵たちに指示を出すヒースを遮ってマリアージュは宣言した。

「わたしも行くわ。あの子を……アリシュエルを一番に張り倒すために、わたしはここまで来たのよ」

「マリアージュ様！　このようなときまで、わがままはおやめください！」

「は？　あんたか弱いわたしたちふたりをここに、護衛をひとりだけ付けて置いていくつもりなわけ？」

「マリアージュ様──……」

「わたしは平気よ。この男が守ってくれるらしいから？」

「お、おいおいおいおいおい!?」

　突如として引き合いに出され、ダダンが狼狽を見せる。

　引き寄せた彼の腕にしがみ付いて、マリアージュが半眼で唸る。

「なによ。あんた、あれだけ大口叩いておいて、やっぱり守れないの？」

「んなこたねぇけど、そういう話じゃねぇだろ！」

「守れるの？　守れないの？　そういう話でしょ」

「あぁああぁくそっ！　このじゃじゃ馬め！」

　ダダンがマリアージュの腕を払いのけて叫ぶ。

「できる限りはやるけどな！　死んだって俺の枕元に化けて出てくんなよ！」

「……ヒース。わかったわね？　わたしも行くわよ。なんとしてでも」

「あんたんとこの姫さん、とんでもねぇな!?」

　ヒースが頭痛を堪えるように眉間を押さえた。

　何を言ってもマリアージュは聞かないし、時間の無駄だと思ったのだろう。彼は次にダイをその目で捉える。

　彼が何かを言い出す前に、ダイは主張した。

「わたしも行きます」

「ダイッ！」

　憤ふん怒ぬに声を震わせた彼が、ダイの肩を乱暴に掴む。

「あなたまでっ！　いい加減にしなさい！　だいたい、どうしてこっちまで来たんですか！」

「マリアージュ様が行くって聞かなかったからです！　それに、事情を知るわたしが、どうしてひとりぬくぬく待っていられますか！」

「迷惑です!!」

「残念でした。来てしまいました！」

　だんだんと、苛々してきた。

　過保護だったり、冷たかったり、ヒースのことがさっぱりわからない。

　ダイはヒースを睨み付けた。

　これ以上、振り回されてなるものか。

「言っときますが、マリアージュ様が行かれる以上、わたしがここで待ったとしても、ひとりっていうことですよねぇ。マリアージュ様のために、護衛は全員、付いていくわけですから。誰が襲ってくるかわからないこんなところで、わたしがひとりでぼうっと待っているのも、皆と一緒に行くのも、危険の度合いでは変わりませんよね!?　違いますか!?」

　護衛の数はダダンを含めて計四人。うち三人の手勢を連れて行こうとした。残りをマリアージュの護衛として宛がい、引き返させるつもりだったのだろう。

　だが、マリアージュがヒースたちと行くならば、警備を厚くする必要がある。ダイのために、人員を割くことはできないはずだ。

　ヒースが押し黙る。ダイは彼を論破できたようだ。

「わたしも行きます。ロウエンが心配です。大丈夫、危険が迫ったらすぐ逃げます」

　ヒースに断言したあと、ダイは言い添えた。

「守ってくれなくても……いいですから」

　ここから先は自己責任。何かあったときは、捨て置けばいい。

　ヒースがダイの肩から手を外し、苦しそうに蒼の目を細めて歯嚙みする。

「……あなたはときどき、驚くぐらい頑がん固こだ」

　ダイは呆れた声でヒースに告げた。

「知らなかったんですか？　職人は往々にして頑固です」

　ぱん、と、ダダンが手を叩いて出発を合図する。

「話はまとまったな。いいから全員で行くぞ。手遅れになる」

　ダダンが木々の合間から差し込む赤光を見やる。もう夕刻なのだ。

　間もなく、夜になる。

　視界が利かなくなるのも、時間の問題だった。







「やめて！　もうやめて！」

　ロウエンの前に立ちはだかりながら、アリシュエルは叫んだ。血に濡れた剣を提げて嗤う男に、この行為が無意味でしかないとわかっている。それでも、叫ばずにはいられない。

「女王になるから！　もうわがままを言わないから！　何でも従いますから！」

「うるさい!!」

　バイラムがアリシュエルを恫どう喝かつする。

「お前なぞ、もういらん！　こいつもわたしの邪魔をした時点で同罪だ！　わたしに逆らったことを後悔しながら、この男が死ぬところを目に焼き付けろ！　そして死ね！　死んでしまえ!!」

「お父さまっ！」

「どけっ!!」

　バイラムはアリシュエルの身体を蹴り飛ばし、その背後に横たわるロウエンの腹部を踏み抜いた。

　何度も、何度も、執しつ拗ように。

　ロウエンの身体に縋りついて、アリシュエルは悲鳴を上げた。

「やめてやめてやめてっ！　お願いぃ──……っ!!」

　窓の玻璃を割って小屋の中に侵入したバイラムは、アリシュエルを跳ね飛ばしてロウエンに斬りかかった。剣で背から腹までを貫かれた彼は、床に崩れたまま微動だにしない。

　アリシュエルの手を、ぬるりとした赤いものが染めていく。

　爪の中までロウエンの血が染み込んでいく。

　アリシュエルは泣いた。

　どうして、こんなことになってしまったの。

　ぐっと、父に頭を踏みつけられる。

「最初から……何もかも、間違っていたのだ」

　バイラムがアリシュエルにのせた足に重心を加えながら叫ぶ。

「最初から！　何もかも！　わたしは、女王の息子だぞ！　エイレーネより先に生まれた！　なのになぜ！　玉座はわたしのものにならんのだ！　なぜ！　男子は呪われるのだ!?　わたしの方が優秀だったのに！　わたしにはあれより力があったのに！　なぜ!!」

　父の足にこもる力が増していく。

「長かった……ようやっとここまでこぎつけたのに！　お前!!　お前が……っ！」

　アリシュエルの頭から圧力が消え、髪を引っ張り上げられる。アリシュエルは頭に手を当てて悲鳴を上げた。

「痛い！」

「お前が!!　わたしのすべてを台無しにした!!」

　唾を吐きながら吠える父を、アリシュエルは見つめた。

　嗤いが、漏れた。

　あぁ、どうして、もっと早くにこの男を見限らなかったのだろう。

　自分からロウエンの手を引くぐらいでもよかったのかもしれない。

　だが自分もまた、ぎりぎりまで、信じたかったのだ。

　お前の意思はわかった。どこになりとも行け。それだけでも、言ってくれないかと。

　なのに父は叫ぶのだ。

「なぜわたしを裏切った！　アリシュエル！」

　最初に子どもの愛を裏切ったのは、父であるあなた。

　青白いロウエンの顔をアリシュエルは見下ろした。

（わたし、あなたの国の民には、なれないわね）

　裏切られても信じるなんて、自分には難しい。

　それでも、彼の傍に在ることは、許されるだろうか。

「わたしは……この人と一緒に、生きたいの」

　血が、たくさん溢れて。

　早く、手当てをしないと。

　行かなければ、彼の国へ。

　そして、一緒に生きるの。

「わたしは、利用されるばかりの人形ではなく、この人と生きる、女でありたい」

　愛しい男に寄り添い、彼と共に生きる、ひとりの女でありたかった。

　自分の望みは、ただ、それだけだ。

　涙を零して、訴える。

「わたし、この人を愛しているの──……」

　女王の座など、自分はいらない。

　バイラムがアリシュエルの頭を勢いよく投げ捨てる。

　ロウエンから引き離されて、アリシュエルはそのまま戸棚に叩きつけられた。衝撃で壺が傾ぎ、中身を床にまき散らした。血臭に一気に混じる、油のにおい。

　灯したばかりの角灯が、油の泉へ吸い込まれるように落下していった。

　角灯の玻璃が砕ける。

　火柱が、上がる。

　その陰でロウエンに向けて振り下ろされる、銀の刃を茫然と見つめながら、アリシュエルは叫んだ。

「──……たすけて!!」







　林の中を突っ切るよりも、迂回したほうが歩きやすい。

　地図を持参していた兵にそう言われて、ダイたちはいったん山林を抜けた。知らない間にかなり山を登っていたらしい。街のみならず、国全土が望めるのではないかという、見晴らしのよい高台に出る。

　そこもまた花畑だった。ちいさな花の群れが絨毯のように広がっている。夕日のせいか紫にも見えるが、最初の丘に咲いていたものと同じ青の花だ。それがそよぐ風に揺れていた。

　その花畑を進んで幾ばくも経たず、太陽が地平の果てに溶け落ちる。

　空が群青に塗り替えられていく。

　その一角が、紅に染まった。

　女の悲鳴が聞こえる。

「先に行く！」

　ダダンが走る速度を上げた。

　ヒースもそれに続いて、兵たちに指示を出す。

「ふたりは付いてきなさい！　あとはマリアージュ様たちを！」

「「はい！」」

　紅は山林の中を染めている。

　ダダンたちに遅れてダイたちが辿り着いた場所には小屋があった。

　壁の一角に、炎をまとった、山小屋が。

　マリアージュが一歩ふらりと踏み出す。

「なにあれ」

「お待ちください、危険です」

「後ろに下がりましょう……。ダイ、お前も」

　護衛に残った兵に、ダイたちは制止された。

　悲鳴は小屋から聞こえている。

　小屋の前には歩哨がひとり。装備からわかる。ガートルード家の兵だ。その彼を懐に踏み込んだダダンがあっという間に斬り伏せる。ダイは反射的にマリアージュの頭を抱えて目を伏せた。

　ダイが再び小屋に向き直ると、兵たちがヒースの指示で扉を蹴り破っていた。中には真っ先にダダンが飛び込み、もうひとりがその後に続く。

　壁を舐なめていた炎の勢いが増す。

　再び届いた明瞭な悲鳴に、マリアージュが茫然と呟く。

「アリシュエル」

（あの声は）

　そう、アリシュエルの声だ。

「ダイ！　ここから離れるぞ！」

　兵が退避を促す。なのにダイの足は地面に張り付いて離れない。それはマリアージュも同じらしかった。彼女は微動だにせず、食い入るように小屋を見つめている。

　派手な乱闘の音が炎の爆ぜるそれに混じる。

　合間に挟まる金切り声。玻璃の、砕ける音。

　再度の、悲鳴。

　ダイは思わず駆け出していた。

「お、おい、ダイ、待て！」

　同僚の制止が背後で聞こえる。

　こわいのに。どうしようもなくこわいのに。

　あそこで何が起こっているのか、確かめるための足が止まらない。

　足場の悪い山道によろけつつ、小屋に手が届くと思われた、そのときだった。

　小屋の中から猛然と飛び出してきた何者かに、ダイは跳ね飛ばされていた。

「っつ……!?」

　その場で転倒し、強かに腰を打ち付ける。痛みに顔をしかめたダイは、歪んだ視界を追う影に息を呑んだ。

　見知った男が、赤く汚れた剣を手に、目の前にいる。

　バイラム・ガートルード。

「ダイ！」

　彼の背後でヒースが叫ぶ。

　ダイが我に返るとバイラムはすでにそこにいなかった。来たときと同じ勢いで、林の奥へと遁とん走そうしていた。

「大丈夫ですか!?」

「ヒース……」

　駆け寄ってきたヒースが、ダイの傍らに膝を突く。

　骨が軋むような力で、ダイの腕を摑んだ彼は、裏返った声で絶叫した。

「だから付いてくるなと言ったんだっ!!　怪我は!?」

「あ、な……ない、です」

　ダイが無傷を主張すると、ヒースは表情を崩した。

　安堵の色。いまにも泣き崩れそうなほどの。

　言葉を失うダイの腕を解放して、ヒースが燃える小屋を振り返る。

「ダイ、ここから離れなさい。危険です。……あの小屋は焼け落ちる」

「え、あ、ろ、ロウエンは？」

　あそこにアリシュエルがいるならば、彼もまたそうではないのか。

　ヒースは答えない。眉間のしわを深くするだけだ。

「ロウエン！」

　アリシュエルの、悲鳴が聞こえる。

「ロウエン、ロウエン……ロウエンッ！」

　ダイはふらりと立ち上がり、ヒースの横をすり抜けた。

　ごう、と、炎がダイの眼前で咆ほう哮こうする。

「ダイ……っ、……ァナ……！」

　ヒースの制止が掻き消される。

　小屋の中は想像以上に赤かった。

　床を這う炎が蛇のように身をくねらせる。煙が充満する屋内に舞う火の粉が雪のようだ。

　ダイは煙と粉ふん塵じんに沁みる目を凝らした。

　赤い水溜まりに沈む足が見えた。

　男の、足だ。

「ろう、え」

「ロウエン……っ！　こほっ……ろぅ……え！」

「おい、姫さん！」

　男の身体に縋りつくアリシュエルの肩をダダンが引っ摑む。

「ここを離れなきゃやべぇ！　どけ！　ロウエンから離れてやれ！」

「や、いや！　いや！」

　アリシュエルは梃て子こでも動きそうにない。

　小屋の奥。ごとん、と、炎をまとって、天井の梁が落ちた。

　ダダンといた兵が辛抱たまらない顔で小屋から飛び出す。ダイの腕を引くヒースが、隣で何かを喚いている。

　逃げなくてはならない。

　けれども足が縫い留められたように動かない。

「ロウエン……っ！」

　赤子のひとつ覚えのように、アリシュエルが繰り返す。

　喉をすりつぶし、声を枯らして、ダイの友人の名を唱え続ける。

　そうすれば、零れ落ちていく命が、繫ぎとめられるのだと、言わんばかりに。

　ふと、ダイの傍らを影が過よぎった。

　影は肩を怒らせて、紅に染められた髪を躍らせながら、誰もが進むことを躊躇うだろう熱気の中へと踏み込んでいく。

（──マリアージュ様）

「いい加減にっ、しなさい!!」

[image: ]

　マリアージュはアリシュエルの前で足を止め、怒声を浴びせかけながら、彼女の頰を張り倒した。

「あんたがそこでぴーぴー泣いてたら、そいつの手当だってできないし、ふたりで黒焦げになるしかないのよ！　なに死に急いでんのよ、あんたは！」

　アリシュエルが茫然とマリアージュを仰ぎ見る。

「ま、まりあ」

「ほら！　立って！」

　アリシュエルの腕を乱暴に掴み上げ、マリアージュは叫ぶ。

「逃げるわよ……ダダン！」

「わぁってる！」

　マリアージュに叫び返したダダンがロウエンを担ぎ上げる。そして彼はアリシュエルの手を引いたマリアージュと共に小屋から飛び出してきた。

「ダイ！」

　マリアージュがダイを怒鳴りつける。

「あんたもぼっとしてないの！　ヒース！　ちゃんとこの子の面倒を見なさいよ！」

「わかっています」

　ヒースの声が間近で響く。

　彼に引きずられるようにして、ダイはその場から急ぎ離れた。

　煙に包まれていた小屋が、轟音を立てて崩れ落ちる。

　星の煌めき始めた空を、しばし明るく染めたのち、それがどうなったのか、ダイは知らない。







　月光の下、青い花の上に男が横たえられている。

　小屋から出されたあと、彼は新鮮な空気を吸って、一度は意識を取り戻した。

　アリシュエル、と、名を呼んで、手を宙に彷徨わせる。もう、目が見えないらしい。

　進み出た娘の手を固く握って、それでも彼女を見ることなく、彼は穏やかに笑って口を開く。

　彼の唇に耳を寄せた娘だけが、最後に紡がれた言葉を聞いた。

　いつもやさしかった黒い瞳が、急速に光を失っていく。

　虚ろな目。ひび割れた唇。男はもう動かない。

　その物言わぬ身体に縋りつき、壊れるほどに泣く娘の姿が、少しずつ白くかすんでいく。

　ダイは固く瞼を閉じる。

　その熱くてたまらない瞼の上を、背後から伸びた男の手がそっと覆う。

　冷たい膚はだ。ヒースの手だ。

　その手はダイの零れる涙を悲しみごと、ずっと受け止め続けていた。
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　梟ふくろうは《女王の影》と呼ばれる側近である。

　国主の傍に侍はべり、その私室への入退室を自由に許される数少ない近習。それでも礼儀として四回、梟は扉を軽く叩いた。

「陛下、──女王陛下」

　梟の呼びかけに、入れ、と、短い応えがある。

　扉を開けた先の室内は、上品な調度品でまとめられている。しかし日中であるのにひどく暗い。採光窓から差す光は薄ぼんやりとしていて、その陰に引いた椅子に梟の主人は腰掛けていた。

　何かを熱心に読んでいた主人は、その白いかんばせを上げて淡く笑った。

「なんだ、もう出発か」

「はい。少々、早くなり、申し訳ないのですが」

「かまわない。……道中なにがあるかわからないしね。遅れないようにしないと。……仕方がないよ」

　これから自分たちは隣国へ向かう。公の理由で言えば、新しい女王の誕生を寿ことほぐためだ。本来は訪れる義理などないが、今回ばかりは仕方のないことだった。

　あちらで大切なことがあるのだ。

　椅子から立ち上がり、歩いてきた主人が梟に書類を押し付ける。

「これは？」

「送られてきた進行表。念のために引っ張り出してきたんだけど……。覚えたからやっぱり処分して」

「かしこまりまし……」

「ねぇ、梟」

　主人は機嫌がよいようだ。

　顔を覆う紗の布の向こう、その双眸が爛らん々らんと輝いている。手袋に包まれた手が梟の肩を滑り、腕の衣服を握りしめる。

「最有力の女王候補が消えたって。いったい、何をしたんだろうね」

「陛下」

「新しい女王は誰になるんだろう──楽しみだな」

　愉ゆ悦えつの滲む声が室内に響く。

「楽しみだ。楽しみだな、梟。ようやっと、ようやっとだよ。君にも、たくさん苦労を掛けたから」

　長い時間、自分たちは欠落を抱えて、時が満ちるまで待っていた。

　だがそれももうすぐ終わる。

　いや、始まるのだろうか。

　その手と声を震わせて、梟の主人は囁き続ける。

　万感の思いを滲ませながら。

「本当に、楽しみだね──……」







　デルリゲイリアでは花季が終わるとすぐに、冬が嵐と共にやってくる。

　そうなる前にと、土地を渡らねばならない人々は、順次移動を始めていくのだという。貴族の子女が女王選の終わりを見ず、帰郷する理由の一端だった。

　雲ひとつなく、からりとした風が心地よい、絶好の出立日和。王都から外へと続く門前広場は、これから旅立つ多くの人々で賑わっている。

　彼らのうちのひとりであるダダンが、頭を掻いて礼を述べた。

「悪いな、来てもらってよ」

　ダダンはこれからカイトの付き添いで東大陸へ向かうのだ。

　彼らを見送りに来ていたダイは、ゆるりと首を横に振った。

「お世話になりました。……気をつけて、帰ってください」

「おう、ありがとな」

「これは餞せん別べつです」

　共に見送りに来ていたヒースが、手のひらに収まる革袋をダダンに渡した。中身は貨幣と招しょう力りき石せきの屑石だと言う。招力石の屑石はいくらあっても困らない。なんなら換金すればいいとヒースは言った。

　ダダンが目を瞠って、ヒースを見返した。

「いいのかよ？」

「えぇ。……護衛の報酬がまだでしたからね。弾むと言ったはずです」

「あぁ？　あれはなしって話になってただろ？　お前に怪我させちまったからって。なぁ、お姫さんよ」

「姫姫ってうるさいわね……。あんた、人の名前もまともに呼べないの？」

　憤ふん慨がいした様子でマリアージュが鼻息を荒くする。ダイたちと同様に予定の合間を縫ってきている彼女は、ダダンの不ふ遜そんな態度が癇かんに障さわってたまらないらしい。

　一方のダダンはけらけら笑っている。マリアージュの態度が一周回って楽しくなってきたようだ。毛を逆立てる猫を揶揄からかって遊んでいる顔をしている。

「マリアージュ、お前、もう少しお淑やかにしろ。こいつらに心労を掛けんのやめてやれよ」

「気安く人の名前を呼ばないで！」

「……俺にどうしろってんだ？」

　なぁ、と、ダダンがヒースに意見を求める。ヒースは黙秘だ。下手な口出しはマリアージュの苛立ちの矛先を己に向けるだけだとわかっているからだろう。

　ダダンが深いため息を吐く。

「ったく……っていうか、大丈夫なのかよ。お前ら三人が見送りって。くそ忙しいんだろ」

「かまいません。当家の主人たっての希望です。それに……」

　予定を調整したヒースが代表して答え、出立手続きの列を振り返る。

「もう、最後ですから」

　ダイも彼につられて列を見た。ちょうどカイトが頭から外套を被ったもうひとりの手を引いて歩いてくるところだった。

　兄を失った彼は明らかに消沈している。当然だ。彼は長く離れていた兄と、ようやっと会えたばかりだった。本来であれば兄を伴って帰郷するはずだった。

　短い日々の中で兄弟同士がきちんと話し合えたのかも怪しい。

　それでもカイトはダイたちへ感謝の徴しるしとばかりに笑ってみせた。

「元気だすよ」

　カイトは言った。

「帰ったら、慰めなきゃいけない人たちがいる。……ゆっくり、落ち込んでいられもしない」

　国許には彼の家族がいる。両親。弟てい妹まいもいるらしい。彼らはロウエンの悲報に打ちのめされるだろう。そのときのためにまず自分が立ち直っていなければと、カイトは言うのだ。

「兄とは、ちゃんと話したんだ。……短いけど、ちゃんと話せた。ここに来てよかったと思う。……国で待ったままだったら、きっと何も知らないまま、色んなことを、恨んでいたと思う。兄さんが、大事にしていたもの、気にかけていたこと。俺が持って帰って、皆に伝える。大丈夫」

　強い人だな、と、ダイは思った。

　兄を追ってここまで来た彼のことを、ダイはほとんど知らない。けれど最初の幼い印象を裏切って、彼は落ち着いている。強したたかで、他人への思いやりに満ちていた、まさしくロウエンの弟だと思えた。

「だから、あんたらも、心配しないでくれ」

　カイトはふたりの同行者と共に帰郷する。

　ダダンと、そしてもうひとり。

　カイトに手を引かれた同行者が、彼からの視線を受けて、外套の頭巾を頭から滑り落とした。

「アリシュエル、さま……？」

　ダイの呼びかけに、女王候補だった娘は、にこりと笑って頷いた。

　その姿の変わりようをダイは絶句して見つめる。

　マリアージュが愕然とした声で呻うめいた。

「あんた……その、髪」

　彼女が歩くと、あたかも光を零していくようになびいていた、金の髪。

　それがばっさりと切り落とされていた。

「驚きました？」

　輪郭があらわになったちいさな頭を両手で扇ぎ、思いのほか明るい声でアリシュエルが言った。

「わたし、知らなかったんです。この髪がお金になるなんて。だから、ダダンに売ってもらいました。それを、少ないですけれど道中の路銀に」

「あっ、あああんた、か、髪もそうだけど、その、声っ！」

　マリアージュが裏返った声で指摘する。

　アリシュエルが苦笑して喉を押さえる。そこには包帯が巻かれていた。

「喉を、とても傷めたらしくて」

　と、彼女は告白した。

　低く掠れた、声だった。

　無理もない。火の海の中で、あれだけ叫び続けたのだ。

「……治るの？」

　マリアージュの問いにアリシュエルは答えない。

　ただ、静かに微笑むのみだ。

　かつて玲れい瓏ろうだったアリシュエルの声は、大きく変質してしまっていた。耳障りではない。甘さを宿す低く掠れた声は、官能的ですらある。けれど以前の彼女を知る身として、ダイはその喪失が哀しくてならなかった。

　アリシュエルの出立を、彼女の親族は誰も見送らない。

　女王候補の立場、髪、声、国、そして、恋人。

　あらゆるものを失い、彼女はカイトに連れられて、東大陸へと旅立つ。

　ロウエンの家族に謝罪するのだと言って。

　アリシュエルが歩を進めて、マリアージュの手を取った。

「いいの。気にしないで。何もかも、自業自得なのだもの。……ありがとう、マリアージュ。ここまで来てくれて。最後にもう一度、会いたかったの」

「……暇ができたからよ」

　己の手を包み持つアリシュエルのそれを、マリアージュは困惑した顔で見下ろして言った。

「同じ女王候補の誼よしみとして、見送りぐらいはって、思っただけ」

「そうね……。じゃあ、同じ女王候補の誼で、わたしのお願い、聞いてはくれないかしら？」

「……お願い？」

「そう」

　アリシュエルは大きく頷いて、マリアージュの手を胸元に引き寄せた。まるで祈るかのように懇こん願がんする。

「この国の女王になって、マリアージュ」

「あ……あんた、ね」

　マリアージュは呆れ返った顔だった。

「また、飽きずにそんなことを……。っていうか、前にも言ったでしょ。なりたくてもなれるもんじゃないって！」

「いいえ、なるわ」

　アリシュエルが断言する。

　彼女はマリアージュの手を強く握りしめ、声をひそめて囁いた。

「……メリア、シルヴィアナ、クリステル。……ほかのどの候補よりも、あなたが女王に相応しい。誰かの思惑に踊らされる人形ではなく、自分で守りたいものを決めて、そのために動くことができる、人間であるあなただからこそ」

　この国の、女王に、と。

　最もその座が相応しいと謳うたわれ続けた娘が宣のたまう。

　アリシュエルが跪く。マリアージュが目を剝むいた。馬車や人々が影になって、衆目を集めていないことが幸いだ。

　アリシュエルがマリアージュの手の甲に口づける。

　彼女こそマリアージュの第一の臣民であるのだとでもいうように。

「女王陛下。そのように呼ばれるあなたの姿を目にすることができない。それだけが心残り」

「アリシュエル」

「あなたなら、この国をきっとすばらしい方向へ、導いていけると信じている」

　マリアージュの手を解放し、アリシュエルが立ち上がる。

「勝手ね」

　口づけを受けた手を見つめ、マリアージュは嘆息した。

「あんたは本当に、いつも自分勝手。それを皆どうして見抜けないのか、不思議でならなかったわ」

「ごめんなさい」

「好き勝手いうんじゃないわよ。わたし、あんたのそういうところが、大嫌いだった」

「でもわたしは──……」

　その言葉にアリシュエルが哀しそうに微笑む。

「あなたが、とても好きだった。友達になりたかった」

「……ともだち？」

　マリアージュが眉間にしわを寄せる。

「なにそれ。あんたの取り巻きになってほしかったってこと？」

「違います」

　アリシュエルがぷっと噴き出してダイを見る。

　その視線の意味を図りかね、ダイは思わずたじろいだ。

「え、何でしょう……？」

「あなたとダイみたいな関係ってこと」

「ええ!?」

「わたしの使用人になりたかったわけ……？」

「いや、それも違うと思いますよ……」

　マリアージュのとんでも発言に、ダイはげんなりと突っ込んだ。主人がまともな人間関係を築いてこなかったと丸わかりである。マリアージュがむっと唇を尖らせる。

「いいわよ、友達で」

　マリアージュがアリシュエルを見返して告げる。

「よくわかんないけど、なれるなら、なってあげる。それで、いいでしょ」

　アリシュエルはマリアージュという友を、ここで得る。

　失うばかりではないでしょうと、彼女は言う。

　マリアージュをぽかんと見返していたアリシュエルが唇を震わせて瞳を潤ませる。

「うん」

　と、彼女は頷いて笑った。

　ここに来て一番の笑顔だった。







　ダイたちに見送られて一路南へ。まずは農村部を抜けて国境を目指す。そこを越えれば次は東に進路をとる。

　無法地帯と呼ばれる荒野を抜け、向かう先はペルフィリアだ。デルリゲイリアの隣国。その王都から他大陸に向けて船が出ている。

　頭の後ろで手を組み、馬車の幌に重心を預けて、ダダンは呟いた。

「……なんか、名前を考えなきゃならねぇなぁ」

「名前？」

「そうだ」

　カイトが問い、ダダンは頷いた。日陰でぼんやりと膝を抱えて座るアリシュエルを眺めて答える。

「あいつの……いかにもって感じだろ？　海に出るまで、名前、知られてることもあるだろうからよ」

　アリシュエルは女王候補だったという。隣国の役所勤めなら知っている可能性がある。そもそもが育ちのよい出の響きの名だ。出国には即席の偽名を使ったが、呼び、呼ばれ慣れるように、きちんとした新しい名前を考えたほうがよい。妙な厄介ごとを避けるためにも。

　アリシュエルは何も言わない。日陰で膝を抱えてぼんやりと空を見ている。どうやら、馬車と並走する鳥を眺めているようだった。

　王都を離れる直前までは、気丈に笑っていたのに。

（……から元気だったんだろうな）

　せめて見送りに来た者たちを、心配させまいとしたに違いない。

「名前。名前かぁ。……新しい名前って言っても、こう、耳に馴染む音のほうがいいよな？」

「まぁ、そうだな」

　慣れない響きをしている名はとっさの反応が難しい。早いうちから使いたいなら、カイトの言う通りがよいだろう。

　カイトも気を紛らわせたいのか。真剣にアリシュエルの名を考え始める。

　だがそれは彼女が自分で決めるべきだ。

　そう思うダダンの隣で、カイトが手を叩いた。

「じゃあさ。名前と姓の頭を取って、アリガ、とかは？　僕の国の名前っぽいし」

　名案じゃないか、と、わりと本気で宣うカイトに、ダダンはやや引き気味で呆れの眼差しを向けた。

「お前、それは安直すぎだろ」

「それでいいです」

　唐突に割り込んだ声に、ダダンは動きを止めた。

　アリシュエルは、まだ、空を見ている。

「それでいい」

　彼女は繰り返した。

　虚ろな碧の瞳から、透明な雫が、零れ落ちる。

「もう、どうだっていい──……」







　──そうしてデルリゲイリアから、ひとりの女王候補が姿を消した。

　女王選出の日まで残すところ、あとひと月のことだった。





終
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　こんにちは、千せん花鶏あとりです。

　この度は女じょ王おうの化け粧しょう師しの三巻目をお手に取ってくださり、誠にありがとうございました。二巻の二か月後からスタートした三巻。ウェブ版序幕における起承転結の転に当たる話です。徐々に少女小説という猫を被らなくなって参りましたが（いえ、最初から被ってなかったかもしれませんが）、大丈夫。この話は主人公カップルが結婚するハッピーエンドです。

　ウェブ版との差異ですが、ストーリーラインはそのままに、優しい日々の断片と、夜会イベントを追加しています。本当は空白の二ヶ月も書ければよかったのですが、本筋ではないのでザクっとカット。皆さまの想像にお任せします。ただ、前巻のあとがきで希望していた、主人公カップルのいちゃこらと、それをぬるい目で見守る主人と、仲良くなったミズウィーリの人々をここで描けて満足です。

　夜会は女王選っぽいイベントとして頑張って書いたのですが、肝心の夜会のシーンが少なく、あれれ、おかしいぞってなりましたがそこはそれ。書きたかったのは準備のシーンですからね……。夜会自体は錯さく綜そうする人々の舞台背景としてお楽しみください。

　次回は女王選の終結。実質、三巻の下巻です。本当はそこまでひと息に読んでいただきたかった。そんなひとつの区切りを、またお届けできたら幸いです。

　最後に謝辞を。この三巻は前巻の刊行時と同様、大勢の方々の応援により実現したものでした。シリーズの継続にゴーサインを出してくださった出版社様、三巻を出す隙を注意深く狙い続けてくださった担当様、美しさに磨きのかかった絵を添えてくださった起おき家や一いち子こ先生、家人、本当にありがとうございました。

　スクウェア・エニックス社様より刊行されているコミカライズも、この夏に二巻が発売となります。関係者の皆さま、誠にありがとうございます。

　何より、電子のみでありながら二巻、三巻と手に取ってくださった皆さま、さらにあちこちで声を大にして本作の続刊を希望してくださった皆さま、本当にありがとうございました。どのような形であれ、お話の続きが出たという奇跡は、間違いなく皆さま、ひとりひとりのご声援によるものです。重ねて厚く御礼申し上げます。

　どうか本作が皆さまのご期待に添えるものでありますように。
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